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　　　　１




　──四月上じよう旬じゆん。





　青く澄すみ渡わたる空に、桃もも色いろの破は片へんが舞まっていた。


　桜である。


　日本で最も多く植えられた桜──ソメイヨシノの桃色だった。


　はらり、ふるり。


　はらり、ふるり。


　おびただしい数の桃色が、いちどきに散っていく。幾いく千とも幾万ともつかぬそれは、まるで空気自体を染め上げるかのようだ。


　春そのものに色づけられた光と風は、布ふ留る部べ市の平へい凡ぼんな通りを実に愉たのしそうに吹ふき抜ぬけて、道行く新しい学生たちを祝福していく。


　昼下がり。


　多くの学生たちが出で払はらっていく、放課後の学校。


　その校門あたりから、こんな叫さけびが持ち上がった。


「──や、やっぱり信じられない！　アディリシアさんと穂ほ波なみさんのいない学生生活なんて！　こんなの悪夢だ！」


　頭を抱かかえたのは、碁ご盤ばん顔の高校生だった。


　校章の色からすると、今月からの最高学年──高校三年生。


　山やま田だであった。


　いまや堂々たる物理部の部長なのだが、ふさわしい貫かん禄ろくは微み塵じんもない。どこからどう見ても帰宅部か、使い走りがいいところだ。実際、部活動の中心は幼なじみの副部長だそうで、ほとんどの権限は委い譲じようしてるらしい。それでいて、意外と部員の人望もあるのが、彼らの高校の新七不思議だ。


「ま、まあふたりとも、いろいろ家庭の事情とかあるみたいだし」


「だってよう、進級式ぐらい来ると思うじゃんか！　いくら休学中だからって修学旅行以来もう半年だぜ!?　あああ、穂波さんの真っ白なうなじも、アディリシアさんの麗うるわしい縦ロールも拝めないなんて！　天国を知っているだけに、こんな呪のろわしい生活は地じ獄ごくそのものだ！　一体俺はどれだけの間待ち続ければいい！」


　詩人よろしく拳こぶしを振ふり上げ、山田はぎゅっと隣となりの相手を睨にらみつけた。


「それとも、イバイツは、あのふたりがいなくてもかまわないわけか」


「いやまあ、もちろんそういうわけじゃないけど……」


　慌あわてて手を振りながら、問われた相手が一歩退く。


　ごく平凡な少年である。


　山田と同じ──本日をもって、高校三年生。


　どこのクラスにもひとりかふたりはいそうな、小動物っぽい雰ふん囲い気きの男子学生だった。その穏おだやかな物もの腰ごしと、弱気ながらに優やさしい眼まな差ざしは、生まれもってのものと感じさせる。きっとこれから何年経たっても、彼からそうした美徳が失われることはあるまい。


　しかし。


　少年を知る者であれば、その大きな変化に気がつくだろう。


　それは、この半年でずいぶん高くなった身長でも、ひそやかにたくましくなった体つきでもない。長い間残っていた幼さが薄うすれ、その分凜り々りしさと淡あわい儚はかなさを滲にじませた横顔でもない。


　もっとずっと、遥はるかに決定的なこと。


　伊い庭ばいつき。





　その右目は、何にも覆われてなかった。





　彼のトレードマークともいえる漆しつ黒こくの革かわの眼帯は失われ、左目と同じ──やや大きめの黒こく瞳とうだけが、散りゆく桜の花弁を映していたのだ。


「そういえば、その目の調子はどうなのさ？」


　山田に問われて、いつきはぱちぱちと瞬まばたきした。


「えっと……どうってこともないんだけど、不思議な感じかな」


「不思議？」


「うん。こうして両目で世界を見ることって、ずっとなかったから。おかしいかな？　もうあの眼帯を取って何ヶ月も経つのに」


　少年が、右目を擦こする。


　ごく普ふ通つうの、何の変へん哲てつもない目であった。


　高校生としては妙みように達観したような、不思議な深みと感情とが瞳ひとみの内側に宿っていたが、それとて普通の範はん疇ちゆうを超こえるものではない。


　そんなはずはないのに。


　この少年の瞳こそは、ある世界において至宝とされたほどのモノだったのに。


「ふうん」


　と、相づちをうって、山田はもうひとつ問うた。


「つうか、お前も丸二ヶ月ほど行方ゆくえをくらましてたしな。いくら試験だけは出てて、かつうちの学校が甘々だからって、よく一いつ緒しよに三年生になれたもんだよ。一体、どこ行ってたわけさ」


「いやまあ、いろいろと。……その、中国とかインドとか」


「は？」


「先週はマカオだったし、昨日も香港ホンコンの結社からとんぼ返りすることになったし……ちょっとだけ……うん、疲つかれたかも……」


　はあ、とため息をついて半顔を押さえてすぐ、いつきは失態に気がついたように「あっ」と顔を跳はね上げた。


「あ、いやその！　外国に行ってるのは、ええといろんな事情があって」


「…………」


　山田は、そんな親友を少しの間見つめてから、


「……や、それはいいんだけどな。今いま更さらつっこまねえし」


　実に器うつわの広い──付き合いの長さを感じさせる鷹おう揚ような発言とともに、すいと顎あごをしゃくったのだ。


「あっちはどうすんの？」


「え？」


　いつきが、もう一度目を擦った。


「……ふえ？」


　と、その指が止まった。


　信じられないものを見たという、そういう表情だった。


　校門を出て、すぐの桜並木。


　その一本にもたれ、こちらを睨にらんでいる男子学生がいたのだ。
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　ひどく目立つ学生だった。


　校章の色からすると、新入生であろう。


　真新しい制服を纏まとった背せ丈たけは、いつきよりも低い。ちょうど二年前のいつきを彷ほう彿ふつとさせる小こ柄がらな体つきなのだが、腕うでを組んだ姿勢と鋭するどい目つきには、まるで似つかわしくない凶きよう悪あくさを秘ひめていた。


　背中に流れる長い髪かみは亜あ麻ま色いろ、瞳はエメラルドグリーン。


　明らかにこの国の者ではない組み合わせに、いつきはぱくぱくと口を開いて、見事なまでに硬こう直ちよくしたまま、こう叫さけんだのである。


「──お、オルトくん！」


　オルトヴィーン・グラウツ。


　そこにいたのは、いつきと因いん縁ねん深い、ドイツの少年であった。


　つかつかと歩み寄ってくると、はたしてオルトヴィーンはいつきのすぐ胸むな元もとからぐいと見上げた。


「なんだ、ボクがいると何か不都合でもあるのか馬鹿（Dummkopf）。今日から入学だってことはあらかじめ伝えていたろうが」


「そ、それはそうなんだけど、ほら、実際に目にしてみると凄すごいインパクトがあったっていうか、なんかありえない光景を見た気分っていうか……」


「お前を見張ってるのに同じ学校の方が、都合がいいからだろ！　だいたい、高校は行くべきだとか、人に無理矢理勧すすめたのはどこのどいつだ！」


「や、それはその、僕なんだけど……」


　いつきが、かくかくとうなずく。


　去年の今いま頃ごろなら、想像もしなかった光景に違ちがいない。


　本来、オルトヴィーンには魔ま術じゆつ上の制約があり、特とく殊しゆなコートと手て袋ぶくろとが欠かせないのだが、そこはこの制服にもいろいろと細工を施ほどこしたらしい。実際、制服と合わせてはいても手袋ははめたままであり、この服装を学校側に認めさせるため、宗教上の理由だとか何だとか、かつての猫ねこ屋や敷しきが使っていた詭き弁べんを、いつき自身が弄ろうする羽目になったのである。


（……ちょっと……思い出したくないけど……）


　思わず、半笑いになってしまう。


　その入学手続きの際、もともと学校なんか行くつもりがなかったオルトヴィーンと、そんな反はん抗こう的な学生を紹しよう介かいされた学校側とで、実に胃の痛くなるやりとりが展開されたからだった。


　山田の姉──養護教きよう諭ゆである苫とま小こ牧まい千ち鳥どりがうまくはからってくれなければ、今日の光景は実現しなかっただろう。いや、こうして現実になったことが、幸運かどうかは分からないが。


「あ、でも新入生は学校案内とかあるから、終わるのまだ先じゃなかったっけ」


「そんなの全部受けてられるか。お前、今日の仕事忘れてたんじゃないだろうな。誰だれかさんのおかげでダブルブッキングした入札を、まとめて片付けるはめになってるんだぞ？」


「あう」


　再びやりこめられたいつきの隣となりで、


「──入札？」


　と、山田が首をひねった。


「あ、あ、いやこっちのことで」


「いいからさっさと来い！」


　言い訳しようとしたいつきの制服の袖そでを引っ張り、オルトヴィーンが旋せん回かいする。


　これがまた、華きや奢しやな姿からは想像もできぬ力強さで、いつきごときには抵てい抗こうの余地さえ残さず、あっという間に連行していったものである。


　周囲の学生たちがどよめく中、その内側に呑のみ込まれて、あっという間にふたりの姿は見えなくなった。


　それから、


「…………」


　校門にひとり取り残された格好の山田が、困ったように片目をつむった。


「何やってんだかね、イバイツのヤツは」


　呟つぶやきには、かすかな苦く笑しようが含ふくまれていた。


　ふと、制服のポケットから携けい帯たいを取り出した。


「……ちゃんと、帰ってくるよな」


　液えき晶しよう画面には、発着信の履り歴れきが残されていた。


　半年前の修学旅行以来、かかったことのないふたつのアドレス。


　アディリシア・レン・メイザース。


　穂波・高たか瀬せ・アンブラー。


　いつもいつきと自分との四人で、もしくは委員長の功刀くぬぎを含めた五人で、笑い合ったりふざけあったり──勝手につるんでいるつもりだったのに、忽こつ然ぜんと消えてしまったふたりの少女。


　いつもいつきを挟はさんで、誰よりいがみあっていた、あのふたり。


　あるいは、誰より認め合っていた、あのふたり。


「……ったく」


　山田にも、分かる。


　親友いつきが大事なことを黙だまっていることぐらい、分からないはずはない。


　この半年。


　穂波とアディリシアが行方ゆくえを断たって以来、あの少年の生活が激変したことも、薄うす々うすとは気づいている。


（……あの姿もひどかったしな）


　と、思う。


　単に、眼帯が取れたというだけではない。


　さきほどの会話にもあったが、冬休みから二ヶ月ほど行方不明になった直後のいつきは、すわ透とう明めい人間かという勢いで包帯まみれになっていたのだ。あれで異変に気がつかないとしたら、よっぽどの間ま抜ぬけだけだろう。


　そう。


　山田も、気づいている。


　はっきりとは言えないけれど、確実な変化。


　学校の中でこそいつものように笑ってはいても、確実に親友いつきが変へん貌ぼうしていること。


　二度とは戻もどれない──戻らない覚かく悟ごで、何かの道を歩んでいること。


「…………」


　口を、閉とざす。


　触ふれないと、決めたのだ。


　同じく友人である功刀翔しよう子ことも、約束したことだ。


　伊庭いつきが決めて、それがあのふたりの少女と関係していることだったら、絶対に曲げることはないだろうと、そう感じたからだ。


　巻き込まれた事件が、どれだけの規模なのかは分からない。


　ひょっとすると、アディリシアと穂波の失しつ踪そうには、もっと大きな、ずっと深くてどうしようもない何かが関かかわっているのかもしれない。


　だけど。


　いつきなら、諦あきらめまい。


　どれほどの苦難があっても、あのふたりを取り戻せる可能性がある以上、伊庭いつきは飛び出していくはずだ。あのふたりの少女は、それほどいつきにとって特別な存在なのだと、少なくとも山田には確信できた。


　それが若人わこうどの青い思い込みに過ぎないとしても、山田はそう信じたかった。


　だから、


「……がんばれよ、イバイツ」


　誰にも聞こえない声で、碁ご盤ばん顔の少年はひそやかな応おう援えんを口にしたのであった。





　　　　＊





　学校からしばらく遠ざかった後、オルトヴィーンがぐるりと振ふり向いたのは、人気の少ない公園であった。


　ごく小さな、住宅地の間に挟まれた公園だ。


　ブランコもシーソーもペンキが剝はげて久しいが、案外錆さびは浮ういてない。誰だれかが大切に使っていて、時折ではあっても手入れをされてきたらしい。それだけ住民に愛されている──愛されてきた場所なのだろう。


　春のうららかな陽光が、それらの年月を浮き彫ぼりにするようでもあった。


　そんな公園で、制服の襟えり首くびをひっつかまえられ、いつきは近場のジャングルジムへと押しつけられたのだ。


「な、何？」


「もちろん、あの入札のことだ」


　八重歯を剝むき出して、オルトヴィーンが言う。


　その様相たるや、とても正視できるものではなかった。まだしもヤクザに凄すごまれた方がよほどマシだろう。文字通りの、本物の殺気に対面できる瞬しゆん間かんなど、現代日本ではどれだけ稀まれな事象であるものか。


「ボクはちゃんと言ったな？　あの入札は断るべきだって。というか、ここしばらくは一気に仕事をいれすぎて、裏を取ってるヒマもないだろうが。お前の特訓も同時並へい行こうだわ、入札は次から次へといれるわ、確かに経営は楽になってるけどこんなデタラメがいつまでまかり通ると思ってる！　何考えてんだ馬鹿（Dummkopf）！」


「いや……まあ」


　顔を真っ青にしながら、いつきがしどろもどろに言葉を濁にごす。


　なんとも歯切れの悪い調子で、癖くせっ毛の頭を搔かいた。


　だけど、これだけははっきりと告げたのだ。





「そうでもしないと……〈アストラル〉の発言力をあげられないでしょ？」





　しばらく、オルトヴィーンは息を止めた。


　眉まゆをひそめ、慎しん重ちように問う。


「……本気か、お前」


「うん」


　と、少年はうなずいた。


　しかも、ひどくあっさりとした声こわ音ねで、こう続けたのである。


「僕は、この一年で、〈アストラル〉をＢＢＢトリプルビーランクまで押し上げるつもりだよ」


「…………」


　その言葉に、オルトヴィーンは沈ちん黙もくした。


　ランクとは、無論〈協会〉の格付けのことだ。


　今の〈アストラル〉ならＢＢタブルビーランクに位置づけられており、『入札』の配分や各種補助金、また今いつきが言ったような発言力も、大まかにはこのランクによって決定される。


　その上で。


　ＢＢＢランクという格付け自体は、魔ま術じゆつ結社としてさほど高いものではない。


　というよりも、ある程度の実力を持った結社が、実力だけでのしあがれる限界……といってもいいだろう。


　それだけ、ＢＢＢランクとＡランクの間の壁かべは高いのだ。


　加えていえば、ＡランクとＡＡダブルエーランク、ＡＡランクとＡＡＡトリプルエーランクの間の壁はさらに数倍ずつも高く、乗り越こえるのが困難になる。これほどの高ランクとなれば十年単位の〈協会〉への貢こう献けんや、歴史的意義も加味されるため、一代でのしあがることはまず不可能といってもいい。アディリシアの率いる〈ゲーティア〉がどれだけの価値を持った魔術結社か、この一事をもっても推おし量れるだろう。


（……そこからいえば、確かに無理じゃない）


　オルトヴィーンは、片目をつむって思考する。


〈アストラル〉を巡めぐる事情は、極きわめて複雑だ。


　──たとえば。


　昨年の夏に、異例の二階級特進を受けたこと。


　──たとえば。


　それでいながら、直後の秋に首領たるいつきが禁きん忌き指定を受けて、一時期は休止状態にまで追い込まれていたこと。


　──そして。


　現代の魔術世界が、数十年に一度といってよい荒あれた状態にあること。


　いわば、戦時といってもよい。


　平へい穏おんな日常のルールが打ち捨てられ、新たなルールを力ある者がつくりだす時代。


　英えい雄ゆうの時代。


　あるいは、強者の時代。


　ここで一気に入札を成功させれば、突とつ然ぜんＢＢＢランクを獲かく得とくすることは無理にしても、その選定会議に絡からむことは不可能と言い切れない。〈螺旋なる蛇オピオン〉などとの抗こう争そうに備えて、新戦力を補ほ充じゆうしたいのは、〈協会〉の側も同様だからである。


（…………）


　ただ、どうしても訊きかなければならないことがあった。


　襟元を摑つかんだ手から、力をゆるめずに問う。


「どうして、今いま更さら格付けにこだわるんだ？」


「そんなの、決まってるよ」


　いつきが、断言する。





「それぐらいしないと、穂波も猫屋敷さんも取り戻もどせない。アディリシアさんと会うことだってできないもの」





「…………」


　それも、かつての少年であれば、けして口にしなかったことだろう。


　驚おどろくほどの、正せい攻こう法ほうだった。


　取り戻すべきものを取り戻すために、少年が選んだのは奇き策さくでも型破りでもなかった。


　いっそ愚ぐ直ちよくなまでに真っ直すぐな、当たり前の手段。今の魔法使いの社会を否定せず、むしろその規則に則のつとった上で、真正面から打破するつもりだと、少年は口にしているのだった。


　それが、少年の選んだ道。


　何ひとつ意外ではなく、しかしこの半年悩なやみに悩んで選んだ方法。


　ため息をついて、オルトヴィーンは片目をつむった。


「今の、アストラルうちの戦力を分かって言ってるんだろうな」


「うん。分かってる」


　これも、いつきが明言した。


　今までの──正確には半年前までの少年らしくない即そく答とうにオルトヴィーンが面めん食くらっていると、少年はにこりと笑ったのである。


「なんとかなるよ」


　根こん拠きよなどなく、それでも確信を持って。


　ジャングルジムにもたれかかったまま、少年は言う。


「うちにはまだ、黒くろ羽はさんもみかんちゃんもラピスも……オルトくんだっているもの」


「……馬鹿（Dummkopf）が」


　これは深くうつむいて、オルトヴィーンが呟つぶやいたのだった。


　やっとのことで襟えり首くびを解放されたいつきが、こほこほとむせかえる。結構長時間にわたって拘こう束そくしたため肺が圧あつ迫ぱくされたらしいが、当のオルトヴィーンは素知らぬふりで腕うでを組むばかりであった。


　それから、少し愚ぐ痴ちるようにして、唇くちびるをとがらせた。


「つうか入札自体はともかくとして、今の人材不足はなんとかなんないのか。これじゃ今受注してる仕事を回すだけでも精せい一いつ杯ぱいだぞ？　あの新しい〈協会〉の担当からして、どうにも信用できないし……」


「それは、私のことですか」


　静かな声が、春の風に流れた。


「っ──！」


　いつきとオルトヴィーンが、振ふり返る。


（いつから……）


　という思いは、ふたりに共通するものだったろう。


　公園の入り口である。周囲を灌かん木ぼくで遮さえぎっただけのごく狭せまい入り口で、いつきたちに知られず侵しん入にゆうするのは困難のはずだった。


　なのに。


　そこには、紅あかい髪かみが流れていた。


　うなじのあたりで小気味よく切りそろえられた、鮮あざやかな赤。右耳には、月を模した銀のイヤリング。


（……騎き士し）


　なぜか、いつきの頭に浮うかんだのは、その単語フレーズだった。


　明らかに時代錯さく誤ごで、まして女性に思い浮かべるにはふさわしくない言葉。なのに、どうしてこの女性ひとにだけはぴたりと似合うのだろう。


「立ち聞きするつもりはなかったので、まず謝罪いたします。加えて言わせていただければ、現在信しん頼らいしていただけてないのなら、粉ふん骨こつ砕さい身しんの努力にて信頼を獲かく得とくする覚かく悟ごです。どうぞお気き遣づかい無く、はっきりと仰おつしやってください」


　きっぱりとした、揺ゆるぎない宣言。


　公園の入り口に、紅毛をなびかせる、凜り々りしい女性がたたずんでいたのである。


　年はいつきと同じぐらいか。背は高く、しなやかな体つきに薄うす手での服装。まるで軍隊みたいに拳こぶしを胸に当てたまま、少女は不動の姿勢でこちらを見つめていた。


　真っ直ぐでひたむきで、いっそ気き恥はずかしくなってしまうぐらいに清せい廉れんな瞳ひとみであった。


　少し、間をおいて、


「入札された案件について、お迎むかえにあがりました。失礼ながら、この場所は占いリーデイングで特定させていただきましたが」


　丁てい寧ねいに、一礼する。


　非の打ち所のない立礼を前に、どこか茫ぼう然ぜんといつきは呟いた。


「……クロエ、さん」


　それこそが、少女の名であった。





　　　　２




　──舞ぶ台たいは移る。





　英国。


　首都・ロンドンの南部。


　遥はるかコッツウォルズの丘おかより悠ゆう揚ようと流れるテムズ河の、すぐそばだった。


　国会議事堂の大時計台ビツグベンからウェストミンスター橋を右岸に渡わたると、街の風景は一気に下町の色合いを帯びる。英国の階級制度は打ち切られて久しいが、維い持じや獲得に財力が関かかわる住宅事情はなかなか大きく変化するに至らず、いまだにその頃ころの面おも影かげを残しているのだった。


　このあたりだと労働者階級や、そこに連なる裏社会の人間の住まい。


　あるいは……秘せられた者の集つどう場所。


　昼にもくすんで見える通りの、古びたアパートであった。


　通りの建物はどれも古くて小こ汚ぎたないのだが、とりわけその物件は──まかり間ま違ちがえると産業革命まで遡さかのぼれるんじゃないかというぐらい、アパートの造りにもにょっきりと突つき出た煙えん突とつにも、独特で深い歴史の香かおりを漂ただよわせていた。


　その中なか程ほどの階の、一部屋である。


　どうやら書しよ斎さいらしかった。


　長年の煤すすがこびりついた重厚な窓まど枠わくの下には、多くの資料が所ところ狭せましと積まれている。相当な古書から、ごく最近印刷されたらしいペーパーバックまで、書物の種類には一いつ貫かん性が見いだせなかった。


　いや。


　ある意味で、統一はされていた。


　古代エジプトの儀ぎ式しきに使われたパピルス、十九世紀末大英図書館で『発見』された魔ま術じゆつ書しよから、ごく最近の娯ご楽らく小説まで──すべて魔術に関する品だったのだ。ひょっとすると、その世界に詳くわしい者が見たら、題材となっている魔術に別の共通性を見いだせたかもしれない。


　しいんと静まり返ったその書斎に、ふと、声があがった。


「──クロエ・ラドクリフ？」


「ええ。ご存じありません？」


　そう言って首を傾かしげたのは、二十代後半と思おぼしい青年だった。


　優美に湯気をあげるティーカップを持ち上げ、ぼんやりと微び笑しようしている。


　いぶした色の銀ぎん髪ぱつ、そっと細められた切れ長の眼め、東洋人特有の流れるような鼻び梁りよう。本人の内側から醸かもし出される、なんとものんびりとした雰ふん囲い気きさえなければ、今すぐ銀幕に出演しても差し支つかえない端たん整せいな容よう貌ぼうではあった。


　猫屋敷蓮れん。


　かつての、〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長。


　現在は〈協会〉へと派は遣けんされた身の、魔法使いである。


　──ならば、


「そりゃ知ってるけど。〈銀の騎き士し団〉で、若手一番の有望株って言われてた人やろ？　大戦以来くすぶり続けてた〈銀の騎士団〉じゃ久しぶりの傑けつ物ぶつやって、あたしとアディが学院にいた頃から話題になってたよ」


　答えた少女の正体も、明らかだろう。


　栗くり色いろの髪かみに、薄うす縁ぶちの眼鏡めがね。細身の白いシャツを纏まとい、レポートらしきバインダーを抱かかえた姿は、どこぞの企き業ぎよう秘書のようにも見える。


　穂波・高瀬・アンブラー。


　かつての、〈アストラル〉ケルト魔術課正社員であった。


　今の立場は──猫屋敷と変わらない。


　青年が、小さくうなずく。


「ええ。彼女が〈アストラル〉の担当になったそうです」


「は？　ちょっと待って。それ、おかしな話やあらへん？」


　差し止めるように手をあげて、穂波が言う。


「もともと、クロエ・ラドクリフは〈銀の騎士団〉の魔法使いやろ？　そりゃ〈協会〉は魔法使いの互ご助じよ組合やから、人材を貸し出したり、何かの仕事を協同でやったりすることは多いけど、別の結社の受付担当までやらせるのは行き過ぎや。まして、〈銀の騎士団〉も自分のとこの秘蔵っ子を放出する意味があらへん。〈アストラル〉みたいに人質あたしらを差し出すようなヘマをしでかしたわけやないやろ？」


「まあ、そこはいろいろあるようで」


　紅茶を一口啜すすりつつ、猫屋敷が人さし指を立てる。


「私の聞いた話では、クロエ・ラドクリフ本人の強い希望で配属になったそうですよ。〈協会〉にも〈銀の騎士団〉にも貢こう献けん度の高い彼女なればこそ、どちらも拒こばめなかったとか」


「クロエ・ラドクリフ本人の希望？」


「私の聞いた限り、です」


　と、猫屋敷が注ちゆう釈しやくを加えた。


「この業界、風聞も多ければ、ねじ曲がるのも多いですからね。私の聞いた話がどこまで正確かなんて保証できません。残念ながら、私自身はクロエ・ラドクリフさんと会ったことがないですし」


　のほほんとした口調で言って、もう一口紅茶を啜る。


　それから、こう付け足したのだ。


「──そうそう、〈アストラル〉もかなり方針変へん更こうしてるみたいですよ。書類上ですと、近きん隣りんの入札を片かた端はしからもぎとる勢いです。近隣というか、受けられる仕事だったら中国あたりにも出張してるみたいですし」


「…………」


　少しの間、穂波は口元を押さえた。


　きゅっと唇くちびるをへの字にしてから、わざとらしくため息をついたのだ。


「……馬ば鹿かやね、いっちゃんは」


「どうしてです？」


　これは、優やさしい声で猫屋敷が尋たずねた。


「伊庭くんが何を考えてるかなんて、簡単に分かる。あんまり正せい攻こう法ほう過ぎて、あきれてまうわ。ユーダイクスさんが気を利きかせてラピスを送ってくれたらしいけれど、それでも総員五人きりの結社やのに」


「嬉うれしくないんですか？」


「知らへん」


　と、少女はそっぽを向いた。


　そのうなじが上気していることを指し摘てきするほどは、猫屋敷も野暮ではなかった。


（……私としては、いい方法だと思うんですけどね）


　ぼんやりと、考える。


　あの少年らしくて、かつ意味のある戦い方だった。


　一度はいつき自身が禁きん忌き指定された以上、なにかしらケチをつけられるような奇き策さくはリスクが大きい。真っ向から入札の実績をつくっていくのは遠回りに見えて、一番の方法だった。あれだけの苦難にあってよくその道を見み出いだしたと、褒ほめてやりたいと思う。


（……ただ、未知数の要素も、確かにありますか）


　未知数。


　はかりしれないこと。


　半年前の京都の戦いをもって、〈協会〉から〈アストラル〉への興味は大きく減退したといっていい。現在、〈協会〉の人員は〈螺旋なる蛇オピオン〉の炙あぶりだしに大きく割さかれているはずだった。


　芳かんばしい結果があがったとは聞かないが、ふたりもの〈螺旋なる蛇オピオン〉幹部を捕ほ縛ばくしている以上、まだしばらくは調査を続行するべき段階だろう。


　なのに、この時点で新しい──しかも曰いわく付きの人間が〈アストラル〉へ赴おもむく理由。


　クロエ・ラドクリフ。


　その名前と現象は、いかなる意味を持っているのか。


「…………」


　考えているときだった。


　そっぽを向いていた穂波が、くるりと振ふり返ったのである。


「──前から思ってたんやけど」


　と、悪戯いたずらっぽく眼鏡めがねを光らせる。


「な、何です？」


「ふふん」


　ちょっぴり動どう揺ようした青年陰おん陽みよう師じへ、さきほどの反はん撃げきとばかりに、ぴしっと少女が人差し指を突つきつける。


「ここ半年ずっと見てるけど──猫屋敷さん、その格好あまり似合ってへんね」


「う、それを言われるとつらい」


　こめかみを搔かいて、猫屋敷は微び苦く笑しようする。


　英国にあっての猫屋敷は、いつもの和服姿ではなかったのだ。


　上質のシャツに羽織ったのは、チャコールグレイのベスト。ボトムスにはダークブラウンのスリム・スラックス。時と場合によるのだが、縁ふちなしの伊達だて眼鏡までも用意しており、これにシルクハットとステッキでも持たせればそれなりの英国紳しん士しに見えてしまいそうな格好であった。


　もっとも、本人の雰ふん囲い気きがゆったりとした東洋のものなので、やはり和洋折せつ衷ちゆうの趣おもむきというか、コスプレのごとき不自然さは否いなめない。


　その自覚があるだけに、猫屋敷も表情を苦くするしかないのであった。


「これでも、昔はそこそこ評判良かったんですけどねえ。なかなか若い頃ころのようにはいかないらしく」


「若い頃って、猫屋敷さんが昔ロンドンにいたんは十年以上前のことやろ？　それを昔のようにやってたら、似合うはずもあらへん。今度一いつ緒しよに選んであげるから感謝するように」


「や、それはどうも」


　鼻を鳴らした少女に、猫屋敷が微苦笑を深める。


　それから、こう問うた。





「──いつきくんのこと、気にならないんですか？」





　あえて、名前で呼んだ。


　さきほど、穂波がそうしたのと同じように。


　少女は……瞼まぶたを閉じて、軽く首を横に振った。


「気にならないわけ、ないやろ」


　その言葉に、別の声が重なった。


　鳴き声であった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　賛同するように、四匹ひきの猫ねこが鳴いたのだ。


　寝ねぼすけの玄げん武ぶは、猫屋敷の膝ひざで。


　悪戯好きの白びやつ虎こは、椅い子すの脚あしに絡からまって。


　気取り屋の朱す雀ざくは、古めかしい鏡台で踊おどるように。


　澄すまし顔の青せい龍りゆうは、埃ほこりの積もった本ほん棚だなで背せ伸のびして。


　それぞれの猫たちは、この部屋の中で、自分だけのポジションを得ているらしかった。


「気には……なってるけれど」


　穂波は、もう一度、ゆるくかぶりを振った。


「やけど……今のあたしらは、そんなこと言ってられる立場やない。もしも〈アストラル〉の名前と関かかわることがあったのなら、それはどちらにとっても、最悪の結果が出たっていうことにしかならへん」


　その声は、ひどく冷たかった。


　猫屋敷も、けして反論できぬぐらいに冷たく、そして正しい言葉だった。


「そうやろ？」


　窓から、一いち陣じんの風が吹ふき込んだ。


　穂波が手にしたバインダーがめくれ、ぱらら……と内側のリストがさらけだされる。


　いずれも、人間の顔写真が貼はられた書類のリストだった。


　魔ま法ほう使つかいの、リストである。


　いくつかの写真には赤く斜しや線せんが刻まれており、その力強い朱しゆ色いろの線条には、同じだけの激しい意味が込こめられているのだった。


　つまり──


「…………」


　猫屋敷が沈ちん黙もくする。


　しかし、少女の言葉はとどまらなかった。





「今のあたしたちは、〈協会〉の──魔法使いを罰ばつする魔法使いなんやから」





　すでに一部粛しゆく清せい済みのリストを手に、穂波・高瀬・アンブラーははっきりと口にしたのであった。





　　　　３




　日は、すでに傾かしいでいた。


　西に見える山さん峰ぽうの端はしが、鮮あざやかな緋ひ色いろに燃えている。


　その残照によって林の影かげが異様なほど長くねじ曲がり、ともすると、不気味な巨きよ人じんの振ふり乱した髪かみのように見えるのだった。春のうららかな風も今はぴたりと凪ないでおり、むしろ息苦しくなりそうな、瘦やせた土の臭においばかりが強かった。


　郊こう外がい。


　布留部市からも離はなれた、県境の土地だ。


　その林のすぐそばに、ふたりの少女がたたずんでいた。


「むう」


「むう」


　子犬か子こ猫ねこみたいな声をあげて、ふたりとも背中合わせに立っている。


　どちらも、外見からすれば十歳ほど。


　ただし、その在り方は見事に対照的だった。


　片方は、アレンジされた巫女みこ装しよう束ぞくを身に纏まとい。


　片方は、血のように紅あかい長ちよう髪はつに、ゴシック風の黒いドレス。


　活発そうな表情と漂ひよう白はくされたような横顔までもが、まるで申し合わせたように対極のふたりであり、その双そう方ほうがぴしりと背中をひっつけ、すり合わせるようにして、頭のてっぺんに手を置いていたのである。


「う、むむむ……」


「ぬぬぬぬぬ……」


　どちらもつま先立ちになって、一いつ生しよう懸けん命めいに背を伸のばしている。


　やがて、


「えっへへへ、あたしの勝ちぃ！」


　と、巫女装束の側が勝ち鬨どきをあげた。


「みかん、今のはずるい。絶対ちょっとだけジャンプしてた」


「う……し、してないもん！　ラピスの方が背が低いってだけでしょ！」


「低くない。みかん、ズル禁止。もう一度」


「だからズルしてないってば！」


　きゅっと拳こぶしを固めて言い放った少女は、無論のこと、葛かつら城ぎみかん。


　そして、抗こう議ぎした側の少女は、人造生命ホムンクルスの錬れん金きん術じゆつ師しラピスであった。


　ふたりとも、半年前からは面おも変がわりしていた。


　背の高さはもちろん、顔立ちから幼さが薄うすれ、開花寸前のつぼみにも似たはっとするような美しさを帯びつつあった。


　とりわけ、みかんは顕けん著ちよだ。


　新しく仕立てられた巫女装束は以前よりずっと厳おごそかになり、奉ほう書しよでまとめられた髪もツーテールというより、ロングに近くなっている。なんとはなしに大人びて見えるのも錯さつ覚かくではあるまい。この年とし頃ごろの少女は、一日ごとに脱だつ皮ぴするごとく変わるものだ。


　もっとも今のやりとりを見る限り、本当の意味で少女が成長するには、まだいささかの時間を要するようだったが。


　とまれ、しばらく睨にらみ合っていたふたりは──突とつ然ぜん、磁石が反発するように飛び離れた。


　そして、同時に振り向いたのだ。


「お兄ちゃん社長！」


「いつき」


　林の反対側。


　地元の学校につながる坂道から、いくつかの人影が現れたのである。


　その中で、名を呼ばれた少年は、照れたように頰ほおを搔かいた。


「──ふたりともお疲つかれさま。準備は終わってる？」


　いつきが訊きくと、ふたりともしっかりとうなずいた。


「うん！　注連しめ縄なわも祭さい壇だんもお供そなえも、全部できあがってるよ！」


「対象の呪じゆ力りよく圏けんの形状、強度、特性は解かい析せき済み。中和用の護符タリスマンも配置しおえてる」


　元気よくみかんが答え、淡たん々たんとラピスが口にする。


「そっか」


　と、いつきが微び笑しようした。


　そのまま、一いつ緒しよにやってきた少女へと話しかける。


「じゃあクロエさん、〈協会〉からの承しよう認にんをお願いします」


「はい、承認しましょう」


　と、クロエ・ラドクリフは首しゆ肯こうした。


「〈アストラル〉がこれから儀ぎ式しきに移るそうです。〈隠いん者じやの杖つえ〉の皆みな様さまも、問題ありませんね？」


　ついで、丁てい寧ねいな口調で背後に問いかけたのだ。


　女騎き士しに伴ともなって、数人の長衣ローブを纏まとった男たちが付いていたのである。


「……これが、〈アストラル〉の魔ま法ほう使つかい？」


「……本当に子供ばかりだぞ？」


「……あれで、〈螺旋なる蛇オピオン〉とやりあったというのは本当か？」


「……所しよ詮せんは、どっちも魔術の正道からは外れた輩やからということだろう。世せ俗ぞくの噂うわさなどあてにはならん」


　ひそひそと囁ささやき声。


　侮あなどりと嘲あざけりの入り交じった態度を、隠かくそうとする気配もない。


　この結社が、〈協会〉の入札制度を通じて、今回の仕事を持ち込んできた相手だった。


　その様子に、いつきも、一緒に付いてきていたオルトヴィーンへ耳打ちする。


「ええと……〈隠者の杖〉って、どういう結社だったっけ？」


「ヘルメス学を基本にしてるカバラ系の結社だよ。〈協会〉でもオーソドックスな規模と魔術のとこだな。まあ一応ここ、あいつらの霊れい地ちだし、〈アストラルうち〉の儀式に付いてくるぐらいの大義名分はあるだろうさ」


　オルトヴィーンが、短く論評する。


　それから、視線を林の方へ向けた。


　正確には、鬱うつ蒼そうと茂しげった林の、すぐ手前であった。


　林に密集したブナやミズナラに逆らうようにして、一本だけ巨きよ大だいな桜がそびえていたのだ。


　ほとんど枯かれかけた、老木である。


　かつては雄ゆう壮そうに枝を張り巡めぐらせ、むせかえるほどの花弁を舞まわせて、人々の目を愉たのしませたのだろう。


　しかし、今や無数の枝は打ちひしがれ、樹皮も哀あわれなほどに萎しなびている。


　少し強い風が吹ふけば、たちまち朽くちた幹はへし折れ、そのまま枯こ死ししてもおかしくないぐらいだった。実際、四月だというのに蕾つぼみのひとつも見つからないあたりからも、この樹木が寿じゆ命みよう間近だという事実は窺うかがわれた。


　みかんの言った注連縄や祭壇は、すべてこの老いた桜を中心に配されていたのである。


「……なるほど、霊地の歪ゆがみをモロに受けた格好だな」


　と、オルトヴィーンが口の端はしを歪めた。


「本来なら、この国だとご神木とか神籬ひもろぎとか言われて祭られるところだろうし、実際そうだった時期もあるんだろうが、これじゃあ出がらしもいいところだ。どっかの結社がよほど駄だ目めな儀式でもやったんだろうな」


　ほんの少しだけ、口調に哀あい傷しようが滲にじんでいた。


　自らも霊脈レイラインより呪力を喰くらう者として、ある種の共感を覚えたのかもしれなかった。


　いつきが、軽く眉まゆをひそめる。


「……確か、前もこんなのだったよね。香港のときは桜じゃなくて、風水の配置が悪いとか言ってた廃はいビルだったけど」


「霊地の整備は、どこの結社もやりたがらない。〈アストラルうち〉があっさり入札で勝ててるのもそういう理り屈くつ」


　オルトヴィーンが吐はき捨てた。


　少年の言葉通り、一度放ほう棄きされた霊地の整備は、たいていの結社が嫌いやがる仕事なのだ。


　というのも、すでにほかの魔術結社がいじった後だけに、霊地自体に一種の『癖くせ』がついているのだ。こういう『癖』は厄やつ介かいな代しろ物もので、下手にほかの結社が手を出せば呪波干かん渉しようを起こすし、最悪は呪波汚お染せんにつながる可能性すらある。


　かといって、せっかくの霊地をずっと放ほうっておくわけにもいかぬ。


「そこの〈隠者の杖〉だって、だいたい似たような事情だろうさ。自分でやってうっかり呪波汚染を引き起こすよりは、〈協会〉の入札に投げて、ほかの結社へ手て柄がらを譲ゆずった方がマシってわけだ」


「……じゃあ、わざわざ付いてきてるのは？」


「ありゃ、こっちの手の内を見たいだけだろ。つまり、グダグダ言ってるけど話題の〈アストラル〉が気になって仕方ないんだよ」


　けったくそ悪そうに、オルトヴィーンが呟つぶやく。


「…………」


　少し黙だまってから、いつきは小さな声でもう一度尋たずねた。


「どうすればいいと思う？」


「ふん。見たいなら見せてやりゃいいんだ」


　と、オルトヴィーンがせせら笑う。


「ただし、半はん端ぱじゃなくてきっちり全部見せてやれ。外面がどうあろうと、〈アストラル〉は迂う闊かつに手をだせるようなところじゃないって、きっちり思い知るぐらいにな」


「……分かった。やってみる」


　うなずいて、一歩前に出た。


　ちょうどそのとき、別の影かげが天空に湧わいたのだ。


「いつきくん、お待たせ！」


　半はん透とう明めいの姿をした少女が、中空から舞まい降りたのである。


　極ごく上じようの墨すみにも似た黒い髪かみ。くりくりした瞳ひとみ。可愛かわいらしい春物のパーカーを着込んで、この少女の姿だけは以前と変わらなかった。


　黒羽まなみ。


〈アストラル〉幽ゆう霊れい課正社員──数ヶ月前、社員見習いから昇しよう格かくした少女。


「霊脈レイラインの確かく認にん終わりました。あたしも補助に入れます！」


「ありがとう」


　と、いつきは微び笑しようした。


「──では、霊地の整備を始めさせていただきます」


　堂々と、宣言する。


　一いつ瞬しゆんざわついた〈隠いん者じやの杖つえ〉の結社員たちを背に、少年は今のオルトヴィーンの台詞せりふを思う。


（……全部、か）


　オルトヴィーンの言っていることは明快だ。


　つまり、いつきに本気でやれということ。


　何も隠かくすなと、いうこと。





　──あーあー、相変わらずしみったれた顔してるわね。やるならやるで、いちいち怯おびえたり怖こわがったりせず、しっかり腹を据すえてやんなさい。だいたい自分に怯えてどうするつもり？





　脳のう裏りを、声がよぎった。


　冬の二ヶ月、何度となく、言われていた言葉。


「…………」


　すっと、右目へ指を近づける。


　ぽろりと手のひらに転がったのは、コンタクトレンズだった。


　そのコンタクトを仕し舞まい、右目を手で覆おおったまま、少年が言ったのだ。


「……みかんちゃん。もう二歩下がって。ラピスちゃんは六歩左で術式を開始。霊脈レイラインからの呪じゆ波は干渉を護符タリスマンで中和しながら、みかんちゃんとゆっくり距きよ離りをとって……そう、ここでみかんちゃん〈禊みそぎ〉を開始」


　指示とともに、右目を押さえた指から、別の色がこぼれたのだ。


「おお……」


　と、結社員たちの呻うめきが漏もれた。


　ほんのかすかな──染しみわたるようなアカイロが、少年の瞳から滲にじんでいたのである。


　それは、あの土地で教わった技術だ。


　香港。


　二ヶ月間、いつきが日本を離はなれて旅立っていた場所。





　──キミはね、もっとキミを知るべきよ。


　──キミから奪うばわれた紅あかい種は、確かにキミの『力』を高めていたでしょう。だけど無から有をつくっていたわけじゃない。それらの『力』は、もともとキミの持ち物。足が速いとか、計算が速いとか、その程度の代しろ物ものよ。





（……適正視界選別。呪波感度設定。呪力焦点フオーカス調整。補正、補正、補正）


　思う。


　自分を、自分として扱あつかう。


　自分の機能を、限界まで把は握あくして、使いこなす。





　──だから、自転車の補助輪がなくなったというのなら、もっと必死で走りなさい。もっと必死で工夫しなさい。





　修行は、極きわめて単純だった。


　かつて、布留部市の寺院で密教僧そう・隻せき蓮れんに教わった武術の特訓よりも、ずっと平易だったと言えるだろう。


　たとえば、あの洞どう窟くつでの訓練もそうだ。


　当時のいつきは地面に座らされ、ずっと炎ほのおを見つめさせられていた。


　ただし、目をつぶって。


　厳重に、呪術を使った目隠しまでさせられた。


　目ではなく、薪まきの爆はぜる音と、肌はだに触ふれる熱、その臭においや舌先をよぎる火花の味を使い、炎の形状を三日三晩の間、鮮せん明めいに想像し続けろと言われたのだ。


　そう。


　イメージ。


　それこそが魔ま法ほうの源泉であると、いつきは教えられたのである。





　──知ってる？　人間の視覚って大部分は脳が補ってるのよ？　大脳皮質の三分の一は視覚のために使われてる。キミの見ている世界は、キミの脳がつくったものなの。だったら、キミの鍛きたえるべきは瞳ひとみではなくて脳。キミは自分の脳を、魔術のために捏こねて、混ぜて、ぐちゃぐちゃにして、つくりかえてしまう覚かく悟ごはあるかしら？





（……呪素情報収集、選別、選別、イメージ補正、補正、補正、補正、補正……掌しよう握あく）


　脳が過熱する。


　加速する処理能力に、少年の脳が悲鳴をあげているのだ。


　いくら特とく殊しゆ体質の下地があったとはいえ、たかだか二ヶ月の修行で都合良く脳が対応しきれるはずもない。


　だが。


　代だい償しように、いつきは視た。


　老木を取り巻く、霊れい気きの流れ。


　西の山脈の向こう側──大陸から続いている『力』の流れを感じ取る。


　その流れを、いつきは脳内に描えがいた。


　三次元の地図と流体を、思考の中に構築する。ＣＧのワイヤーフレームにも似たカタチで、それは少年の脳裏に広がっていく。


　妖精眼グラム・サイト。


　半年前の事件によって損そこなわれた大部分の『力』を、今はいつき自身の想像力が補強して、ここに再現したのである。


　それでも、昔の妖精眼グラム・サイトに比べれば、遥はるかに劣おとる精度でしかない。


　呪じゆ力りよくを先読みすることも、ましてや操あやつることなど到とう底ていかなわぬ、かろうじて上っ面つらだけを再現しただけの代物。


　今は、この程度。


　この程度が、いつきの体得した魔術の精せい一いつ杯ぱい。


　だから、この程度から始めるしかない。


「黒羽さん、騒霊現象ポルターガイストで、霊れい木ぼくの掘くつ削さく開始」


「はい」


　少女の声とともに、周りの呪力が渦うずとなった。


　魔術によらず、純じゆん粋すいな呪力の集中によって、物理的な念動力とせしめる騒霊現象ポルターガイスト。


　たちまち桜の根元が掘ほり返され、大量の土ど砂しやが噴きあがる。


　それだけではない。


　巨きよ大だいな老木が、揺ゆれたのだ。


〈アストラル〉に入社して以来、たゆまず鍛えられてきた黒羽の騒霊現象ポルターガイストは、この巨木を動かすに足りたのである。


　まるで気球のように宙を浮うき、ゆっくりと漂ただよいだした老木を、背後の結社員たちが茫ぼう然ぜんと見守った。


「みかんちゃん、霊木の移動に合わせて〈禊みそぎ〉を強化。ラピス、霊脈レイラインとの呪波干かん渉しよう、中和開始。東から西へと順番に始めて」





「はらいたまいきよめたまう──」


「中和護符タリスマン、七番から十二番まで一秒ずつ起動。キーワード──私は輪廻りんねする蛇へびであり、フラメルの見いだした貴石である」





　老木の浮ふ遊ゆうだけではなく、呪力は次々に変化した。


　霊脈レイラインを堰せき止める格好になっていた老木が抜ぬけたことで、一気に呪力が流れ出したのだ。


　それをなだめるようにして、みかんの〈禊ぎ〉が穏おだやかに霊脈レイラインを包み込み、ラピスの護符タリスマンは霊脈レイラインの内側で呪波干渉が起こらないよう、呪力の楔くさびとなって大地を穿うがっていった。


「……〈禊ぎ〉の強度をあげて。護符タリスマンの起動はもっとゆっくりでいい。黒羽さん、霊木の高度を二割ほど上昇」


　それを見ながら、いつきが指示を出していく。


　これも、以前なら考えるまでもなく、口から滑すべり出ているものだった。


　社員全員の身体からだを、まるで自分自身の身体のように、かつてのいつきは扱あつかえていた。


（…………）


　そんな『力』は、すでに無い。


　だからこそ、思考しなければならない。


　ひとつひとつの呪力が、ひとつひとつの魔ま術じゆつが、いかなる干渉を起こして、どのような結果を織り上げるのか、すべて想像シミユレートしなければならない。


　……いや。


　それでも、人によってはこの状じよう況きようを喜んだかもしれない。


　今の妖精眼グラム・サイトであれば、いつきが乗っ取られる不安もなかったからだ。『紅あかい種』が内に蔵されていたときと異なり、単なる特異体質としての妖精眼グラム・サイトなら、現在の少年でも十分に制せい御ぎよすることができた。大きな人格の変へん貌ぼうがないのも、そのためだ。


　このコンタクトレンズで隠いん蔽ぺいできるようになったのも、その証しよう拠このひとつだろう。


　事情を聞いたユーダイクスが手ずから製作し、欧おう州しゆうから空輸してくれたコンタクトレンズは、見事少年の妖精眼グラム・サイトを抑おさえ込むに足りた。


　今、いつきを苛さいなむのはかすかな痛みだけだ。


　あるいは──だからこそ、悩なやむのだろうか。


（……あの、種は）


　自分の右目で、いつのまにか育てられていた『紅い種』。


　現在〈協会〉によって押おう収しゆうされているあの呪物フエテイシユが、一体どのような未来を招こうとしているのか──その『力』のほどを誰だれよりも深く感じてきたがために、今のいつきは悩むのかもしれなかった。


（……あの、僕は）


　そして。


　もうひとりの、自分。


　妖精眼グラム・サイトを露あらわにしていたときの人格は、どうなったのだろう。


　どちらも自分だと思っていた統一感は遠く、かつての記き憶おくは幻まぼろしのように薄うすらいでいる。自分自身のことさえ分からない焦しよう燥そう感を、一体どうすればいいのだろう。


「…………」


　唇くちびるを嚙かむ。


　想像シミユレートを──仕上げる。





「黒羽さん、霊木の植え付けを。オルトくん、同時にルーン魔術の発動」





　いつきがあらかじめ示していた地点で、異変が生じた。


　その地点の土砂が一気に掘削され、中空から老木が降ろされたのだ。


　突つき刺ささったという勢いではなく、まるで優やさしい巨人に手ずから移植されたかのような、とても柔やわらかな植えつけであった。


　刹せつ那な、別の呪じゆ句くが発されたのだ。





「──汝なんじは夏、汝は法則、汝は収しゆう穫かく。さればあるがままに為なせ、イェーラ」





　オルトヴィーンの手から、小石がこぼれた。


　ルーン文字の刻まれた石。
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　其それは、すなわち収穫を表すルーン。


　その文字が大地へ転がり、呪力を浸しん透とうさせると同時、霊脈レイラインと老木の双そう方ほうに異変が生じた。


　何かが土地の奥深くで蠢うごめき、それはたちまち周辺の大地を駆かけ巡めぐり、老木の植わった土ど壌じようから枯かれた根を伝わって、霊地全体へと流れていったのだ。


「…………」


　いつき、無言。


　しかし、結果は──すぐに現れた。





　小さく、薄うす桃ももの色が世界に色づくことによって。





　花が、咲さいたのだ。


　まるで、数ヶ月の光景をわずか数分で早送りしたかのように──正しい霊脈レイラインの呪力を受けたことで、ありえぬ速度の生育が促そく進しんされ──老木の死にかけていた枝から、薄桃の蕾つぼみが芽め吹ぶいたのである。


　それは枝の一点からたちまち老木全体へと広がり、瑞みず々みずしい桃の花弁で年老いた樹皮を飾かざり付けていった。


　美しい、桜の姿だった。


　息を止めてしまうほど鮮あざやかな──華はなやかな、おそらくはかつての老木の姿。


　ひとつの霊れい地ちが、清められた光景でもあった。


「おお……」


　と、ざわめいた〈隠いん者じやの杖つえ〉の魔法使いたちへ、くるりと少年が振ふり返る。


　丁てい寧ねいに一礼して、伊庭いつきはこう告げたのだ。


「これが、〈アストラル〉です」


　自らの社員たちを誇ほこり、その堂々たる成果を背景にして、胸を張る。


　無論、反対する者などいようはずもなかった。


　ただひとりを除いて。





「……これが……〈アストラル〉？」


　誰だれの耳にも届かぬ、そんな呟つぶやきがあったのだ。


〈協会〉から来た女騎き士し、クロエ・ラドクリフだけは──この奇き蹟せきの光景を、厳しい瞳ひとみで見つめていたのだった。





　　　　＊





　そして。


　これもまた、ほかの誰も聞かない声だった。


「ふうん」


　と、楽しそうな声が闇やみにこぼれたのだ。


　艶つやっぽくて、瑞々しくて、生命の輝かがやきにあふれた声こわ音ね。





「あれが……〈アストラル〉……ねえ？」





　そんな風に呟きを残して。


　後には、にいあ、と細い猫ねこの鳴き声がこだましただけであった。
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　　　　１




　布留部市の、商業区。


　ごく平へい凡ぼんな花屋や魚屋が連なる通りの、平凡な一角である。


　その裏手からビルとビルの間に入り込み、注意深くあたりを観察していくと、やがてコンクリートの壁かべのひとつに、さりげなく銅板がはめ込まれていることを発見するだろう。


　古めかしくも丁寧に磨みがかれた銅板には、こんな文字が浮うき彫ぼりにされているのだ。





〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・〈アストラル〉


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　そう。


　何かの間ま違ちがいのように、その路地裏には洋館が建っていた。


　飛び出す絵本でも思わせて、ありえない立地にありえない建築。しかし外観にも外庭にも一いつ切さいの手て抜ぬきはなく、魔法使い派遣会社という奇き矯きような言葉も、その洋館を目まの当たりにすると、不思議な現実味を感じられるのであった。


　──実際、そこは奇き妙みような会社だった。


　広い室内をデスクとパーティションで区切っただけの空間に、現在稼か働どう中の社員は四人。


「ええーと、さっき受験合格用のお神札ふだを五枚書いて、残りは家内安全用を六枚書いてって、ディアナさんに頼たのまれてたから……それに、諸もろ刃はさんに言われてるお祭り用の形かた代しろが三十枚あって……」


　まずは、葛城みかん。


　机の上に清めた和紙を広げ、一枚二枚と指折り数えながらも、朱しゆや墨すみを使った形代・霊符づくりに励はげんでいる案配だった。


「……みかん、それ枚数間違えてる。形代は残り八十枚」


「え？　え？　え？　あたしちゃんと数えてたよ！」


「追加発注があった。中部の熊くま野の三山系の結社から五十枚。前の入札で評判を知って、試ためしに発注したと推測」


　冷静に指し摘てきしたのは、隣となりのデスクのラピス。


　ゴシック風のドレスの少女は、相変わらず無表情に複数のフラスコやら試験管やらを組み合わせて、錬れん金きん術じゆつ師しの本分を全うしている。


　風変わりな試験管から噴ふき上がる虹にじの煙けむりも、こぽこぽと音をたてるフラスコの中身にひどく怪あやしげな眼球や毒々しいトカゲの爪つめが覗いていることも、中世に隆りゆう盛せいを極きわめた錬金術師の裔すえとしてふさわしい。


　それでいてみかんの仕事チェックも平行しているあたり、今の〈アストラル〉においての少女は、以前の穂波のような監かん視し役を兼かねているのであった。


　そして、三人目。


「っくそ、なんで猫屋敷はこんな面めん倒どうくさい占うらないばっかり抱かかえてたんだ！　『猫屋敷蓮の猫ねこ占い』なんざ適当に手抜きしておけばいいだろうに、無む駄だにきっちりかっちり凝こりやがって！　つか女性雑誌用の占いに、古い雑ぞう密みつやら宿すく曜よう道やらのマイナーな作法を引っ張ってくる必要がどこにあったんだよ！　こんな極東の古代呪じゆ術じゆつなんか知るかっての！」


　オルトヴィーン・グラウツは、ひとつきりのパソコンを前に頭を抱えている最中だった。


　手元にあるのはもちろんルーン文字を刻んだ小石や、ルーンの染色用の道具なわけだが──今はそれに混じって筮ぜい竹ちくや風水盤ばんなど、明らかにルーン魔術と関係ないものも混じっている。


　こちらの少年は、かつて猫屋敷が抱えていた原げん稿こうを引き継ついで、ゴーストライターとなっていたのである。


　中身のライターが変わったことは、今のところごく一部の担当しか知らされてないのだが、各編集部には「あの猫屋敷先生が締しめ切りを守るようになった！」と驚きよう愕がくと感動で受け入れられていたりする。結局のところ、ほとんどの編集部は締め切りと原稿さえしっかりしていれば、書いている人間はどうでもいいという好例であろう。いやまあ、この場合、わずか数ヶ月で猫屋敷の文体と記事を模写しきったオルトヴィーンを褒ほめるべきなのだろうが。


　……とまれ。


　多くは幼いながらに、忙いそがしく〈アストラル〉が回転している事務所の、一いち隅ぐうであった。


　その応接室にひとり、異質な人間が座っている。


　紅毛の色も鮮やかな、うら若い女騎き士しであった。


「──クロエさん、こちらをどうぞ」


「お構いなく。〈協会〉からの公用できているだけですから、過か剰じようなお心こころ遣づかいは無用です」


　ふわふわと騒霊現象ポルターガイストで浮かんだティーセットを、クロエ・ラドクリフは片手で固辞した。


　無論、相手は黒羽である。


　可愛らしいメイド服を構築した霊エーテル体は、今日も〈アストラル〉の給仕を一手に引き受けていた。


　こうしている間にも、中庭と接する窓では箒や雑巾がひとりでに仕事を続けており、少女の騒霊現象ポルターガイストの制せい御ぎよがますます巧たくみになったことを示していた。


「と言われても、もういれてしまってます。みかんさんとラピスさんには、まだ口に合いませんし、執しつ筆ぴつ中のオルトヴィーンさんにすすめたら仕事の邪じや魔まをするなって嚙かみつかれてしまいますから、ここはあたしを助けてくれませんか？」


「……でしたら」


[image: ]


　そう言われては、クロエも二度は遠えん慮りよしなかった。


　一口含ふくんで、瞬まばたきする。


「──良い茶葉ですね」


「はい。アディリシアさんが置いていかれたものですから」


「〈ゲーティア〉の……アディリシア・レン・メイザース様ですか」


　クロエの口調には、かすかな畏おそれが混じっていた。


　それが、無視しがたい名前だったからだ。


〈ゲーティア〉。


　欧おう州しゆうに冠かんたるＡＡＡトリプルエークラスの魔術結社。純じゆん粋すいな格だけでいうなら、張り合える結社は〈協会〉でも五指に足りぬ。


　ましてや、アディリシアの名は特別だ。


　突とつ然ぜんの事故で先代から首領を引き継ぎ、高こう弟ていに裏切られるという悲劇に直面しながら、ソロモンの姫ひめと謳うたわれた少女は、その細ほそ腕うでで〈ゲーティア〉を立て直してみせた。


　とりわけ、この半年──。


　アディリシアが英国に戻もどってから、〈ゲーティア〉の立場は驚おどろくほど変化していた。


　はたして、どのような経緯いきさつによるものか。


〈協会〉の副代表たるダリウス・レヴィとパイプをつくった少女は、〈ゲーティア〉の膨大な財力を〈協会〉へと提供したのである。


　本来、〈協会〉の表の顔となる多た国こく籍せき企き業ぎようは〈ゲーティア〉に勝まさるとも劣おとらないのだが、昨今の世界不ふ況きようによって身動きがとれなくなっていた。あげく〈螺旋なる蛇オピオン〉の対処のため、平時とは桁けた外はずれの費用を必要としていた〈協会〉にとって、この資金注入は恵めぐみの雨以外の何物でもなかったのだ。


　今では、ダリウスの懐ふところ刀がたなといえば、誰だれもがソロモンの姫を思い浮うかべるだろう。


「しかし……」


　と、クロエは紅茶を見つめて、問う。


「そんな貴重な品なら、私がいただいて良かったのですか？」


「お客様に出し渋しぶったら、それこそアディリシアさんに怒おこられちゃいます。──人をもてなすなら最低でもこの程度のお茶は出しなさい、というのがあの人の口くち癖ぐせでしたから」


　黒羽が微び苦く笑しようする。


　その笑え顔がおを見つつ、クロエはぽつりと呟つぶやいた。


「……かのソロモンの姫は、〈アストラル〉と親しかったそうですね」


「はい」


　素す直なおに、黒羽がうなずく。


「〈アストラル〉にとって、とても大切な人です」


　現在形で応こたえた。


　それは、過去のことではないと。


　今この瞬しゆん間かんも、金きん髪ぱつ翠すい瞳とうの姫は、〈アストラル〉にとって欠くべからざる相手なのだと、そういう意思を秘ひめて。


「…………」


　だから、その意思に数秒息を止め、


「……失礼しました」


　と、クロエは応えた。


　それから、ティーカップを唇くちびるに傾かたむけた。ゆっくりと香かおりを楽しんでから、熱い琥こ珀はく色いろの液体が胃の腑ふに落ちるのを味わうように、瞼まぶたを閉じる。


　ほう、と一息ついて、言葉を紡つむいだのはその後だ。


「少し、皆みなさんが羨うらやましい気もします」


　と、女騎士は囁ささやいたのだ。


「そうですか？」


「異なる魔術結社で、そういう関係を築けることは稀まれです。つまるところ、魔法使いとは強きよう烈れつな自我エゴをもって成る生き方ですので」


　クロエの言葉には、強い実感がこもっていた。


　机き上じようの論理ではなく、自らの身体からだをもって社会と接してきた者だけが持つ、言葉の年輪ひだ。


　それを受けて、黒羽も問うた。


「クロエさんは、違ちがうんですか？」


「私は、身につけた魔ま術じゆつがいささか特とく殊しゆでしたので」


「…………」


　黒羽にも、なんとなくは理解できた。


　一口に魔法使いと言っても、洋の東西では大きく雰ふん囲い気きが異なる。


　これは、自らの意思エゴをもって世界を支配しようという西洋の魔法使いと、自らの存在を世界に同化させようとする東洋の魔法使いとの、基き礎そ概がい念ねんの違いだったが──クロエのたたずまいは、このどちらとも微び妙みように一いつ致ちしないものだったからだ。


　外見だけならいつきや穂波と年の変わらぬこの女性が、いかなる魔術結社に属していたのかは、黒羽も聞いている。


〈銀の騎き士し団〉。


　さすがに〈ゲーティア〉の権勢には敵かなわぬものの、〈協会〉での格でいえば勝るとも劣らぬ結社だという。


　それが、どうして〈協会〉の担当として、〈アストラル〉を受け持つことになったのだろう。


（……この人は）


　この人は、今までに〈アストラル〉を見てきた担当──影かげ崎ざきともフィンとも違う。


　そういう人がやってきた、原因とは？


（いつきくんが……変わったから？）


　ぼんやりと思う。


　前の、桜の霊れい地ちの入札から、もう三日が経過している。


　あの仕事ひとつとっても、以前の〈アストラル〉とはずいぶん異なっていた。かつて、猫屋敷と穂波が先導していた魔術の儀ぎ式しきも、今はいつき自身が強いリーダーシップを発揮し、オルトヴィーンが補う形で行われている。


〈アストラル〉の、新しい形。


　首領としていつき自身が強くある、魔術結社としては理想的なカタチ。


　いいことのはずだ。


　なのに、黒羽はそれに自信が持てないのだ。


　自分たちが立っている場所が、本当に以前より正しいのかどうか、少女には分からないのだった。


（…………）


　なんとなく、事務所を見てしまう。


　会社のど真ん中に空いたままの、ふたつのデスク。


　いつも四匹ひきの猫ねこをまとわりつかせた陰おん陽みよう師じと、皆みなの働きぶりを厳しく見守っていたケルトの魔女。それに、しょっちゅう遊びに来ては、あのソファで紅茶を嗜たしなんでいたソロモンの姫ひめ。


　みかんもラピスもオルトヴィーンも、頑がん張ばっている。


　あの三人が欠けていることを、まるで考えさせないほどの働きを見せているし──入札へ積極的になったことも含ふくめれば、〈アストラル〉の経営状じよう況きようは以前より改善したと言ってもいいぐらいだ。


　なのに。


　不足がないからこそ、やはり思い知らされる。


（……そう）


　欠けているのに、不足がないことが、なおさら霊エーテル体の少女を不安にかりたてるのだ。


　まるで、いつきが昔の〈アストラル〉を忘れてしまったかのようで──


「どうかしましたか？」


「あ……」


　振ふり返って、黒羽は息を止めた。


　綺き麗れいな瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、こちらをじっと見つめていたのである。


「考え事をされていたようですが」


「いえ、その」


　かぶりを振って、黒羽が言葉を探す。


「……良かったら、少し話を訊きいてもいいですか」


「なんでもどうぞ」


　丁てい寧ねいに、クロエが促うながす。


　本当にこの人は、魔法使いらしくない。


　自分がこうして言い出すのを、ずっと待っていてくれたかのようだった。


　そう勇気づけられて、黒羽が口を開く。


「あの、〈銀の騎士団〉って確か前から〈アストラル〉に──」


「──すいません」


　ちょうど、そのときだった。


　もうひとりの人ひと影かげが、事務所の二階から下りてきたのだ。


「書類の整理とか、やっと一段落つきました。本当にお待たせしちゃってごめんなさい」


　ぺこぺこ頭を下げながら階段を下りてきたのは、いつきであった。


　それを前に、クロエが立ち上がった。


　きっぱりと、首を横に振る。


「いいえ、〈協会〉の担当としては待つのも仕事の内です」


「そう言ってもらえると助かります」


　微び苦く笑しようして、いつきが言葉を継ついだ。


「ところで、早さつ速そくなんですけど、お呼びした用件について話させていただけます？」


「あの話ですか？」


「はい」


　はっきりと、いつきがうなずいた。


　一いつ瞬しゆん、社内から、しんと音が絶えた。


　作業に励はげんでいたラピスやオルトヴィーン、みかんまでもが揃そろって少年の方を振り返ったのである。


　最初に口を開いたのは、やはりオルトヴィーンだった。


「その話って、やっぱり──」


「うん」


　少年が、うなずく。


　そして、クロエを振り返った。


「昨年の夏以来、先方からは何くれとなく仰おつしやっていただいたんですが、これまで思い切れなくて、きちんとした返事がかえせずじまいでした。ですが、ようやく決心がつきましたので、クロエさんにお願いして仲ちゆう介かいしていただこうかと」


「本当に……いいんですか？」


　なぜか、クロエは複雑な顔になった。


　少年が言い出そうとしてるのは、彼女にとっても有益な案件だろうに、まるでそれを歓かん迎げいしきれないような──そんな表情かお。


「はい」


　両の目でクロエを見み据すえ、伊庭いつきはこう切り出したのだ。





「〈アストラル〉と〈銀の騎き士し団〉の業務提てい携けい──その仲介をお願いします」





　　　　２




「〈アストラル〉が……〈銀の騎士団〉と提携ですって!?」


　そのニュースを聞いて、少女は数ヶ月ぶりに声を荒あらげた。


　広い部屋だった。


　一流ホテルのロイヤルスイートほどのスペースに、年代物の暖だん炉ろや振り子時計など、落ち着いた調度と多くの書しよ棚だなが備えられている。魔ま術じゆつに通じた者であれば、それらの調度が単に飾かざりや生活だけの用よう途とではなく、深遠な呪術的意味合いを持つと見み抜ぬいただろう。古さと強度とは、多くの魔術において比例するものであり、この部屋へ張られた結界は、かの〈協会〉の書物庫に匹ひつ敵てきするほどだった。


　もっとも、この場合驚おどろくべきは、窓からの景色であろうか。


　大きく取られた窓からは、日本では考えもつかない光景が広がっていたのだ。


　すなわち、見み渡わたす限りの緑である。


　たとえば英国独特の泥でい岩がんを利用し、優美な噴ふん水すいや彫ちよう像ぞうを配置した巨きよ大だい庭園。


　はたまた、地球の裏側まで続くのではないかという舗ほ装そうされた道路と、その向こう側にさざめく草原の海。


　そして、その草原を取り囲み、地平線を黒々と染める広大な森林。


　──いわく、カントリー・ハウス。


　かつて英国の貴族間で流行した、一地方を丸ごと敷しき地ちとする巨大邸てい宅たくであった。多くの貴族は時流や財政的な事情から手放したこれらの屋敷を、少女の家系は現代でも保持したらしい。


　その巨大さにもかかわらず、内装のひとつひとつにまで気が行き届いており、とりわけ少女の座した部屋の優美さ、壮そう麗れいさたるや筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほどだった。


　だが。


　その邸宅に、少女の在り方はひけをとらなかった。


　古いにしえの黄金こがねをくしけずったかのような縦ロール。極ごく上じようの宝石と紛まがう翠みどりの瞳ひとみ。何よりも、アンティークのオークチェアに座した姿の、涼すずやかにあふれる気品。


　誰だれでも、一目で分かる。


　彼女こそ、この屋敷の主あるじだと。


　馬か車でなければ往来に事欠く豪ごう奢しやな屋敷も、百をくだらぬ数の使用人も、この若き女王ひとりのためにのみ存在するのだと。


　アディリシア・レン・メイザース。


　美しき〈ゲーティア〉の首領の相そう貌ぼうには、新たな成分が混じっていた。


　たとえばそれは、絢けん爛らんたる薔薇ばらに、淡あわい霧きりがかかったかのよう。


　紗しやの幕によって薔薇の神秘さや気高さは増していたが、同時に見るものの胸をつく何かも、少女の表情は内包していた。


　憂ゆう愁しゆう、であろうか。


　まるで夢ゆめ幻まぼろしの美しさは、しかし少女自身が望んだものではないのだろうと──そんな風に感じさせる何かが、アディリシアの姿にはあったのだ。


　そして。


　その美しい主の前に、もうひとりの人ひと影かげが浮うき上がっていた。


　こちらは、黒白としか形容しようのない女だった。


　腰こしまである長い髪かみもきめ細かな肌はだも、あらゆる色素が抜け落ちたかのような白。その真逆に、纏まとったスーツもネクタイも吸い込まれそうに黒い。


　まるでモノクロ映画のごとき白黒に、その身を切り分けた女性。


　メイザース家の家令にして──〈ゲーティア〉の副首領を務めるソロモンの魔法使い、ダフネであった。


「今の話、間ま違ちがいないの？」


　訊きいたアディリシアへ、ダフネは静かにうなずいた。


「公表はされてませんが、情報筋は確かかと。とどこおりなく提携を進行するために、〈協会〉への打だ診しんがあった模様です」


「そんな……」


　少女が、絶句する。


　しばしの後、人さし指の腹を唇くちびるにあてて、少女は苛いら立だたしげに言ったのだ。


「……どういうことですの？　夏に同じ申し出があったときにも、イツキへ忠告したはずですわ。〈銀の騎士団〉からすれば〈アストラル〉なんて成り上がりの新参。利用できるだけ利用する以外の腹づもりはありませんわよ」


「首領マスターのご推察通りと考えます」


　その言葉を、ダフネも肯こう定ていする。


「あの結社の性質上、〈アストラル〉を対等に扱あつかうことはありえないでしょう。その上で、〈協会〉の会議におけるあの結社の発言からすれば、思おも惑わくはかなり限定されます」


　あくまで淡たん々たんと、事実を告げる声こわ音ね。


「つまるところは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の打破。それも〈協会〉の全力を傾かたむけての、ほかに目もくれぬほどの措そ置ちです。〈銀の騎き士し団〉は、ほかの〈協会〉の重じゆう鎮ちんを焚たき付けるために、〈アストラル〉を御み輿こしにしようという考えかと」


　アディリシアも、沈ちん黙もくの内に同意した。


　それには、もってこいだろう。


　半年前、〈螺旋なる蛇オピオン〉と直接接せつ触しよくした結社の中で、〈アストラル〉はもっともつけいりやすい相手だった。


　ましてや、伊庭いつき。


　かの少年は、もともとが魔ま法ほう使つかいと関係ない。


　確かに、父から引き継ついだ魔術結社はある。しかし、根本的なところで、いつきは魔法使いとして認にん識しきされていないのだ。


　ゆえに、〈協会〉や〈銀の騎士団〉からすれば、たまたま妖精眼グラム・サイトを保持していた少年が、たまたま過去の〈螺旋なる蛇オピオン〉の闘とう争そうに巻き込まれたために、今の立場へと追い込まれた──そういうことになる。


　無論、詭き弁べんだ。


　今のいつきの立場は、幾いく多たの妨ぼう害がいや横よこ槍やりがあったとしても、いつき自身が選び、獲かく得とくしたものである。


　だが、魔法使いが世せ俗ぞくへ害なすことを嫌きらう〈協会〉の風潮からすれば、ここまでの経けい緯いは十分な大義名分となりうる。


　すなわち、〈螺旋なる蛇オピオン〉を打破する名目。


　伊庭いつきをもって、対〈螺旋なる蛇オピオン〉の旗頭とするならば、〈銀の騎士団〉が〈協会〉の会議をリードするのも、ずっとたやすくなるだろう。


「……正気ですの？」


　と、アディリシアは呟つぶやいた。


「全ぜん貌ぼうどころか、居所さえ明らかになっていない相手に、長期間継けい続ぞくできないほどのリソースを割さくなんて馬ば鹿かげてますわ。まして、〈協会〉は〈螺旋なる蛇オピオン〉を打破した後も、魔法使いの世界を保護する必要がありますのよ。十字軍の堅かた物ぶつは、ベトナム戦争を反面教師にしませんでしたの？」


「プロテスタントの二の舞まいを自分たちが踏ふむとは、彼らは微み塵じんも考えないものかと」


「……そうでしたわね」


　苦々しく、少女が唇を嚙かんだ。


　多くの魔術結社は、時代遅おくれとなった誇ほこりや血統に依い存ぞんする。


　中でも、〈銀の騎士団〉のそれは群を抜ぬいていた。信しん仰こうを害する者を打ち砕くだけるなら、その先が破は滅めつであっても厭いとうまい。


「あの騎士団の首領──騎士総長については、アディリシア様もご存じですね？」


「ええ」


「ジェラール・ド・モレー」


　主人が肯定すると、ダフネはゆっくりとその名を告げた。


〈銀の騎士団〉。


　その、騎士総長。


「現在〈協会〉の〈アストラル〉担当であるクロエ・ラドクリフ様は、清せい廉れん潔けつ白ぱくな騎士として有名ですが……あの騎士総長は、そんな一ひと筋すじ縄なわでくくれる方ではありません。かつてはオズワルド様とも水面下で争った御ご仁じんです」


「……ええ」


　もう一度、アディリシアは重くうなずいた。


　魔術結社の首領ともなれば、誰だれひとりとして侮あなどれない人間ばかりだが、〈銀の騎士団〉の騎士総長はその中でなお異い彩さいを放つ存在だった。


　かつての大戦以後、徐じよ々じよに影えい響きよう力を衰おとろえさせた〈銀の騎士団〉において、唯ゆい一いつの別格。


　衰える以前の──最盛期の〈銀の騎士団〉を受け継ぐ、魔法使い。


「イツキは……分かっていますの？」


「どうでしょう。葛城家は欧おう州しゆうの事情まで気にしていないでしょうし、オルトヴィーン様もこのあたりの機き微びに通じているかどうかは半々といったところです。ラピス様や黒羽様は言うに及およばないでしょう」


「…………」


　ダフネの言葉に、アディリシアは再び押し黙だまった。


　見解は、ほぼ同じだった。


　やがて、ダフネの方がぽつりと呟いたのだ。


「こちらから、一報いれますか？」


「……え？」


　一いつ瞬しゆん、アディリシアが息を止める。


　きょとんと年相応の表情を見せた少女に、ダフネは少しだけ優やさしい声でこう言った。


「おふたりだけなら、問題ないはずです。アディリシアといつき様で直接談話の場を設ければ、互たがいの立場や状じよう況きようにかかずらわされることもないと思いますが」


「え？　え？　あ……その」


　困こん惑わくと動どう揺ようとが少女の横顔を駆かけ抜けて、その唇くちびるは──まるで大事な宝物の名を呼ぶように、こんな言葉を口にしたのだ。


「私と……イツキだけで、話を？」


「はい、おふたりで」


　短く、ダフネが肯こう定ていした。


　すると、少女の端たん整せいな顔に、甘い面おも影かげのようなものがよぎったのだ。


　郷きよう愁しゆうにも似て、抗あらがいがたい何か。


　アディリシア・レン・メイザースという人間には似つかわしからざる、しかし根源的なところで少女を支えている何か。


　当たり前の少女に、女王の責務を耐たえさせている何か。


「あ……」


　声が出かけた。


　刹せつ那なで、少女は押さえ込んだ。


　ひどくゆっくりと息を吸い込み、石でも呑のみ込んだような声で、こう口にする。





「……いいえ、その必要はないでしょう」





「アディリシア様？」


　訊きき返したダフネに、アディリシアはもう一度言ったのだ。


「イツキも、ひとつの結社の首領です。私などが口を出すまでもなく、重々考えての措そ置ちに決まっています」


「本気ですか？　それでもアディリシア様は……」


　続くダフネの言葉を、最後まで少女は聞かなかった。


「必要ありません」


　ぴしゃりと封ふうじ込め、アディリシアはかぶりを振ふった。


　有う無むを言わさぬ口調であり、態度だった。


　そのまま、少女は〈ゲーティア〉の首領としての顔を保ち、命じたのである。


「下がりなさい、ダフネ」


「……はい。失礼いたしました」


　一礼して、ダフネは踵きびすを返した。


　扉とびらに手をかけて、もう一度背を屈かがめるまで一連の動作であった。


　そして扉を閉じた後、しばらくの間、メイザース家の家令は動かなかった。


　やがて、硬かたいため息とともに、


「……本当に、馬ば鹿かな妹」


　と、小さく呟つぶやいたのだ。


　いつもの声ではなかった。


　正式に〈ゲーティア〉へ籍せきを置くより以前の──感情豊かで、よく怒おこったり笑ったりしていた頃ころの声こわ音ね。


　一いつ緒しよに修行をしていた腐くされ縁えんの友と──結局〈ゲーティア〉を裏切ったふたりと連れ合って、しょっちゅうくだらない雑談をしていた頃の自分。


　今だけは、その頃の自分でいたかった。


　今だけは、メイザース家の家令であるよりも、〈ゲーティア〉の副首領であるよりも、あの可か憐れんな妹の姉として付き合ってあげたかった。


　たとえ、その関係を死ぬまで打ち明けられない、妾しよう腹ふくの姉だとしても。


「……いくらお父様から受け継ついだ結社でも、そんなにも強くあることは、ないでしょうに」


　それが、悔くやしかった。


　あの少女妹の強さを、一緒に支えてあげられない自分が悲しかった。


　そして。


　こればかりは、ダフネにも予想できなかった返事が、廊ろう下かの向こうから返ったのだ。





「いやはや。そう責めることもないでござろう」





　野太い声が、ダフネの耳じ朶だを叩たたいたのだ。


　いっそ子供みたいにあけすけな、聞く者の心を開かせる響ひびき。


「アディリシア殿どのの強さは十分な美点。それにまつわる矛む盾じゆんや意固地な部分は、また別べつ勘かん定じようとすべきかと。全部一緒にして悩なやんでらっしゃると、せっかくの美び貌ぼうに皺しわができてもったいないですぞ？」


「え……っ」


　その声を耳にして。


　猛もう然ぜんと、ダフネは振り返っていた。


「あな、たは……」


　続きを言葉にできず、ダフネの顔はくしゃくしゃと歪ゆがんだ。





　その顔には驚おどろきと──隠かくしきれぬ歓かん喜きの色が宿っていたのであった。





　　　　３




　夜になって、〈アストラル〉事務所の廊下には奇き妙みような物体が現れていた。


　二階の、廊下である。


　古くに建てられていた洋館の廊下は、歩くたびにきいきいと軋きしむ。今回も、とりあえずその音のおかげで、物体にきちんとした体重があるのだけは判明していた。


　窓から皓しろい月光が差し込み、もぞもぞと動くお化けを照らしている。


　そう。


　まさに、お化けだった。


　誰だれもが一度はやったような、ごそごそと動く毛布の塊かたまり──布ふ団とんお化けである。


　頭から足元まで毛布をかぶった布団お化けは、ある部屋の前でぴたりと止まると、毛布の合わせ目から、にょっきりと白い手を生やした。


　こんこん、とその手は部屋の扉をノックしたのだ。


「……ラピス、起きてる？」


　と、幼い声が尋たずねた。


　みかんであった。


　やがて、


「……開いてる」


　と、返事があった。


　少し躊躇ためらってから、みかんは扉を押し開いた。


　目の前に広がったおよそ六畳じよう半ほどの室内は──みかんのそれとは違ちがって、綺き麗れいに片付けられていた。


　もっとも、この場合片付いたというより、物自体少ないというのが正解だろうか。


　錬れん金きん術じゆつの道具と思われるフラスコやランプが床ゆかに転がっているばかりで、この半年ほどの生活の臭においはまるで部屋から感じられない。そのほかは、用よう途との分からぬ水みず羊よう羹かんの竹たけ筒づつと、名めい刺しらしき紙し片へんが大切そうに置かれているぐらいか。


「…………」


　ラピスはその部屋の、窓近くに据すえ付けられた椅い子すへ腰こし掛かけていた。


　背中を向けたままではあるが、どうやらまだシャワーを浴びる前だったらしく、みかんも胸を撫なで下ろす。
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　ふたりの少女は、この〈アストラル〉事務所で暮らしていた。


　以前は猫屋敷も住んでいたのだが──現在、その部屋は手をつけられず、たまに黒羽が掃そう除じをするだけで放置されている案配だ。


「あの、ラピス……」


　と、みかんが話しかけて、もごもごと布団の中で語ご尾びが搔かき消えた。


　どう話したものか、言葉を探しているようだった。言いたいことは決まっているのに、それをどう表現していいか、少女の語ご彙いの中で探しあぐねているのだった。


　だから、


「何？」


　簡素な台詞せりふが、この場合はありがたかった。


　背を押されるようにして、みかんは口ごもっていた問いをぶつけられたのだ。


「お兄ちゃん社長のこと……どう思う？」


　おそるおそる訊きいた質問に、赤い髪かみの少女はくるりとこちらを振ふり向いた。


　感情の読めない瞳ひとみで見み据すえ、こう言い切る。


「ラピスには関係ない。ラピスはいつきについていくだけ」


「もう！」


　布団を脱ぬいで、みかんはぷうと頰ほおを膨ふくらませた。


「ちゃんと自分で考えなさいって、ラピスも言われてるでしょ！　お兄ちゃん社長のこと、ラピスも心配じゃないの！」


「でも、今のいつきの目のおかげで、みかんも強くなってる」


「う……」


　言われて、みかんも押し黙だまった。


　その通りなのだ。


　もともと、みかんは魔ま法ほう使つかいとしていくつかの問題を抱かかえていた。


　その最たるものが、強大な血統に対し、才能が欠けつ如じよしていることだ。


　葛城家の血は、みかんに絶大なる呪じゆ力りよくを供給する。しかし、少女の貧ひん弱じやくな才能はその呪力を扱あつかいきれないのである。


　制せい御ぎよしきれぬ呪力は、少女自身の身体からだを害し……やがては堤てい防ぼうが破れるように、みかんの身体を食い破って、周辺一帯に災さい厄やくをばらまく高度の呪波汚お染せんさえ招くだろう。


　そういう風に、みかんは警告されていた。


　だが。


「今は、いつきの目のおかげで、みかんがサポートできてる」


　と、ラピスは言う。


　つまり、こういうことだ。


　みかんは、才能がないから呪力を制御できない。


　この説明を裏に返せば、魔法使いの才能とは『呪力を制御できること』となる。


　単なる儀ぎ式しきの段取りや集中力の強化と異なり、こればかりは訓練や年月のみで覚えられることではないからだ。


　呪力は、目に見えない。


　どれだけ優すぐれた魔法使いでも、直接視し認にんすることは難しく、それぞれの曖あい昧まいな感性に合わせて調整していくしかない。だからこそ、いかに呪力を感じ取り、その強弱や流れを操あやつりうるかというのが、あらゆる魔法使いの修行の根本となるのである。


「…………」


　きゅっ、とみかんは唇くちびるを嚙かんだ。


　いつきの妖精眼グラム・サイトこそ、稀まれなる例外だったからだ。


　言うまでもなく、少年の瞳は呪力そのものを視認する。


　以前の妖精眼グラム・サイトならば、おいそれと使うことはかなわなかった。どうしようもない瞬しゆん間かんのみ眼帯を取り、頼たよることとはなったが、〈アストラル〉の誰だれもいつきが妖精眼グラム・サイトを濫らん用ようすることは望まなかった。


　けれど、今は。


　いつきが制御できる程度に衰おとろえた妖精眼グラム・サイトならば……みかんの修行の補助に用いるという、新たな使用法も可能だったのだ。


　実際、その効果たるや圧あつ倒とう的であった。


　いつきが現在いまの妖精眼グラム・サイトの特訓を兼かね、みかんの修行に付き合いはじめてから、まだ三ヶ月にもならぬ。


　しかし、みかんの魔法使いとしての技量には、数年分に匹ひつ敵てきするだけの効果を与あたえていたのである。


「それは……お兄ちゃん社長のおかげで、あたし振ふり魂たまも雄詰おころびも出来るようになったけど……」


　うつむいて、みかんは述じゆつ懐かいする。


　どちらも、かつてのみかんがどれほど特訓しても、かなわなかった行法だ。


　というより、自分の何が悪いのかさえ分からなかった。かろうじて呪力を感じることはできても、定められた神しん道とうの動きや呼吸法の中で、それをどう操ればいいのか、見当もつかなかったのだ。


　そうした悩なやみに、いつきの目は的確な助言を与えてくれる。


　今のまま数年続ければ……みかん自身で呪力を制御することも、できるかもしれない。


　みかんの姉・葛かつら城ぎ香かおりが、守もり人たる紫し藤どう辰たつ巳みや橘たちばな弓ゆ鶴づるが、そして誰よりもあの祖母・葛城鈴すず香かが苦く悩のうした悲劇を、ついに防げるのかもしれない。


　ラピスもそれを認めて、


「みかんだけじゃない」


　と、言葉を継ついだ。


「あの訓練法は、ラピスにも黒羽にも効果的。これまでの土台があってこそという但ただし書きはつけるが、よほどの魔術結社の環かん境きようより、今のいつきとの訓練は効果的」


　これも、その通りだ。


　みかんから見ていても、ふたりの魔術の腕うでは抜ばつ群ぐんに上がっている。


　もとより黒羽の騒霊現象ポルターガイストは呪力あっての代しろ物ものだし、ラピスの錬れん金きん術じゆつだって呪物フエテイシユをつくりあげるのには精せい妙みような呪力操作を必要とする。


　妖精眼グラム・サイトが貴重とされる理由。


　それはけして、単体の妖精眼グラム・サイトが強力だとか、そんなことではない。


　今のいつきの使い方こそが、本来望まれるべき妖精眼グラム・サイトの在り方なのだ。


（……そうだよね。そのはずだよね。なのに……）


　なのに、それを喜んでいいのか、みかんには分からなかった。


　眉まゆをぎゅっとひそめたまま、拳こぶしを握にぎりしめる。


「どうして、みかんは悩む？」


「…………」


「いつきは強くなった。猫屋敷も穂波も抜ぬけた分、それを埋うめようと頑がん張ばってる。それは、何か悪いこと？」


「……分からない」


　ふるふると、みかんはかぶりを振ふる。


　前よりも長くなった髪かみが、それにつれて揺ゆれた。


「だけど、お兄ちゃん社長が……なんか遠くなっちゃうような気がして」


「そう」


　それだけを、ラピスは口にした。


　それ以上、何も言わなかった。


　なんだか、それが嬉うれしかった。


　ぽつりと、呟つぶやく。


「穂波お姉ちゃん、猫屋敷さん、アディリシアお姉ちゃん……どうしてるかな」


「……〈アストラル〉から〈協会〉への派は遣けんという名目になってる以上、悪い扱あつかいはされてないと思う。アディリシアは〈ゲーティア〉の現状を見る限り、うまく立ち回っている。どちらかというと、ラピスたちの立場の方がよほど悪い」


「そっかあ」


　少しだけ、みかんは笑った。


　ラピスは、笑わなかった。


　ただ、窓から外を見つめていた。


「いつきは、まだ勉強してる」


「最近、ずっとだよね」


　と、みかんも同意した。


　いつきの住居は、本来この事務所と別にある。


　しかし、猫屋敷が〈協会〉に派遣されてからは、いつきが仮の保護者としてこの洋館に寝ね泊とまりするようになっていたのだ。無論、いつきとて保護者が必要な年ねん齢れいなわけだが、このあたりは養護教きよう諭ゆの苫小牧などに頼たのんでごまかしている寸法だ。黒羽も同じ住居に住んでるわけだが、さすがに幽ゆう霊れいではごまかすにも至るまい。


　そして、いつもみかんが寝るまで、少年が自分の部屋に戻もどることはなかった。


　事務所の離はなれとなる、書庫にずっと引きこもっているからだ。昼の間もしょっちゅう書庫から取り出した本を読んでいるが、魔術書グリモアというよりは、以前に穂波から教えてもらっていた魔術にまつわる歴史の本が主なようだった。専門的な魔術がたかだか一年や二年で学べるものでないことを考えると、これは賢けん明めいな判断といえたろう。


「お兄ちゃん社長は……本当に、ほかの魔術結社と合がつ併ぺいするつもりなのかな？」


「心配？」


「心配だよ！」


　これは、素す直なおにみかんが言ったのだ。


「あの京都以来、お兄ちゃん社長はずっと無理してるみたいで心配！　すっごく仕事してくれてるけれど、それがなんだかお兄ちゃん社長らしくなくて心配！　アディリシアお姉ちゃんの〈ゲーティア〉でも葛城家でもなくて、全然知らない結社と合併なんて心配！　心配だったらおかしい？」


「おかしくない」


　そして、ラピスもかぶりを振った。


「そういう意味ならラピスも心配。自分の許容量以上の行こう為いは必ず破は綻たんをもたらすから」


「っ……！　そ、それなら最初からそう言ってよ！」


「みかんがちゃんと話さないから」


「また人のせいにする！」


　ぶんぶんと手を振って抗こう議ぎ。


　だけど、本気の怒いかりは混じっていなかった。


　ちっちゃな拳を仕方なさそうに開き、憤ふん懣まんを押し殺しつつ、みかんはこう尋たずねたのである。


「じゃあ……ラピスは、〈銀の騎き士し団〉については、なにか知ってるの？」


　すると、人工生命ホムンクルスの少女は淡あわく目を細めた。


「知ってるのは、首領にあたる騎士総長ジェラール・ド・モレーの噂うわさだけ。それも一言、昔あにさまの言ってたのを覚えてるだけ」


「……それでもいいから、教えてくれる？」


　みかんの言葉に、ラピスは小さくうなずいた。


　間をおいて、





「あにさまいわく──狂きよう乱らんの騎士」





　静かに、真しん紅くの髪の錬れん金きん術じゆつ師しは囁ささやいたのだった。





　　　　＊





　とっぷりと夜も更ふける頃ころ、ようやく書庫の扉とびらは開いた。


「……ああ、疲つかれた」


　とんとんと肩かたを叩たたきながら、いつきが出てきたのである。


　眉み間けんを指でつまみ、ん～と息を漏もらす格好は日本のサラリーマンっぽく見えなくもない。よれっとしたスーツと、目の下の淡いくまも、その印象に拍はく車しやをかけている。


　深呼吸して、書庫を振り返った。


　青銅の扉には『汝、触れるなかれノリ・メ・タンゲレ』などと、ラテン語で仰ぎよう々ぎようしく書かれていて、昔の自分ならこれだけで卒そつ倒とうしただろうなと、いつきは苦く笑しようする。


　昔の、自分。


　一体、二年前の自分はどれだけびくびくしていたんだろうと──


「──いつき様」


「うわっ！」


　次の瞬しゆん間かん、少年は思い切り飛び上がり、尻しり餅もちをついていたのだ。


　外庭の、中央あたりだった。


　ビルとビルの間という狭せま苦くるしい立地ながら、絶ぜつ妙みように植物を配した花か壇だんのそばに、赤く浮うき上がった人ひと影かげが頭を下げていたのだ。


「失礼しました。驚おどろかせて申し訳ありません」


「……クロエさん」


　庭のただ中にいたのは、あのクロエ・ラドクリフだった。


　もともと細身の体つきで浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きがあったが、こうして夜の花々に囲まれていると、どこか遠い国の妖よう精せいのようにも見えた。服装も実質本位、動きを邪じや魔ましないあっさりしたものなので、なおさら繊せん細さいな肢し体たいばかりがクローズアップされる。


　なぜか、この騎士が自分と同年代であったことを、今いま更さらになっていつきは思い出していた。


「ひょっとして……待っててくれたんですか？　何か用事でも？」


「……いえ、その」


　クロエは、困ったような顔になった。


　珍めずらしくも視線が泳ぎ、唇くちびるをもごもご動かしたのを見て、いつきが首を傾かしげた。


「あの、何か？」


「いえ、本当に……大したことじゃないのですが」


　何か汗あせでも搔かいたみたいに、手の甲こうでこめかみを拭ぬぐう。


　純白の竹刀しない袋ぶくろを背中に隠し、右耳のイヤリングをいじる。頰ほおを夜目にも赤らめながら、少女はこう言ったのだ。


「よかったら……少し一いつ緒しよに……散歩しませんか」


「……は、はあ。いいですけど」


　瞬まばたきしてから、いつきはうなずいたのであった。








　行き先について、クロエは注文をつけなかった。


　だから、いつきは自宅に帰る方向で歩いていった。


　最近は事務所に寝ね泊とまりしているが、たまに必要な品を取りに戻もどる必要もあるからだ。──ついでに言えば、定期的な掃そう除じや換かん気きをしないと、義妹いもうとの勇ゆう花かに怒おこられるのも大きい。あの義妹の行動力だと、一体いつひょっこり帰ってくるか分からないし。


　すでに深夜とあって、人通りも少ない。


　ついてくるものは暖かな春の夜風と、気持ち欠けた満月ぐらいだ。密集した建て売り住宅を抜ぬけて、狭せまい軒のき先さきに並べられた鉢はち植うえの列を横切り、ふたりは言葉も交かわさずにゆっくりと歩いていく。


　不快ではなかった。


　こうして夜に歩くのは、月光浴みたいで心地ここちよい。


　でも、相手はどうなんだろうと思って隣となりを見ると、クロエは瞼まぶたを閉じていた。


（え？）


　覗のぞき込もうとすると、夢見るように瞳ひとみが開き、慌あわてていつきは視線をそらした。


「……佳よい夜ですね」


「は、はい」


　と、いつきも同意した。


　実際、静かで佳い夜だった。


　闇やみのヴェールは浅くも深くもなく、何もかもを優やさしく覆おおっている。


　時折鼻び孔こうに忍しのび寄るのは、季節外れの沈じん丁ちよう花げ。自じ販はん機きの明かりでぽっかりと白い花弁が照らし出されて、まるで夜に浮き上がった海月くらげのようだ。


「…………」


　それきりで、ふたりともまた黙だまっている。


　不思議と、魔法使いと歩いてる気分じゃなかった。


　この少女と出会ってまだ数ヶ月だが、その仕事ぶりは実直で、魔法使い特有の妄もう執しゆうや閉へい鎖さ性を感じさせなかった。普ふ通つうに会っていれば、普通に友達になっていたんじゃないかと、そんな気にさせる相手。


　単なる錯さつ覚かくかもしれないが、少なくともいつきはそういう風に感じていた。


「あ」


　途と中ちゆうで、足が止まった。


　小さな公園である。


　古びたブランコと錆さびついたシーソー、積み重ねられた土管ぐらいしか遊具はなく、人の訪おとずれた形けい跡せきもほとんど見あたらない。一応住宅地のただ中ではあるのだが、ちょうどエアポケットみたいに忘れられた場所らしい。


　だけど、その寂さびれた様子を見て、


「うわ、懐なつかしい」


　と、少年は口にしていた。


「何か、思い出のあるところですか」


「ええ」


　はにかんで、いつきは頭を搔く。


　目を細めながら、ゆっくりと、こう口にしたのだ。


「穂波とアディリシアさんに……初めて会った場所です」


　ああ。


　あのときの思い出の、なんと鮮せん烈れつなことか。





　──『お初にお目にかかります。アディリシア・レン・メイザースと申します』


　──『こちらの言葉が通じないのなら、直接〈協会〉へかけあわせていただきます』





　──『穂波・高瀬・アンブラーや』


　──『あたしの名前。ちゃんとした挨あい拶さつはまた明日』





　いまでも、昨日のように思い出せる。


　瞼を閉じれば、その裏に映る。


　契けい約やく書しよを振ふりかざし、傲ごう岸がん不ふ遜そんにいつきへ降こう伏ふくを迫せまったソロモンの姫ひめ。


　対して、姫の操あやつる七十二の魔ま神じんを撃げき退たいし、ヤドリギの矢を用いて公園の呪じゆ力りよくも浄じよう化かしたケルトの魔女。


　最初からあのふたりは最高に仲が悪くて──最高に仲が良かったのだと、いつきは再さい確かく認にんする。でなければ、あんなに楽しそうに互たがいを罵ののしり合えるはずもない。そんな風に向き合える相手なんて、一生にひとり会えるとも限らないだろう。


　だからこそ、いつきも──


「……笑ってらっしゃいます」


　と、クロエが言った。


「え？」


「ほら、唇くちびるが」


　そっ、と冷たい指が唇に触ふれた。


　クロエの指だった。


　ひやりと冷たくて柔やわらかい感かん触しよくに、いつきはどきりと心臓が鳴るのを感じた。


「おふたりとも、いつき様にとって大事な方だったんですね」


「はい」


　こればかりは、てらいなく少年がうなずいた。


「どっちも特別な人です。今みたいに離はなれて、なおさらそう思います」


「そうですか」


　クロエはなんだかくすぐったいような、困ったような顔で微び笑しようした。


　この人のそんな顔をよく見る日だと、いつきは思う。


　本当に普通の、精々ひとつ年上のお姉さんとでも、話しているような気分だった。


　だから、だろうか。


　なんとなく、訊きいてみる気になった。


「クロエさんは、そういう思い出ってないですか？」


「思い出、ですか」


　戸と惑まどったように、クロエは瞬まばたきした。


「私の、思い出は……」


　と、少し考えるように言葉を濁にごす。


　やがて、


「駄だ目めですね。私が覚えているのは剣けんのことばかりです」


　と、かぶりを振った。


「剣ですか？」


「はい」


　と、少女は認め、片手を持ち上げた。


　そこに握にぎられていた、雪のように白い竹刀しない袋ぶくろを、じっと見つめて言う。


「こちらでいう幼稚園キンダーガーデンより以前から、本身の剣を握らされていました。その後はずっと剣と魔術の修行ばかりです。いくら魔術結社とはいっても、現代では珍めずらしいパターンですね。時代遅おくれだなと、自分でも思います。妹はもう少し、普通の世間側で育ったのですけどね」


「妹さんがいるんですか」


「アンネといいます。誰だれに似たのか、いつも口答えばかり」


　微苦笑して、クロエは右耳のイヤリングに触れた。


　月を模した、銀のイヤリング。


　実直な少女の服装の中で、そのイヤリングだけが浮ういていたが、それだけ大切なものなのだろうと、単純にいつきは考えた。


「でも、格好いいです」


「格好いい？　私がですか？」


「はい。ひとつのことに打ち込めるのは、とても幸せで、とても格好いいことだと思います。僕から見ても、クロエさんは凄すごく格好いいですから」


「……私が……ですか」


　少年の素す直なおな言葉を、クロエは嚙かみしめるように呟つぶやいた。


「いつき様、お願いがあります」


　それから、急に唇を一文字に引き結んで、こんなことを申し入れたのだ。


「一手、御ご指南いただきたいのですが」


「は？」


　一いつ瞬しゆん、いつきが意味を把は握あくしそこねたのも無理はあるまい。


「えええ！　な、なんですかそれ」


「今申した通りです。伊庭いつき様に御指南いただきたい」


　再び持ち上げた白い竹刀袋の、細い紐ひもがほどけた。


　するりと剝むかれた内側から、金属製の柄つかと鞘さやが姿を現したのだ。


　十字剣クルセイダー・ソード。


　いつきもその名だけは知る、十字軍の騎き士しに振ふるわれたという伝統的な剣。


　目の前で、ゆっくりと抜ぬかれるその刃はの鋭するどさと冷たさに──少女の本気を、いつきは思い知らされたのだ。


　ぞく、と背筋に冷たいものが走る。


　氷柱つららを脊せき髄ずいに差し込まれた感覚。


　みっともなくたたらを踏ふんで、かろうじて問うた。


「どういう……ことですか」


「本当はもっと時間をかけるつもりでした。いつき様を理解して、私の考えもいつき様に理解してもらえるぐらいには、きちんと交流したいと思っていました」


　静かに、クロエは言う。


　上段へ剣を振りかざした構えより吹ふきつける、その強きよう烈れつな気き迫はくよ。


「しかし、今となってはそこまでの時間がありません」


「ちょ、待って──！」


　叫さけびよりも、銀光の迸ほとばしる方が早かった。


　激流のごとく、恐おそるべき力強さで振り落とされる一いち撃げき。


　咄とつ嗟さに地面へと転がりながらも、いつきが避よけられたのは僥ぎよう倖こう以外の何物でもない。


　──いや。


　完全に避けることは、かなわなかった。


　泥どろをはねのけつつ地面から立ち上がったとき、熱いものが頰ほおを伝わったのだ。


　指で触ふれて、その正体を知る。


　額を浅く切った傷から、血が垂れたのであった。


「っ────！」


　紛まぎれもなく、本気。


　たとえ向こうが手加減していようが、一手間ま違ちがえるだけで、こちらの腕うでや足が飛ぶのを覚かく悟ごしなければならないほどの。


　無む惨ざんな光景を想像し、喉のどの奥がひきつるのを感じながら、いつきが後ずさる。


　しかし、広がった分の間合いは、すぐさま詰つめられた。


　堂々と歩み寄りつつ、クロエは言う。


「──あなたには、教わりたいことが本当に沢たく山さんありました。残念です。こんな拙せつ速そくで暴力的なやり方しかなくなったなんて」


「ぼ、僕がクロエさんに教えられることなんてあるはずないでしょう!?　そ、そりゃ拳けん法ぽうも修行しましたけど、たかが一年半ですよ！　小学校ぐらいの頃ころから修行してたクロエさんに勝てるわけないじゃないですか！」


　そう、いつきが説得しようと言葉を連ねたときだった。





「噓うそです！」





　短く、クロエが喝かつ破ぱしたのだ。


「な、何が？」


　動どう揺ようしたいつきに、女騎士は続けて言った。


「あなたは……一年前、この土地でツェツィーリエに勝っている」


「…………っ！」


　忘れがたい名であった。


　忘れられるはずもない名であった。


　ルーン魔ま術じゆつの吸きゆう血けつ鬼き、ツェツィーリエ。


　あのオルトヴィーンの師し匠しようにして、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈王国マルクト〉の座セフイラーを預かる──凶きよう猛もうなる魔法使い。


「半年前には、京都の地でもあの吸血鬼の襲しゆう来らいに遭あい、再び退けているはずだ。これがあなたの──ひいては〈アストラル〉の強さでなくて何だというのです」


　クロエの言葉には、逆らいがたい重みがあった。


　半はん端ぱな反論など許さぬ、絶対的な口上。


「これまで何度か、入札の儀ぎ式しきも見せてもらいました。ですが、あれが〈アストラル〉のすべてだなんて、私には到とう底てい思えない！」


　言うが早いか、クロエの剣けんが颶ぐ風ふうと化した。


　西洋の剣術は、腕だけで振るのではない。足から腰こし、腰から腕と、筋肉の力を十全に引き出し、さらには剣自体の重量を最大限に生かして、そのベクトル量を持って、立ち塞ふさがる者を叩たたき潰つぶす。


　その凄すさまじさを、いつきは我が身で知った。


　ごお、と烈れつ風ぷうが鼓こ膜まくを叩いた。


　最も早はや、デタラメな回かい避ひなど意味を成さぬ。そう判断した身体からだは、少年の意識を離はなれて、幾いく度どとなく修行した歩法を踏ふんだ。


　跟こん歩ぽという。


　小刻みに継つぎ足を使う五行拳独特の歩法は、確かに相手の剣を眩げん惑わくし──しかし、一撃ごとに、クロエの剣も勢いを増す。


　二撃、三撃、四撃目には旋せん風ぷうと化した。


　いつきの目が追いきれないほどの速度で、少女の身体は嵐あらしとなって回転し、運動エネルギーを増大させながら脳天へとたぎり落ちる。


　すんでで半身になって躱かわし──剣が大地を穿うがった。


（今──？）


　迂う闊かつな考えが頭をよぎり、それが罠わなであったことをすぐにいつきは悟さとる。


　少女が、吼ほえたのだ。





「祓ふつ魔ま式詠えい誦しよう──東風に運び去られて、彼は消えうせ、その住まいから吹き払われる（tollet eum ventus urens et auferet et velut turbo rapiet eum de loco suo）！　アーメンかくあれかし！」





　途と端たん、月光に刻まれた十字の影かげより、奇き怪かいな風が吹ふき荒あれた。


　クロエの剣に答えたかのごとき神秘の風は、少年の身体を捕とらえ、思い切り振ふり回す。あたかも巨きよ人じんのごとき力強さで、いつきを風車よろしくぶん回し、十分な加速をつけて放り投げたのである。


（十字剣の……祓魔式!?）


　かつて聖地への巡じゆん礼れい者しやを守り通したという、修道騎き士しのみに脈々と伝えられた秘法。自らの信しん仰こうを呪じゆ力りよくに伝え、具現化させるそれを、彼らはあえて魔術と呼ばぬ。


　いわく──祓魔式エクソシズム。


　魔を祓う儀式。


　衝しよう撃げきが、全身を叩いた。


　何度となく、地面と激げき突とつする。


　さながら、水面を飛ぶ水切り石のよう。


　最後に錆さび付いたシーソーにぶつかって、背部が圧あつ搾さく。


　いつきの肺から空気が絞しぼり出され、血の臭においを混じらせて、呼吸が停止した。必死の思いで意識をつなぎとめ、気管の動きを再開させるのに、何時間もかかったように思えた。


「どうしました？　妖精眼グラム・サイトを使わないのですか」


　冷ややかな声で、クロエが訊きいた。


　シーソーにもたれかかったまま、いつきは喘あえぎ混じりに訊き返す。


「……何を……知りたいんですか」


　身体を、持ち上げる。


　幸い、骨はやられていなかった。


　これまでの修行が功を奏したのか、クロエが加減してくれたのかは分からない。だけど、精せい一いつ杯ぱいの力を膝ひざに込こめて、顔をあげる。


「今の〈アストラル〉は……今の僕にとって、確かに全力です」


「ええ、それも分かります」


　すんなりと、少女は認めた。


[image: ]


「確かに、今の〈アストラル〉はよく整っています。葛城みかんもオルトヴィーン・グラウツもあの年を考えれば、これ以上ないほどに優すぐれた魔ま法ほう使つかいです。ラピスと黒羽もまだまだ未知数の部分が多く、期待できる逸いつ材ざいでしょう」


　しかし、とクロエは告げる。





「……そんな当たり前のことで、あなたはあの吸血鬼に勝ったというのですか？」





「…………っ」


　いつきが、言葉に詰つまった。


　詰まらざるを、得なかった。


　少女の言いたいことが、いつきにははっきりと伝わったからだ。


「あの吸きゆう血けつ鬼きが、いかにデタラメだったか、私は知っています」


　クロエが言う。


　その剣けん先さきが震ふるえていることに、いつきも気づいた。


　十字剣クルセイダー・ソードを突つきつけた少女の目め尻じりは──まるで追い詰められた少年との立場が逆であるかのように、涙なみだに滲にじんでいたのである。


「私は、初めて恐おそれたのです」


　何かを振り切るようにして、少女が続ける。


「あの吸血鬼を恐れたのです。無力な自分を悔くやしがるより、妹を助けられないことに慟どう哭こくするより、ただひたすらあの吸血鬼が怖こわかったのです」


　それも、当然だろう。


　あれは、怪かい物ぶつだった。


　比ひ喩ゆでなく、嵐や地じ震しんといった災さい厄やくそのものであった。


　いつきが出会った多くの怪かい異いの中でも、人間の姿とカタチを保ったままのバケモノと呼んで相そう違いない存在だった。


「ならば……あなたには何があったのですか。私と何が違ちがったのですか」


　クロエが問う。


　いつきは……こほこほとむせかえりながら、逆に訊いた。


「クロエさんも……ツェツィーリエさんと会ったんですね」


「そうです」


　と、クロエがうなずいた。


「ツェツィーリエさんの……あの暴力を味わったんですね」


「そうです」


　律りち儀ぎにもう一度、少女はうなずいた。


　ふたりの魔法使いの意外な接点を、もはやいつきは驚おどろかなかった。


「半年と少し前のことです。あの吸血鬼に、私が護まもるべき人は奪うばわれました。私の妹も拐かどわかされ、私は無様に敗北したんです。あの吸血鬼に勝つためのあらゆる準備を整えて、なお勝つことがかないませんでした」


「……あの、人に」


　詳くわしく聞こうとは思わない。


　あの吸血鬼が現れた場所ならば、その結果は悲劇と略りやく奪だつ以外にありえないだろう。その場所でこの騎士が敗北したならば、誇ほこりも信念も踏ふみにじられただろう。


「それが、クロエさんがわざわざ〈アストラル〉を担当した理由ですか？」


「そうです」


　三み度たび、少女はうなずいた。


「どうしても、私は知りたかった。──あなたたちが勝てた理由を、知りたかった」


　突きつけられた十字剣は、震えながらも、いつきの額から動かない。


　いつきもまた、その剣から目を離はなさずに言う。


「それは……〈銀の騎き士し団〉が来てからでは……駄だ目めなことなんですか？」


「ジェラール騎士総長は、たとえ表面上どれほど友好的に接しようと、団員があなたに教えを請こうなどという行こう為いは認めないでしょう。それは〈銀の騎士団〉が〈アストラル〉の風下に回る行為だからです」


「…………」


　それも、分からなくはない。


　自尊心プライドの問題だ。


　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと笑う者もいようが、現代で魔法使いを目指す者など、その動機のほとんどは高い自尊心によって成立しているのだ。ここを否定すれば、そもそも魔法使いである意味自体が消え失うせてしまう。


「だから、今しかないんです」


　まるで泣くように、少女が言う。


「どうしても……あなたの勝った理由を知るまで、私は退ひけません」


　すう、と剣がいつきの喉のど元もとを撫なでる。


　恐ろしく冷たい、その感かん触しよく。


　死の感触。


「妖精眼グラム・サイトを使ってください。あなたの本当の『力』を、私に教えてください。──ええ、これほどの醜しゆう態たいを見せて勝手な言葉ですが、そのために私の命が奪われようと悔くいはありません。総長も騎士団に反した私が亡なくなったところで、意に介かいさないはずです」


　真しん摯しで、苦しげな声だった。


　本来、こんな非道を許せる少女ではないのだろう。まして、自分自身が堕だ落らくした行為を働かねばならないとしたら、少女を苛さいなむ苦く悩のうはどれほどか。


　そして、それでも堕おちずにいられぬほど、吸血鬼に敗れた痛手は大きかったのだ。


　ひとりの少女の心を、ひとりの騎士の在り方を、ねじ曲げてしまうほどの圧あつ倒とう的な暴力。


「…………」


　いつきは、少しの間黙だまって──やがて、ぽつりと口を開いた。


「……僕にはもう、あの人を退けた『力』はありません」


「……ない？」


「京都の事件以来、僕の妖精眼グラム・サイトから、当時の『力』は消え失せています。クロエさんが言うように、今はその残ざん滓しでやりくりしているだけです。だから、あなたの望むようにはできません」


「……それを、納なつ得とくしろと？」


　クロエの剣を前に、いつきははっきりと言ったのだ。


「……でも、クロエさんが納得できないなら、別の方法があるかもしれません」


　そう言って──すう、と右目へ手をやったのだ。


　クロエも、感じた。


　けして、それが単なるハッタリではないと。


　右目に手をかけたまま、少年は動かず、少女も動かなかった。


「……見せてください」


　と、少女の喉が震ふるえた。


「代だい償しようは私の身体からだで贖あがないます。どのような結果になろうと悔いはありません。ですから……あなたの本当を見せてください」


　いかなる代償も後こう悔かいしないと、クロエは断言した。


　それこそが、ふたりの間の契約ゲツシユとなったか。


　いつきとクロエ、両者の身内にただならぬ呪じゆ力りよくが凝ぎよう縮しゆくしていく。


「征いきます」


　少女が十字剣クルセイダー・ソードを持ち上げ、


「……ええ」


　少年が、右目を覆おおった指に力を込こめて──





「困ったわね」





　と、別の方向から、声が流れたのだ。


「え──？」


　息を止めたのは、まずいつきであった。


「あれほど、おいそれと使わないよう言ったのに。本当、キミは我が慢まんが足りないわよねえ。まあ若いのだから、我慢が利きかないのは仕方ないのでしょうけど」


　くすくす、と笑い声が混じる。


　悪戯いたずらっぽく、瑞みず々みずしくて張りのある──しかしその奥底に、古い高級ワインのような、熟成した年輪を感じさせる声。


「誰だれだ！」


　次に、クロエが叫さけんだ。


　少女も、覚かく悟ごはしていた。


　こんな理由で伊庭いつきを傷つける以上、〈アストラル〉の魔ま法ほう使つかいに気がつかれれば、当然争いになるものと思っていた。とりわけオルトヴィーンは自分を疑っていたし、彼への対たい抗こう策さくも考えて来ていたのだ。


　だけど、これは知らない声だった。


　まして、これほど集中していながら、自分が接近する気配を察知しそこなうなど──


「あらあら、どうしたの？　こちらのお嬢じようさんは怖こわい顔しちゃって」


　くすくす、くすくすと笑い声は続く。


　その出所が分からない。


　だから、目に頼たよるのをやめた。


　すぐに、耳も諦あきらめる。相手が声による混乱を意図しているなら、不確かな感覚器官に頼るなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。自らの内に周辺世界を構築し、五感ではなく、それを超こえた確信にて相手を直視する。


　それもまた、魔術による洞どう察さつ。


　日本この国では、剣けん禅ぜん一いち如によとも呼ばれる境地。


「──そこぉ！」


　銀の流星が、ひた走る。


　会心の一いち撃げきだという感覚が、クロエにはあった。


　刃はではなく剣の平を使った一撃だが、間ま違ちがいなく相手の骨の二、三本は叩たたき折る──！


　なのに。


　ふわ、と灰色の毛皮がその上を跳はねたのだ。


（毛皮？）


　思った次の瞬しゆん間かん、クロエは相手の正体を悟さとった。





「──ね、猫ねこ!?」





　そう。


　猫であった。


　一いつ匹ぴきの猫が、クロエの渾こん身しんの一撃を躱かわしてのけたのである。


（……馬ば鹿か、な）


　今こそ、クロエの目は、はっきりとその姿をとらえた。


　青みがかった灰色ロシアンブルーの毛皮に、均整のとれた肢し体たい。いかにも高級そうな雰ふん囲い気きの猫なのだが──露ろ骨こつに違い和わ感をもたらすものが、その背中に生えていたのだ。


　しなやかな背中には、小さな羽があったのである。


　羽といっても鳩はとや鷹たかみたいなそれではなく、プラスチックかナイロンのような素材でできた、いかにも人工物っぽい羽だ。


　普ふ通つうのペットならちょっと変わったアクセサリーですむだろう。しかし、これだけ高級そうな猫に安っぽいアクセサリーとなると、一種異様な違和感を醸かもし出しており、さしものクロエも目を疑った。


　しかも。


　クロエの脇わきから、こんな叫びまでもポップアップした。


「せ……先生！」


「──先生？」


　いつきの叫びに、少女騎士が目を剝むく。


「このおかしな猫が……あなたの先生ですって!?」


「あら、ご挨あい拶さつ」


　不満そうな──さきほどと同じ声があがった。


　無論。


　その、羽が生えた猫からだった。


「────っ！」


「確かにあたしは先生だし、その子は不ふ肖しようの弟で子しなのよ。いたぶられると困ってしまうわ」


　したり顔で、猫がうんうんとうなずく。


　目を白黒させたままのクロエの前で、視線も艶なまめかしく、今にも腕うでぐらい組んでしまいそうな表情だった。


「だいたい、本当に物ぶつ騒そうなお嬢さんよねえ。いきなり斬きりかかるのはひどいんじゃないかしら？」


「な、な、な、な……っ」


　言葉に、ならない。


　確かに、使い魔アガシオンと呼ばれる存在はある。


　猫の使い魔まなど、最もポピュラーなものと言えよう。呪じゆ力りよくとの親和性が高い動物として、魔法使いに古代より親しまれていたのが猫なのだ。古代エジプトのバステト女め神がみにせよ、怪かい談だんの猫ねこ又またにせよ、神秘に関かかわる猫は枚挙にいとまがない。


　しかし、それを考えてなお、この羽猫は異常だった。


　仮に、遠えん隔かく地ちから魔法使いが喋しやべらせているのだとして、あまりにも発声がスムーズすぎる。よほどの魔法使いでも、もともと人間としての声帯を持たぬ猫に喋らせるのは、至難の業わざのはずだった。


　まして、この猫は、発声と同時に人間のような仕草までも行いつつ──たとえ想定が人間大の生物だったとはいえ──自分クロエ・ラドクリフの一撃を回かい避ひするほどの敏びん捷しよう性を保持していた。


　このときクロエは知らぬことであったが、かつて猫屋敷がその愛あい猫びよう・白虎に遠隔会話させるのでさえ、これほどスムーズに行くものではなかった。


「あなたは……何者ですか？　いいえ、いつき様。これはどういうことなんですか？」


　戦おののきをこらえ、羽猫といつきを交こう互ごに見ながら、クロエが問う。


　対して、いつきは、ついさきほどまでの堂々とした態度はどこへやら、おどおどと瞬まばたきしつつ、こう言ったのだ。


「み、みんなには秘密にしてもらえるかな？」


「どういうことです？」


「そのまあ……色々とあって……」


　もごもごと、語ご尾びも不ふ明めい瞭りような言い訳。


　はあ、と羽猫がため息をつく。


　やっぱり、異様に人間くさい仕草であった。


「変わってないわねえキミ。あたしのとこで修行して、少しはマシになったかと思ったけど、肝かん心じんなとこではそのまんまなんだから」


「……は、はい」


　しょんぼりと、いつきがうなだれる。


「…………」


　クロエも、毒気を抜ぬかれたように立ちつくしていた。


　一体、これは何なのだろう。


　死も厭いとわぬ覚かく悟ごで、騎士としてあるまじき、恥はずべき行こう為いに打って出たというのに──どうしてこんな、のんびりとした風景に取り込まれているのだろう。


（この国のことわざだと……確か、そよ風に耳をつままれたとか言うのでしたか？）


　微び妙みように間ま違ちがえた記き憶おくを辿たどっていると、猫の方が顎あごをしゃくった。


「この際だから、話せることは話したら？」


　と、水を向けたのだ。


「少し状じよう況きようが変わっちゃったけど、遅おそかれ早かれ、こんな目に遭あうのはだいたい予想してたでしょ？」


「……は、はあ。……えとその、そんなわけなんで……ちょっとの間でいいですから、剣けんで追いかけ回すの中止してもらえます？」


　またなんとも申し訳なさそうに、いつきが情けない顔で口にする。


　クロエも、ため息をついた。


　調子が狂くるった、どころの話ではない。


　こんな状況で、今いま更さら剣を振ふるうつもりになると思っているのだろうか。


　まして今のいつきは、まるで魔術結社の首領らしくなかった。ここまでの経けい緯いや入札では辣らつ腕わんを振るっていたはずの少年なのに、今はごく普ふ通つうの──この国の学校であればどこにでもいそうな、そんな相手に見える。


　だけど。


　なぜか、今初めて伊庭いつきという人物に触ふれた──そういう気もしたのだった。


「いいでしょう」


　と、クロエは剣を回した。


　銀の十字剣クルセイダー・ソードが鮮あざやかに鞘さやへと納まり、澄すんだ音を立てた。


「話ぐらい聞きます。さきほどの続きを行うかどうかは、その上で考えさせていただきます。構わないですね？」


「ああ、は、はい。それでいいです！　大だい丈じよう夫ぶです！　ありがとうございます！」


　ぺこぺこと頭を下げて、少年がお礼を言う。


　その様子も、なんだか森のリスとか、小動物っぽい。


　クロエは形のよい眉まゆを八の字にしながら、少年を促うながした。


「で、何を聞かせてくれるつもりなんですか」


「ええと……」


　少し悩なやんでから、いつきは顎のあたりを押さえる。


　しばし、闇やみ夜よの公園に、静せい寂じやくの時間が訪おとずれた。


「…………」


「…………」


「…………」


「…………」


　すぐ、我が慢まんの緒おが切れた。


「何ですか一体！　何を黙だまり込んでるんです！」


　思わず、鞘を握にぎる手に力が入る。


　もとより我慢強い方ではない。真面目まじめな言こと葉ば遣づかいから忍にん耐たい力のある性格と思われがちなのだが、実際のクロエは真面目一点張りなだけで、嫌きらいな相手や発言にはまったく耐たい性せいのないタイプであった。


　映画やドラマでさえ、そうした人間が出てくると──ちょっと思い出したくない形で怒いかりを表現してしまい、妹のアンネにしょっちゅうからかわれていたものだ。


「……ま、待って！　その、どこから話すか考えてて。一番最初に思いついたのが、ちょっとふざけてるように思われそうな話だったから！」


「何でもいいから早く言ってください！」


「は、はい！」


　それでもやや躊ちゆう躇ちよしてから、少年は遠えん慮りよ深げに訊きいた。


「笑わないで、聞いてもらえます？」


「それが真剣な言葉なら、私が他人を笑うことなどありえません」


　クロエが胸を張る。


「でしたら……」


　こほん、と咳せき払ばらいしてから。


　ごくごく真面目な顔で、伊庭いつきはこんな馬ば鹿かげたことを問うたのであった。





「クロエさんは──魔ま法ほう使つかいが、まっとうに幸せになれると思いますか？」
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　　　　１




　──時は流れる。




世界にとってはよどみなく、個人にとっては徐じよ々じよに速度を増して。







　少なくとも〈アストラル〉の人間にとって、その一週間は瞬またたく間であった。


　一週間後。


　うららかな休日の、昼下がり。


　洋館の上空で、春の陽光ひかりがつかのま翳かげったのである。


　低く鈍にぶい音とともに、高度を下げてきた〈協会〉の飛行船が、〈アストラル〉の事務所へとその梯はし子ごを降ろしたのであった。





　　　　＊





　いつきたちが飛行船のゴンドラにのぼると、すぐ人ひと影かげが見つかった。


　リフト近くに、〈アストラル〉を担当する〈協会〉の魔法使いがたたずんでいたのだ。


　今はいつもの服装ではなく、肩かたから背中を独特の刺し繡しゆうがほどこされたマントで覆おおい、革かわ紐ひもで封ふう印いんした十字剣クルセイダー・ソードを右手に携たずさえていた。


　彼女にとっての正装、ということなのだろう。


　いつきが、その少女に向かって声をかけた。


「クロエさん」


「……いつき様」


　一いつ瞬しゆん、クロエの瞳ひとみが揺ゆれる。


　ともに、そこで言葉に詰つまった。


　まるで、突とつ如じよとして石像と化したかのように、少年と少女は微び妙みように視線をそらしたままで、どちらも口火を切ろうとはしなかった。


　それを見とがめて、オルトヴィーンが眉まゆをひそめる。


「なんだ？　ふたりとも変な顔して」


　ちなみに、今のオルトヴィーンは真しん紅くのコートに耳当て付きの帽ぼう子しと手て袋ぶくろをした、以前通りの服装だった。当たり前だが、学校でもないのに制服である必要はあるまい。


「あ、いや」


「い……いえ」


　いつきに並んで、クロエも一応うなずいたが、面おも持もちは硬かたい。


　それも、無理はあるまい。


　今回、ゴンドラで待っている魔ま術じゆつ結社を考えれば、女騎士クロエが顔を合わせにくいのは当然のことと言えた。


「ええっと……相手の方は？」


　それを察してか、黒羽の方から促うながすと、少女騎き士しは慌あわてて踵きびすを返した。


「こちらです」


　前に出て、応接室へと招く。


　何度か、いつきも通された場所だった。


　この飛行船──〈協会〉の極東支部の会合場所として使われている空間。通されたのと同じ回数だけ、いつきに厳しい選せん択たくや決断を迫せまった場所。


　今、その応接室には、三人の西洋人が座っていた。


　白い髭ひげの老人と、それを挟はさむようにして、双ふた子ごらしきうりふたつの青年騎士。


〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉それぞれが、首領と側近を会合へ連れてきたのである。


　無論、〈アストラル〉の場合、首領はいつき。


　側近として、オルトヴィーンと黒羽を選んだ案配だった。こちらもまた、年ねん齢れい的に幼いみかんやラピスを連れてくるのは難しいため、順当な配役と言えるだろう。


　揃そろった少年と少女を前に、ふわりと老人が微び笑しようした。


「──初めまして。あなたが、〈アストラル〉の伊庭イツキですね？」


　持っていた杖つえを床ゆかについて、ゆっくりと立ち上がる。


　白い髭に、三つ揃いのブラウンスーツがよく似合う老人であった。


　だが、七十過ぎという年齢から想像できるような衰おとろえは、まったく見受けられなかった。


　一応杖をついてはいるものの、姿勢も足運びも矍かく鑠しやくとしたもので、むしろ筋肉質とすらいってよい。たくましい肉体は、若かりし頃ころより相当に鍛きたえ抜ぬかれたものだと、一目で理解できた。


「〈銀の騎士団〉騎士総長、ジェラール・ド・モレーと申します」


　流りゆう暢ちような日本語で、老人は胸へ拳こぶしをおいた。


　古式の騎士の礼法であると、いつきも知っていた。


　しかし、クロエやほかの騎士と比べても、老人の堂々とした動作は格段に力強い。


　見た者が、気け圧おされるほどに。


　もとより礼法とは、単に小こ綺ぎ麗れいな所作やテーブルマナーにとどまらない。それは、相手との交こう渉しようを有利に運ぶための、一連の技術の別名でもあるのだ。まして騎士ともなれば、その礼法に威い圧あつや威い嚇かくが含ふくまれることは当然の道理だった。


　数百年を閲けみする重みに精神こころを圧されながら、いつきもすっと頭を下げた。


「……伊庭、いつきです」


「お若く、ご健勝のようで何より。ご活かつ躍やくの噂うわさは私の結社にも届いておりますよ。このたびも日本へ招いていただいて感謝しております」


　にこやかな笑えみを湛たたえつつ、老人はさりげなくいつきの隣となりのソファを示した。


　座れ、ということだ。


　よどみない流れで、場の主導権を握にぎろうとしている。


　この場は抗あらがわず、いつきが腰こし掛かけると、老人もソファに座り話の続きを始めた。


「以前にも、渉外の従士がお話しさせていただいたかと思いますが」


「……ええ」


　覚えている。


　あれは、昨年の夏祭りのときだった。


　いつきに直接、交渉してきた魔術結社があったのだ。


〈銀の騎士団〉。


　あのときも、〈銀の騎士団〉の魔法使いは、〈アストラル〉との提てい携けいを望んで、この極東の地まで訪おとずれたのであった。


「今度こそ、良き会談となるようで、私も期待しております。差し出がましいですが、このようなものも準備させていただきました」


　そう言って、老人の皺しわ深い手が、ある羊皮紙を差し出した。


「……これは？」


　いつきが、眉み間けんに皺を寄せる。


　古めかしい羊皮紙の表面には、何人もの手になるサインがなされていた。


　それが単なる署名ではなく、ある種の呪じゆ力りよくを込こめられた呪物フエテイシユなのだと、いつきには理解できた。


「契けい約やく書しよ──この国の言い方ですと、連判状と言ってもよろしい」


　ゆっくりと、老人が首を縦に振ふる。


「連判状？」


「ええ。いつき様は、〈螺旋なる蛇オピオン〉を覚えてますね？」


「────っ」


　一いつ瞬しゆん、いつきの呼吸が止まった。


　そこへ畳たたみかけるように、老人は言葉を紡つむいだのだ。


「我が〈銀の騎士団〉をはじめとして、かの野や蛮ばんな魔ま法ほう使つかいどもに義ぎ憤ふんを覚える者は多いのです。この契約書に連なった結社の名は、それらの首領の手になるもの。僭せん越えつながら、この私の名で集めさせていただきました」


　この場にアディリシアがいれば、ああ、と呻うめいたろうか。


　まさしく、彼女が予期したように、〈銀の騎士団〉は〈螺旋なる蛇オピオン〉に対する大義名分として、〈アストラル〉の存在を欲ほつしていたのである。


　羊皮紙を片手に、顔をうつむけたまま、いつきが訊きく。


「僕らに……どうしろというんです？」


「ええ」


　よくぞ聞いてくれたとばかりに、老人は細い首で大きくうなずいた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉と戦うための、あなたには旗頭となっていただきたい」


「……〈螺旋なる蛇オピオン〉と戦う、旗頭？」


「それだけの理由が、あなたにはあるはずです」


　老人は、ゆっくりと言う。


　嚙かんで含めるかのような、自らの胸にも言い聞かせるような言葉。


「〈協会〉に在する中でも、〈アストラル〉ほど数多く〈螺旋なる蛇オピオン〉と戦ってきた結社はありません。〈螺旋なる蛇オピオン〉の存在が明らかとなる以前から、ずっと争っていたのでしょう？　私が聞いている限りでも、二年前の夏以来、何度となくぶつかってらっしゃる。スパイとして潜もぐり込んでいた〈ゲーティア〉の反乱分子の撃げき退たい、間接的ではありますが葛城家の鬼おにの事件、そして去年には吸きゆう血けつ鬼きの襲しゆう来らい、ロンドンで〈協会〉を交えての戦い……そして京都での激げき突とつ。どれひとつとっても、驚きよう愕がく抜きには語れません。失礼ながら、けして大きいとは呼べぬ規模の結社で、よくぞこれほどと感かん嘆たんすら覚えます。騎士の我が身からすれば、とうに衰おとろえた血がたぎってしまうほどに」


　ひとつひとつ、〈アストラル〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の関かかわりを、老人は開かい陳ちんしていく。


　表おもて沙ざ汰たにしていないはずの事件まで並べたのは、〈銀の騎き士し団〉の情報収集力を示すためでもあったろうか。それでいて、感激に打ち震ふるえる老人の姿からは、偽いつわりひとつ透すけてこないのだった。


　興奮を払はらうようにかぶりを振ってから、老人は言葉を継ついだ。


「それに……私どもと協力していただけるなら、あなた方を悩なやませている憂ゆう慮りよの原因も解決できるやもしれません」


「僕らの……悩み？」


　優やさしい笑みを浮うかべたまま、老人がうなずく。


「失礼ですが、〈アストラル〉は有力な団員である穂波・高瀬・アンブラーに、猫屋敷蓮を無期限で〈協会〉に派は遣けんされている──と言えば聞こえは良いですが、事実上の人ひと質じちに取られている状態ですね」


「…………」


　いつきは、すぐには答えなかった。


「それが、どうかしましたか」


「でしたら、我々は取り返せるかもしれません」


　朗ほがらかに、騎士総長は笑ったのであった。


「……え……」


　息を飲んだのは、背後の黒羽だ。


　ここまでいつきと騎士総長のやりとりを黙だまって見ていた幽ゆう霊れいの少女も、今の言葉だけは聞き流せなかったのだ。


　満足げに、老人はうなずいた。


「我が〈銀の騎士団〉は〈協会〉でも古い結社ですからね。あのふたりを解放する程度の強権でしたら、まだまだ行使できる地じ盤ばんを残しております。少なくとも、この老骨はそう自負しておりますよ」


　柔やわらかな笑えみだった。


　どんな重いものも背負ってしまいそうな、包容力に満ちた笑顔。


　信じるなら、このような笑みを湛たたえた者にすべきだろう。そんな風に思わずにいられぬ、落ち着きと頼たのもしさを兼かね備えた表情だった。


「無論、この程度のことを貸しなどとは申しません。提てい携けいするにあたっての、こちらからの好意だと思ってくだされば結構です」


「それはつまり──提携しないなら、逆の強権も働かせられるぞ、ということですか」


　いつきの言葉に、今度は黒羽とオルトヴィーンが振り向いた。


　それだけ過激な発言だったが、老人は困ったように微び笑しようしたきりであった。


「どのように取られるかは、人によるかと」


　優しく、しかし厳おごそかな声で、ジェラールは言う。


　いつきの言葉を否定せず、直接肯こう定ていもしない。相手の想像に任せるやり方だ。欧おう州しゆうの魔ま術じゆつ結社では、いつもそんなやりとりが交かわされていたものか。


「…………」


「いかがです？」


　再び、ジェラールが問う。


　しばらく、少年は反応しなかった。


　老人もせかすことはなかった。


　待つことには慣れていると言うかのように、〈銀の騎士団〉の騎士総長はテーブルの紅茶を軽く含ふくみ、ソファに身を埋うずめた。正しく準備を整えれば、後は時間の流れこそがすべてを解決すると、老人はその人生経験によって知り尽つくしているようでもあった。


「──ジェラールさん」


　やがて、返事があった。


　見とがめられぬように、老人はこっそりとにやついた。


　そのときだった。


　おもむろに立ち上がったいつきが、懐ふところから何かを取り出し、思い切りぶん投げたのだ。





　騎士総長の肩かたで、ぱしん、と乾かわいた音が鳴った。





　いつき以外の誰だれも、その正体が分からなかった。


　確かにそれが何かは見えていたのだが──その意味を理解するのには、たっぷり十秒近くかかったのだ。


　老人に従った双ふた子ごの騎士も、黒羽もオルトヴィーンも、〈協会〉の担当として静かに佇たたずんでいたクロエさえも、目を大きく見開いて、床ゆかに落ちた物体を見つめていた。


　それとは──白い手て袋ぶくろだった。


　手袋を相手に投げつけるという、古典小説か映画の場面を、何人が思い出したろう。


「そ、れは……」


　さすがに掠かすれた老人の声に、


「は、はい」


　と、緊きん張ちようしたうなずきが応こたえた。


　手袋を投げつけたいつきが、震ふるえをこらえながら、きっと顔をあげたのだ。





「ぼ、僕は……いいえ、〈アストラル〉は……〈銀の騎士団〉へ魔術決闘フエーデを申し入れます」





　魔術決闘フエーデ。


〈協会〉に属する魔法使いなら、知らぬ者はいまい。


　魔法使いの二者間でどうしても主張が相あい容いれないとき、一定条件に定められた魔術の対決によって、その勝者を決定するというしきたり。


　同時に、昨今ではほとんど形けい骸がい化したしきたりであった。


　老人は──しばらく顔をあげなかった。


「……失礼ですが、本気でいらっしゃいますか？」


　まるで、地じ獄ごくからこぼれたような声こわ音ねであった。


　先までの柔にゆう和わな表情と裏腹に、不ふ吉きつに震える老人の両肩を、灼しやく熱ねつの感情が支えていた。


　感情の名を、怒いかりと呼ぶのであった。


「我らに……〈銀の騎き士し団〉に……極東の一結社が魔術決闘フエーデを申し入れるですと……？　到とう底てい……正気とは思えぬ所業ですが」


「正気ですし、本気です」


　はっきりと、揺ゆるぎなくいつきは答える。


「どうですか？　〈銀の騎士団〉は、〈アストラル〉の挑ちよう戦せんを無視しますか？」


「…………」


　今度は、老人が押し黙だまる番だった。


　こちらの沈ちん黙もくは数秒ほどで終わり、


「……どこで、入れ知ぢ恵えされました？」


　老人が歯ぎしりする。


　総入れ歯になっていてもおかしくない年ねん齢れいなのに、まるで万力をこすり合わせるような不気味な音が飛行船の客室に響ひびいたのだ。


「もともと……魔術決闘フエーデは、我が〈銀の騎士団〉から派生して、〈協会〉が倣ならうようになったしきたりです。修道騎士とはいえ騎士である以上、決けつ闘とうを申し込まれて拒きよ絶ぜつする資格など持ち合わせておりません」


「でしたら、今ここで魔術決闘フエーデの条件を決定しましょう。幸い、ここには〈協会〉の方もいらっしゃいますし、申しん請せい手続きも取れますよね？」


　ちら、といつきが応接室の壁かべ近くを見やった。


　そこには、愕がく然ぜんとしたままのクロエが立っていたのだ。


　少年の視線に気がついて、クロエははっと瞬まばたきした。


「え？　あ……は、はい。もちろん〈協会〉としては、この場で魔術決闘フエーデの申請を受理できます……が」


　胸に手をおき、老人と少年を交こう互ごに見やりながら、首しゆ肯こうする。


　老人はますます目を険しくしたが、今のクロエの立場が〈協会〉に属する以上、この発言はいかんともしがたかった。


　そして、


「じゃあ、魔術決闘フエーデの各種条件を設定しましょう」


　茫ぼう然ぜんとした周囲をそっちのけのまま、伊庭いつきは議題を進行してのけたのである。


「まず、〈アストラル〉側の主張としては──」





　　　　２




「──て、めえ！　一体何考えてんだ、この馬鹿（Dummkopf）！　糞ったれ（Scheisse）！」





　その叫さけびは、気き囊のうも含ふくめた飛行船全体へ響き渡わたるほどだった。


　応接室から少し離はなれた、客室のひとつである。


　大型飛行船だけに、部屋の数はそれなりに多い。〈協会〉支部を兼かねていることも考えれば、この程度の広さと部屋の数は必要不可欠なのだろう。実際のところ、この規模の気囊でまかなえるよりもゴンドラは大きく造られており、そのあたりは四大元素による魔ま術じゆつで誤魔化しているらしい。


　科学技術に魔術を折り込むという──元来相反する技術の融ゆう合ごうは、その難度や必要資金から〈協会〉だけが成しうる秘法であった。


「何をしても驚おどろくな、とは言われてたけどな！　いくらなんでもいきなり魔術決闘フエーデはねえだろうが！　いつのまにそんなすっとぼけたこと覚えたんだ！」


「うわあ、ごめん！　許して！　あいた！　あいたたたたたたたた！」


「だ、駄だ目めですよオルトヴィーンさん！　いつきくんの頭が割れちゃいます！」


　慌あわてて、黒羽が割って入る。


　オルトヴィーンのアイアンクローが、がっしりいつきの顔面に極きまっていたのである。


　身体からだこそ小さいものの、オルトヴィーンの腕わん力りよくはヴァイキング譲ゆずりの代しろ物ものだ。テレビのＣＭみたいにリンゴを握にぎり潰つぶすところも、黒羽は見たことがある。


「……ふん」


　すかすかと自分を通過する霊エーテル体の手を、冷たい目で見やってから、


「まあ……許してやる」


　と、オルトヴィーンは手を離した。


　ごろごろと音を立てて、いつきが転がる。


「……ゆ、許してやるも何も、もう完全に事後だよこれ」


　頭を押さえて呻うめいた少年だが、オルトヴィーンは軽く鼻を鳴らしたきりだった。


「それぐらいは、当然どころか甘すぎるぐらいだ。自分が何をしたか、分かってるのか？」


「あ、まあ、それは……分かってるけど」


「……分かってるなら、申し訳なさそうにしとけ馬鹿（Dummkopf）」


　しょぼんとうなだれたいつきに、オルトヴィーンが唇くちびるを歪ゆがめる。


　それから、


「まあ……正直、少しだけ面おも白しろかったけどな」


　と、付け足したのだ。


「え？」


「なんでも自分たちの思い通りになると思ってる奴やつらに吠ほえ面づらをかかせるほど、世の中に面白いことはないだろうが」


　こんなことを当然のごとく言うのである。


　なんとも愉たのしそうに糸切り歯を剝むき出しにした顔は、まさしく肉にく食しよく獣じゆうのようであった。


「……は、はは。それなら……良かった」


　乾かわいた声で、いつきも笑うしかなかった。


　時々、この少年魔法使いの表情は、極きわめて師し匠しようの吸きゆう血けつ鬼きに似るのだが、そんなことを口にするわけにもいくまい。


「……でも、本当に驚いたんですからね」


　と、黒羽も唇を尖とがらせた。


「それは〈銀の騎き士し団〉と業務提てい携けいすると聞いたときも驚きましたけど、わざわざ呼びつけておいて魔術決闘フエーデを申し込むなんて、想像もしませんでした」


「は、はい」


　ますます、いつきの首が縮こまる。


　そうする様子は、まるで亀かめの頭が甲こう羅らに引っ込んでいくかのようだ。黒羽は黒羽で、滅めつ多たに怒おこらない分だけ、たまに爆ばく発はつしたときはなおさら恐おそろしいと、少年は身にしみて知っているのである。


　はあ、と幽ゆう霊れい少女はため息をついた。


「うん、反省はしてるみたいですし、あたしも許してあげます」


「あ……ありがと」


「で、それはそれとして、魔術決闘フエーデの条件は、本当にあれで良かったのか？」


　オルトヴィーンが訊きく。


　騎士総長といつきとの間で、締てい結けつされた条件はこうだった。





・魔術決闘フエーデの期間は、この応接室を出てから三日間。


・勝利条件は、どちらかが魔ま術じゆつ戦せん闘とうにて、相手の首領を確保すること。


・ただし、魔術戦闘を仕し掛かける側は、必ず自分の側の首領を伴ともなうこと。


・〈銀の騎士団〉が勝利した場合、〈アストラル〉は無条件でかの結社の計画を手伝う。


・〈アストラル〉が勝利した場合、〈銀の騎士団〉は求められた情報をすべて開かい陳ちんする。





　以上の、五つ。


　魔術決闘フエーデとしては相当シンプルな部類だったが、オルトヴィーンが興味を示したのは、最後の条件だった。


「情報の開陳……ね」


　と、呟つぶやく。


「わざわざそんな賞品を要求するってことは、何を訊きたいかは決まってるわけだよな」


「一応……それなりには」


　おどおどといつきが肯こう定ていすると、オルトヴィーンは片目を細めた。


「じゃあ、そのへんも含ふくめて、事情は後でゆっくり聞かせてもらう。その上で、今回のことは絶対埋うめ合わせさせるから覚えてろよ」


「は、は、はい！」


　軍隊よろしく、びしっと敬礼するいつきである。


　普ふ段だんのオルトヴィーンの、薫くん陶とうよろしくと言えないこともない。……どちらが上司か分からないのは玉に瑕きずだが。


　しばらく苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしてから、オルトヴィーンはがりがりと帽ぼう子しの上から頭を搔かいた。


「で……もう魔術決闘フエーデは始まってるわけだよな」


「う……うん」


「お前、今『眼め』を使えるか？」


「え？　大だい丈じよう夫ぶだと思うけど？」


「だったら、今の内に〈銀の騎士団〉の呪じゆ力りよくを見ておけば、最低限の戦力把は握あくになるだろ。幸い、あっちも期限の三日ぐらいじゃ本国から援えん軍ぐんを呼んでくるのも間に合わないだろうし」


　実に意地悪い笑えみを浮うかべて、くいくいと扉とびらの方を親指で示して見せたのだ。


「……わ、分かった」


　いつきもうなずいて、右目へ手をやる。


　手のひらにこぼれたのは、小さな玻璃の欠片コンタクトレンズ。


　内側から滴したたるのは、淡あわい淡いアカイロの光。


　すなわち──妖精眼グラム・サイト。


　呪力を直接見極めるアカイロの魔眼は、何度か瞬まばたきして、自室の扉の方へ向きを変える。


　刹せつ那な、


「──伏ふせて！」


　と、叫さけんだのだ。


「呪力が、集まってる！　今来る！」


　言いながらいつき自身も飛び退のいたのと、凄せい絶ぜつな魔術が部屋を荒あれ狂くるったのは、どちらが早かったか。


　それは、雷らい鳴めいであった。


　それは、聖なる怒いかりの顕けん現げんであった。


　ごっ、と扉が弾はじけ、バックファイアのごとく噴ふき上がった。


　大樹を一いつ瞬しゆんで灼やき滅ほろぼすほどのエネルギーが、部屋中に破は壊かいの渦うずを巻き起こす。その威い力りよくたるやたちまちゴンドラの壁かべを破り、余よ剰じよう呪力を飛行船の向こうへと解き放った。たかが人間ごときは、掠かすめただけでも塵ちりとせしめるはずであった。





　[image: ]という文字が、空中に浮いてなければ。





　アルギズ、という。


　すなわち、保護を象しよう徴ちようするルーン文字。


　魔術の炸さく裂れつする寸前、オルトヴィーンの放った小石が、ルーン文字の結界によっていつきたちを護まもったのである。


「……糞、ったれ（Scheisse）」


　濛もう々もうたる粉ふん塵じんの中で、オルトヴィーンが悪態をつく。


「どこが騎き士しだ！　不意打ちにもほどがあるだろうが！　あいつら、〈協会〉の飛行船ぐらい少々壊こわしても構わないっつう腹か！」


　強権を駆く使しして、その程度の破壊は黙だまらせるつもりだろう。


　欧おう州しゆうの支部ならともかく、極東支部のひとつぐらいならさしたる問題にはなるまい。それでも〈協会〉幹部の不満は免まぬかれまいが、かの騎士総長は、〈アストラル〉を潰すためなら、その程度の犠ぎ牲せいはやむをえないと割り切ったのだろう。


（……たかが、数分でか？）


　その思い切りに、オルトヴィーンは戦せん慄りつする。


〈アストラル〉の経歴を知ち悉しつしていたとはいえ、たかが極東の魔ま術じゆつ結社と侮あなどっていたはずの騎士総長が、たった数分で形なり振ふりかまわぬ手段に打って出る矛む盾じゆん。


　いや。


　矛盾ではない。


　自らが魔術決闘フエーデの由来だと言い切った、あの台詞せりふは伊達だてではないのだ。


　必要なら体てい裁さいも自尊心プライドも打ち捨てられるという、それだけのこと。でなければ、ひとつの結社が千年近くも〈協会〉の重じゆう鎮ちんとして収まっていられるわけがあろうか。


　しかも、この魔術の破壊力。





「──主は御力をもって海を制し、英知をもってラハブを打たれた（in fortitudine illius repente maria congregata sunt et prudentia eius percussit superbum）」





　たちこめた粉塵の向こうで、老人の従えていた双ふた子ごの騎士が新たな魔術を紡つむいでいるのを、オルトヴィーンは感じた。


　ふたりによる斉せい唱しようであった。


　もとより、聖歌は複数で歌われることを意識したものだ。


　すなわち斉唱による詩しい歌かの魔術は、互たがいの呼吸が完かん璧ぺきに合っているという条件付きで、単独の魔術を大きく凌りよう駕がする。いかなオルトヴィーンのルーン魔術とはいえ、二度も支えきるほどの『力』はあるや否いなや。


（まずい……か？）


　天てん秤びんにかけて、オルトヴィーンが歯がみした。


　今の不意打ちで、少年の呪力は相当削そがれてしまっている。


　さすがに、実戦慣れしたやり方だった。


　不意打ちなどは騎士の得意な戦術に思えないが、ほとんどが異教徒である極東の魔術結社ごとき、もとより正々堂々と渡わたり合う相手にすらなりえまい。騎士の礼とはあくまで同じ神を崇あがめる者だけに捧ささげられるものだ。


（……だけど）


　だが、逃にげるような手段の持ち合わせなど──


　──逡しゆん巡じゆんは、一瞬。


　しかし、決断したのは双子の騎士でもオルトヴィーンでもなかった。


　いつきが、自らの社員の手を引っ張ったのだ。


「──お、前!?」


「黒羽さん！　サポートを！」


　小こ柄がらなオルトヴィーンの身体からだを無理矢理に引きずって、少年が叫さけんだ。


　そのままふたりとも、さきほどの魔術でゴンドラに開いた穴へと飛び込んだのだ。


　無論、そこに逃げるべき足場などない。


　高度数千メートルの飛行船から、ただ落下するだけだ。


　眼前に広がるのは、豆まめ粒つぶほどに小さくなったビルと、鉛えん筆ぴつの線ぐらいにしか思えない国道。そして凄すさまじい落下感。


「う、わああああああああああ！」


　自分で飛び降りながら、いつきが悲鳴をあげる。


「──馬鹿（Dummkopf）！　落ちてどうする！」


　ちぎれそうにばたつく耳当てつきの帽ぼう子しを押さえ、オルトヴィーンも歯ぎしりする。


　少年魔法使いの絶ぜつ叫きようもむべなるかな。


　黒羽の騒霊現象ポルターガイストなら、三人とも支えることは可能だ。


　しかし、それぞれが自由に飛べるわけではないのである。


　オルトヴィーンも飛行魔術が使えるのだが、それなりの準備が必要となる。穂波の箒ほうきやアディリシアの魔神は、彼らが卓たく越えつした魔法使いである証あかしにほかならぬ。


　さらに、黒羽の騒霊現象ポルターガイストはほとんど生のままの呪じゆ力りよくを行使しているものだから、極きわめて動きを読みやすく、解呪デイスペルされやすいのだ。


　この状じよう況きようは、まな板の上の鯉こいも同然。


〈銀の騎士団〉からすればいくらでも狙ねらい撃うちできる最悪のパターン。


（──来る！）


　ぞくり、と背筋に悪お寒かんが走るのを感じた。


　先の魔術が、完成する。


　逃げ出したいつきたちを狙そ撃げきするためか、さきほどよりはゆっくりと、しかし念入りに。





「──だが、これらは主の道のほんの一端。主についてわたしたちの聞きえることは、なんと僅かなことか。その雷鳴の力強さを誰が悟りえよう（ecce haec ex parte dicta sunt viarum eius et cum vix parvam stillam sermonis eius audierimus quis poterit tonitruum magnitudinis illius intueri）」





　飛行船のゴンドラから、十字の影かげが空へと伸のびた。


　それは、偉大なる『力』が現実アツシヤー界へと影えい響きようをもたらすしるし。


　語られるは、ヨブ記にある、主の力を賛美する一節。


　すなわち、先にも倍する雷らい撃げき。


「っ──」


　オルトヴィーンが懐ふところの小石を取り出すよりも早く──


　聖雷が、虚こ空くうより一いつ閃せん。


　その刹せつ那な、





「──はらいたまい、きよめたまう！」





　祝詞のりとが、響ひびき渡った。


　効果は、目覚ましかった。


　術者に害なすすべてを屠ほふるはずの雷撃は、まるで不可視の傘かさに遮さえぎられたかのごとく、千々に散さん華げしたのである。


　もちろん、この期ごに及およんでそんな助けを飛ばす者がほかにいるはずもない。


「お兄ちゃん社長！」


「いつき。ラピス、言いつけ通り待ってたぞ」


「……みかんちゃん！　ラピス！」


　いつきが顔を輝かがやかせ、オルトヴィーンが啞あ然ぜんと目を見開いた。


〈協会〉の飛行船を挟はさんで、いつきたちのちょうど反対側に、別の影が浮ふ遊ゆうしていたのだ。


　背中に真しん紅くの翼つばさを生やしたラピスが、みかんを抱だいていたのである。


　半霊エーテル体の翼を生やす呪物フエテイシユを、ライモンドゥス・ルルスの秘薬と知ってはいる。しかし、それを知っていても、今この時点でふたりがやってくるのは驚きよう愕がく以外の何物でもなかった。


「なんで……お前ら……」


　絶句したオルトヴィーンへ、いつきがすまなそうに言う。


「あはは……実はふたりとも、このために待ってもらってたんだ」


「全部計画犯か、てめえ！　そういやあの手て袋ぶくろも会談の前から用意してたな！　なんで、空中戦になるのまで見み越こしてるんだ！」


「ええとその、〈協会〉の飛行船での会談だと、む、昔似たような経験があって……ひょっとしたら、同じやり方でうまくいくかなって。空中戦にならなくても、直接ゴンドラへ入ってきてもらえばいいわけだし」


　ごにょごにょと、いつきが言い訳する。


　そうしながら、思い出す。


　二年前。


　あのときは、立場が逆だった。


　錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクス・トロイデに魔術決闘フエーデを無理矢理ねじこまれ、その使い魔まとして逃にげ出したラピスを、穂波とともに追うこととなったのだ。


　ああ──覚えている。


　ライモンドゥス・ルルスの秘薬によって翼を形成したラピスと、魔女の箒ほうきをもって追いかけた穂波の、凄せい絶ぜつな空中戦ドツグ・フアイト。


　眼帯を取り、豹ひよう変へんしていた時のいつきは平気だったが、思い出しただけで何度肝きもを冷やしたことか。


　あの恐きよう怖ふだって、けして忘れてはいない。


　だけど。


　その経験が、今糧かてとなるのなら──


「…………」


「お、オルトくん？」


　少年の傍かたわらで、騒霊現象ポルターガイストに支えられていたオルトヴィーンは、しばらく黙だまってからぽつりと呟つぶやいた。


「どんどん勝手になるなお前」


「うあ……やっぱり……まずかった？」


「ふん、飼い主がまともになるのを喜ばないヤツがいるか」


「え？　あ、うんその、ええっと……ひょっとして、褒ほめられた、のかな？」


「うるさい。黙れ。口を開くな。舌引っこ抜ぬくぞ」


　殺気混じりに悪態をついて、ぐんとその手が振ふられた。


　振り返りざま、オルトヴィーンの右手が新たな石を放ったのだ。





「汝なんじは秘密！　汝は賭と博ばく！　汝は神のかざす壺つぼ──されば我らを覆おおい隠かくせ、ペルス！」





　投げつけられた小石が、ひとつのルーン文字を輝かせる。


　[image: ]


　そのルーン文字の意味は、秘密。


　オルトヴィーンの統制のもと、周辺に集つどった呪じゆ力りよくが、たちまち猛もう烈れつな霧きりを生んだ。


　一メートル先さえも危あやういほどの、濃のう密みつな霧であった。


　途と端たん、いつきたちに狙ねらいを定さだめていた聖歌が止まったのだ。


　打ち砕くだくべき障害いつきの姿を見失って、さしもの騎き士し団の猛もう攻こうも中断せざるを得なかったのだ。もちろん、狭せまい飛行船の中ならともかく、広い天空へでたらめに撃うっても当たらぬ以上、これは当然の流れであったろう。


「この間に離り脱だつするぞ！　〈銀の騎士団〉はともかく、〈アストラル〉が〈協会〉の飛行船を傷つけてみろ、どんだけ文句言われるか分かったものじゃない！」


「う、うん！　黒羽、ラピス、よろしく！」


　慌あわててうなずいて、いつきも指示を出す。


　そうして、三人の魔法使いとひとりの幽ゆう霊れいとひとりの少年は──〈協会〉の飛行船の空域から、高速で離はなれていったのであった。





　　　　＊





「…………」


〈アストラル〉の魔法使いたちの気配が遠ざかるのを、騎士総長ジェラール・ド・モレーはじっと見送っていた。


　ゴンドラに開いた穴から、強い風が吹ふきつけても、一いつ切さい眼めをそらさない。


　立ちこめた魔術の霧の、さらに内側を見つめるようであった。


　かすかに、床ゆかについた杖つえが震ふるえていた。


「──申し訳ありません。ジェラール様」


　双ふた子ごの騎士が、頭を下げる。


　どちらも同じ動作で振り返ったため、どちらが謝罪の声をあげたものかは分からない。


　多分、どちらでもよいのだろう。


　ジェラールはそれに反応せず、ぼそぼそと呟いていた。


「……彼らが実戦経験を積んでいるのは分かっていた。だからこそ、その豊富な経験を活いかさせぬための不意打ちだった。それをなお防ぎ……たかが団員五名の結社が、〈協会〉の飛行船の陰かげに伏ふく兵へいまで配していた？　魔術決闘フエーデの申し込みからすべて一連の仕込みだとして、一体何が、あの蛮ばん人じんどもをそこまで駆かり立てる？」


　かん、かん、と何度も苛いら立だたしげに杖をつく。


　思考するときの、老人の癖くせであった。


　いまだ若々しい顔に皺しわが数倍も寄り、今ばかりは年相応に映った。


「クロエ」


　と、振り向かずに言った。


「は、はい」


「今日この時点を以もつて、お前の〈協会〉への派は遣けんを停止する。私の指示下に入れ」


「は？」


　少女が、眉まゆをあげた。


「そんな──無茶です。魔術決闘フエーデの判定役もいなくなりますし、そもそも〈協会〉への通達は！」


「そんなもの、私が一言いれればどうとでもなる。判定役だって、この支部の誰だれとでも代わればよかろう。今問題なのは、我が〈銀の騎士団〉が〈アストラル〉を討うち逃のがした──その事実ひとつきりだ」


（……いいや、違ちがう）


　言いながら、心中でジェラールは自分の言葉を否定した。


　口では怒いかりを表明しながらも──実際に、精神こころは憤ふん怒ぬに煮にえたぎりつつも──ある一面で、ジェラールは冷静だった。


（今問題なのは……あの結社の……）


〈アストラル〉の要求と、その意味。


　そして、まんまと自分を出し抜いた手て際ぎわとの関連性。


　それを考えるだけの余よ裕ゆうを、ジェラールは自分の内側に保っていた。


　だからこそ、恐おそれられたとも言える。


　怒りを怒りのまま飼い慣らし、なお最悪なまでに冷静な手を打ってくる魔ま法ほう使つかいとして、ジェラール・ド・モレーは名を馳はせたのではなかったか。


　しかし、外面は毒々しい怒りの色に染めたまま、ジェラールは強く言い放った。


「すぐ手続きに行け！　何にせよ、〈協会〉の判定役は必要だ」


「……っ、分かりました」


　クロエが一礼し、踵きびすを返す。


　騎士総長の決断に納なつ得とくしていないとしても、その足取りに迷いはなかった。騎士たる者の忠誠心は、少々の主あるじの乱心で崩くずれるものではあるまい。


「…………」


　誰よりも、ジェラールこそがそのことを知ち悉しつしていた。


　クロエの気配が十分遠ざかってから、老人は自らの顔を片手で覆おおう。


「あの蛮人は……何を……考えてる？」


　呟つぶやく。


　潰つぶれた蛙かえるのような、嗄しわがれた声だった。


　枯かれ木のごとき指の隙すき間まから、どろりと、老人の内側がこぼれたようでもあった。


「私の知っていることを、すべて話す……？　欧おう州しゆうの結社ならともかく、〈アストラル〉がそんな秘密を暴あばいて何になる？　すでにどこかと同盟でも結成していたか？　それとも〈ゲーティア〉と決けつ裂れつしたというのは、ただのブラフか？」


　疑ぎ問もん符ふを、いくつもいくつもつなげていく。


　ただ、可能性をあげていく。


　考えられるだけの可能性を、いずれも否定せずに列挙する。


　ジェラール・ド・モレーは、けして聡そう明めいな方ではない。相手の思考を高い精度で探さぐり、逆手に取るような叡えい智ちには恵めぐまれていなかった。その代わり、ありとあらゆる可能性を虱しらみ潰つぶしに辿たどっていく執しゆう念ねんと集中力にはただならぬものがあった。


　同時に、その執念を活かす用心深さも、兼かね備えていた。


　たとえば、今回の遠出に、それを用意していたように──


「──ラジエル、サリエル」


「はい」


「はい」


　洗礼名を呼ばれて、双ふた子ごの騎き士しが振ふり返る。


「……の用意をしておけ」


　声は掠かすれていたが、どちらも訊きき返しはしなかった。


「総長のご随ずい意いに」


　胸に手をあてて、まるで写し鏡のように、揃そろって一礼したのであった。





　　　　３




　いつきたちが事務所へ到とう着ちやくしたのは、地平線に夕ゆう陽ひがさしかかる頃ころだった。


　この季節の夕陽はとりわけ鮮あざやかで──ほんのり空気の霞かすんでいるあたりだけは、花か粉ふん症しようの人間なら、ちょっと恨うらみがましい目で見たくなるような景色であった。


　何にせよ。


　帰り着いてすぐ、いつきは心底からの声をあげた。


「……つ……疲つかれたあ～！」


　ほとんど尻しり餅もちをつくみたいにして、自分の椅い子すに倒たおれ込む。もはや疲ひ労ろうというよりも卒そつ倒とうに近い。このまま気絶できたらいいのにとは、ほんの少し頭の隅すみで思った。


　対して、背後では早さつ速そく言い争いが勃ぼつ発ぱつしていた。


「ラピスも、疲れた。みかん重かった」


「お、重くないもん！　成長期だから仕方ないんだもん！」


「その発言は前半と後半で矛む盾じゆんしてる。重いのか重くないのかはっきりしてほしい」


「う、うう。そういうツッコミは禁止だってば！」


　ぐるぐると手を回して、みかんが抗こう議ぎする。


　これまでの立ち回りを見る限り、舌戦では基本的にみかんが不利の案配らしい。もっとも、ここ一番ではみかんの方が勝率が高かったりするので、互たがいの実力は計りがたかった。


　そして、年長組は窓まど際ぎわの方にもたれかかっていた。


「なんとかうまくいった……ってところかな？」


「……ひとまずは、な」


　黒羽が言い、オルトヴィーンが追補する。


　こちらはふたり揃って、規則正しい呼吸らしき動作を繰くり返していた。


　なんでも魔ま術じゆつ用の呼吸と同じ要領で、呪じゆ力りよくを吸っているそうだ。黒羽は霊エーテル体なのだから当然として、オルトヴィーンのそれは──まあ、いろいろの特異体質である。〈アストラル〉事務所の呪力は吸収効率がいいらしく、季節によってはちょっと吸収しすぎて、妙みように肌はだつやが良くなったオルトヴィーンが見られたりもする。


　ともあれ、ふたりとも数分ほどはそうしてぐったりしていたのだが──ある程度回復したと自己判断すると、オルトヴィーンは、やおらいつきの方へ視線を向けた。


「──じゃあ、今度こそ事情を訊かせてもらおうか」


「あ……」


　やはり、休むつもりはないらしかった。


　北ほく欧おうの淡あわい瞳ひとみには新たな炎ほのおが点火し、これ以上誤魔化されてやるつもりはないぞと、無言に訴うつたえている。


「ええと、その……」


　少しの間いつきは口をもごもごさせていたが、やがて諦あきらめたようにため息をついた。


「分かった。ちゃんと説明する。順を追うから……驚おどろかないでね？」


「ああ」


　オルトヴィーンがうなずくと、いつきは天てん井じようを振り仰あおいだ。


　古めかしいシーリングファンに向かって、ぼそぼそと尋たずねたのだ。


「……先生、います？」





「お声がかかっちゃ仕方ないわね」





「──きゃっ！」


　新たな声が、黒羽のいた窓際から生まれたのだ。


　かすかに開いた窓から、しなやかに身体からだを滑すべらせて侵しん入にゆうし、背中についたアクセサリーっぽい羽をふわふわと広げて見せる。


　そう。


　羽の生えた、猫ねこだった。


「白虎──じゃない？　灰色？」


　みかんがぱちぱちと瞬まばたきする。


　ラピスも、大きく目を見開いた。


　真しん紅くの髪かみの人工生命ホムンクルスは、硬こう直ちよくしていた。


「何、これ──」


　文字通り、ユーダイクスの使い魔でもあるラピスだからこそ、その猫の使い魔としての不自然さに気づいたものだろう。


「えと、いつきくん、この、喋しやべる猫ちゃんは……？　さっき確か、先生って……言いませんでしたっけ？」


　黒羽は、おろおろと周囲を見つつ、もうひとりの異変に動きを止めた。


「オルトヴィーンくん？」


　その言葉にも反応せず、


「ま、さか……」


　と、オルトヴィーンが呻うめいたのだ。


　こちらは、もうひとつの可能性に気づいていたのだろう。


　もともと〈アストラル〉について詳くわしく調べてから入社することとなった少年は、それゆえこの猫の正体について、誰だれよりも近い場所にあった。


「ん、なあに？」


　ことりと、羽猫が首を傾かしげた。


　ついでに、ぱたぱたと羽ばたくあたり芸が細かい。明らかに人工物なその羽をどうやって動かしているのかは分からないのだが、オルトヴィーンは拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、掠かすれた声でその名前を囁ささやいたのだった。





「あなたは……〈魔女の中の魔女〉……ヘイゼル・アンブラー？」





「あらご名答。あだ名は余計だけど」


　羽猫の尻尾しつぽが、ひょろりと○を描えがいた。


「えええええ！」


　すると、黒羽が目を丸くして問うたのだ。


「それって……その、先代〈アストラル〉からの社員の人で、穂波さんの──」


　少女の言葉に、猫は上品にうなずいた。


「そうね、祖母にあたるわ。こんな姿で恥はずかしいけれど、どうぞよろしく」


「え？　あ、あ……」


　そう言われても、対応できるものではない。


　だいたい、猫からの声はせいぜい三十歳程度のものだ。黒羽が聞いているヘイゼル・アンブラーの年ねん齢れいが本当なら、優に九十歳は超こえているはずで、一体どういう態度を取っていいものか黒羽にはまるで分からなかった。


　……もっとも、黒羽の場合は、自分の実年齢も不確かではあるが。


「……ほ、ホントに!?　ホントのホントに穂波お姉ちゃんのおばあちゃん!?　で、でも今は猫になってて、それって一体何!?　猫屋敷さんとかと一いつ緒しよ!?」


　仰ぎよう天てんしたみかんに、くすくすと羽猫が笑う。


「あらあら、猫屋敷くんが今のあたしを見たら、絶対悲鳴あげるわよ。──信じられない！　ありえない！　猫は猫だけで無欠で至高で完かん璧ぺきな生き物なのに、なんでそんな余計な羽とかつけちゃうんですか拷ごう問もんですか虐ぎやく待たいですか、ああしかしこれも猫のひとつの姿である以上私が否定するわけにはいきません、神よ三千大千世界の中に私のいるべき肉球天国はどこにあるのですか……ってね」


「……う、うん、言いそう」


　みかんも、納なつ得とくさせられた。


　台詞せりふも声こわ音ねもあまりに真に迫せまっていて、本当に猫屋敷が喋ってるんじゃないかと錯さつ覚かくするほどだった。それは同時に、この羽猫を操あやつっている魔ま法ほう使つかいの、猫屋敷と過ごした時間の長さも感じさせた。


　先代〈アストラル〉の社員と言われても、信じられてしまうほどに。


　くるり、とみかんはいつきの方を振ふり返る。


「じゃ、じゃあお兄ちゃん社長は、なんでそのヘイゼルさんと……」


「や、それはその、つまり前からヘイゼルさんに弟で子し入りさせてもらってて……」


「──馬鹿（Dummkopf）！」


　突とつ然ぜん、オルトヴィーンが一いつ喝かつした。


　びくうっと肩かたをすくませて振り返るいつき。


「な、な、何かな？」


「どういうことだ、これは！　なんでボクに言わなかった！」


「いやほら、ちゃんと説明したよ？　香港で二ヶ月ほど魔法使いの修行を受けてくるって」


「ああ、確かに聞いた。隻蓮の紹しよう介かいで、妖精眼グラム・サイトを使いこなす訓練を受けてくるってだけな！　それがヘイゼル・アンブラーだなんて誰が思うか！」


　今日何度目かという怒いかりの声をあげて、オルトヴィーンが机を叩たたく。


　ついで、黒羽がいつきに尋たずねた。


「じゃあ、いままで秘密にしてたのは……」


「それは……」


「……いや、まあそっちは分かる」


　言って、オルトヴィーンはどっかと椅い子すに座り込んだ。


「ヘイゼル・アンブラーの名前が出ていたら、〈銀の騎き士し団〉の騎士総長があんな油断して交こう渉しようの場に立つことがなかったから……だろ？」


「……あ」


　と、黒羽が唇くちびるに手をおいた。


「ボクらの世代じゃそれほどじゃないけどね。あの老騎士の世代じゃ、ヘイゼル・アンブラーは結構な有名人だろ。んで、一応所属が〈銀の騎士団〉のクロエが担当である以上、みかんやラピスに話してたら、あっさり漏もれる危険はあったはずだ。黒羽だって秘密ごとは結構苦手だろ？」


「あ……は、はい」


　しゅん、とうなだれるようにして、黒羽がうつむく。


「あ、あたしも信用ないの!?」


「みかんにそういう信用がある方がおかしい。ラピスも、自分が揺ゆさぶりに強くないのは同意する」


　みかんが自分を指さして叫さけび、ラピスの方は冷静に自己評価した。


　それから、オルトヴィーンはぐるりといつきと羽はね猫ねこへ振り向いたのだ。


「でも……どうしてそこまでする必要があった？」


　と、尋ねた。


「全員に秘密を徹てつ底ていして、自分から〈銀の騎士団〉へ魔術決闘フエーデを叩きつけてまで、お前は何をしたかったんだ。……いやまあ、魔術決闘フエーデの賞品を考えれば、それも明白か」


　片目をつむり、改めて問う。


「一体、あの〈銀の騎士団〉から何を訊ききたいっつうんだ？」


「…………」


　いつきも、かすかに沈ちん黙もくしてから、今度こそ決心したように口を開いたのだ。





「実は……」





「…………」


　一通り聞いた後、訪おとずれたのは静せい寂じやくだった。


　それぞれが、さっきの話を反はん芻すうして、なんとか自分の内側に消化しようと努めているのであった。まるで、〈アストラル〉事務所全体が海底と変じて、誰だれも彼かもが蒼あおい水に沈しずんでしまったかのようにも見えた。


「……オルト、くん？　まだ怒おこってる？」


「知るか」


　椅子に身を埋うずめて、オルトヴィーンは額に手をおいた。


　帽ぼう子しの下へ手をすべりこませ、がしがしと亜あ麻ま色いろの髪かみを搔かく。


「一応納なつ得とくはした。それにいい加減、今日は怒ど鳴なり疲つかれたしな。つうか、腹減った」


「あ、じゃあ今日はあたしが夕食をつくってくる！」


「みかんちゃん、料理できるの？」


「もともと神しん饌せんつくるのも仕事の内だもん。それに、最近は小学校の授業でもお料理習ってるんだから！」


「じゃ、じゃああたしも手伝います」


「……はは、よろしくね」


　元気よく腕うでまくりしたみかんに、いつきが微び笑しようする。


　一応サポートに黒羽がついていったので、あちらは安心だろう。少なくとも、いつぞやのアディリシアみたいな悲劇は起こすまい。


　そして、


「……ラピスも、事情は分かった」


　これは、真しん紅くの髪の錬れん金きん術じゆつ師しが言う。


「いつきの先生っていうのはちょっと気にくわないけれど、結局、あの〈銀の騎士団〉に勝てばいい。違ちがう？」


「いえ？　このままだと負けるでしょうね」


　さらりと、羽猫が言い放ったのである。


　くすくすと笑い声を混じらせながら、


「腐くさっても〈銀の騎士団〉。老いたりとはいえ、ジェラール・ド・モレーよ。こちらの実力が分かったからには絶対挽ばん回かいしてくるわ。それも確実で、完かん璧ぺきな手段を用意してくるでしょうね。きっと過か剰じようなぐらいの鼻息でやってくるわよ。──まあ、そういう用心深いタイプだから、すぐさま奇き襲しゆうしてくるってこともないでしょうけど」


「……じゃあ、どうしろっつうんだ」


　不ふ愉ゆ快かいそうなオルトヴィーンに、羽猫は無責任にくつくつ肩かたを震ふるわせたのだ。


「決めるのは、あたしじゃないでしょう？」


「はあ？」


「必要なだけの証言はしたわ。後は、その子が自分で喋しやべって、決めればいいことでしょ。──じゃあね」


「ちょ、せ、せ、先生!?」


　動どう揺ようしたいつきが止めるよりも、羽猫の跳ちよう躍やくが早かった。


　窓の隙すき間まからするりと外に出て、猫は闇やみ夜よの向こうへと消えていったのだ。


　後に残るのは……もちろん、三人ばかりであった。


「じゃあ……準備はいいな、馬鹿（Dummkopf）」


「いつき、残りも説明してくれる？」


　オルトヴィーンは物ぶつ騒そうに唇くちびるを歪ゆがめ、ラピスは無表情でいつきへと接近した。


　ふたりとも、けして逆らえない何かを身に秘ひめていた。


　やがて、キッチンから美味おいしそうな匂においが漂ただよってきたことさえ、いつきには死の予告としか思えないのであった。





　　　　＊





　──『クロエさんは──魔ま法ほう使つかいが、まっとうに幸せになれると思いますか？』





「……そんなの、考えるまでもないでしょう」


　呟つぶやいたのは、クロエであった。


　誰かが、近くにいるわけではない。


　なんとなく回想した問いに、唇が答えてしまったのだった。


　考えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいとは思いながら、ずっと無視できないまま、少女の胸に凝こごっている質問であった。


　クロエが歩いているのは、高層ホテルの敷しき地ちだ。


〈銀の騎き士し団〉として、拠きよ点てん用に借りたホテルである。


　もともと、〈協会〉極東支部が魔術結社にあてがうための場所だけあって、魔術やその世界の人間にも一定の理解があり、可能な範はん囲いであれば協力を仰あおぐこともできる。この土地に詳くわしくない〈銀の騎士団〉にはもってこいの拠点だ。


　少女は敷地の四よ隅すみに洗礼を終え、簡易式の結界を張っているところだった。


〈銀の騎士団〉を狙ねらった魔術は、この結界に遮さえぎられ、無と帰することとなる。魔術の巧たくみさにもよるが、逆探知すら可能だろう。こうした守りの魔術は〈銀の騎士団〉の得意とするところでもあった。


　なんにしても。


「…………」


　クロエは、思い返していた。





　──一週間前の、夜のことである。





　あの喋る猫ねこが現れた後、公園での戦いは一いつ旦たん停止していた。


　結局、あの猫を操あやつっている魔法使いが誰だれなのかは教えてもらえなかったが──いつきがどういう考えで、あの羽猫を連れているのかについては話してくれたのだ。


　それが、さっきの質問である。





　──『クロエさんは──魔法使いが、まっとうに幸せになれると思いますか？』





『何の……ことですか』


　当時のクロエは、そう答えた。


　伊庭いつきの言葉の意味を、理解しかねたからだ。


　魔法使いと、まっとうな幸せ。そのふたつが、まったくクロエの中で折り合わない。さきほどまで争っていた少年が、そんな質問を持ち出すのも分からない。


　だけど、少年が真しん剣けんなことだけは伝わってしまって、それがますます少女を混乱させるのだった。


『えっと、言葉のままなんですけど』


『ふざけないでください。魔法使いは、魔法使いであるだけで十分に異常です。たとえそれが異い端たんとはならずとも、まっとうな幸せなどありえるはずもない』


　そうだ。


　それが、常識だ。


　現代で魔法使いとして生きる以上、最低限の覚かく悟ごだ。


　誰もが最初に踏ふみにじったはずの、ずっと昔の踏み絵のはずだ。


　なのに。


　少年は、言う。


『僕は、分からないんです』


　くしゃりと笑って──そんな笑え顔がおばかりは、思わず見とれてしまうぐらいに無防備だった。


『だいたい、まっとうな幸せって、その言葉だけじゃどんなのか分からないですよね。魔法使いじゃない人だって、幸せはひとりずつ違ちがうと思います。昔、そんな風に言われたんです』


　いつきは、はにかんだ顔で言う。





　──幸せに答えなんてありません。ううん、それぞれの家庭に──それぞれの環かん境きように、それぞれの答えがあっていいんです。





　それは、かつてみかんの担任であった、女教師が口にした言葉だった。


　魔法使いでさえない彼女の台詞せりふを、いつきははっきりと覚えていた。


『だから、僕は皆みんなと相談したいんです』


　と、続けた。


『まっとうな幸せってどんなものだろうって。それは本当に、魔法使いには手に入らないものなんだろうかって、もっとたくさんの人に訊きいてみたい』


『……あなたは、おかしい』


　かろうじて、クロエが口にする。


『はい、変だと思います』


　いつきも、同意した。


『だけど、僕はその変な考えが、皆に受け入れてもらえるように、皆にも一いつ緒しよに考えてもらえるように、そういう風に……〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも尋たずねたいと、そう思います』


『…………』


　再び、自分の思考が停止するのを、クロエは自覚せざるを得なかった。


　この少年は──なんと言った？


『そんな……あなたは、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の、どちらの味方なんですか！　〈螺旋なる蛇オピオン〉を打だ倒とうするために、〈銀の騎き士し団〉と手を結ぶつもりじゃなかったんですか!?』


『京都のときも、そう訊かれました。だから、そのときと同じ答えを返します』


　いつきは微び苦く笑しようする。


　そして、囁ささやく。


『僕は……魔ま法ほう使つかいの味方でありたい。それだけです』


　少女は、絶句する。


　絶句するしかなかった。


　ある意味で、このときクロエは初めて、伊庭いつきの恐おそろしさを悟さとったのだ。





『それが僕の願いで……そのために、僕はこの先生に師事したんです』





　回想は、その言葉で終わる。


　そして、今。


（……馬ば鹿かだ）


　と、クロエは思った。


　こうして思い返しても、結論は変わらない。


　あの少年は、正しよう真しん正しよう銘めいの馬鹿なのだ。


　どうしようもなく馬鹿げた考えでも、そのために自分の人生を捧ささげてしまえるような、底そこ抜ぬけの愚か者フールなのだ。





　──『ひとつのことに打ち込めるのは、とても幸せで、とても格好いいことだと思います』





（誰だれのことを、言ってるのだか）


　こうも、無自覚な言葉だと笑えない。


　クロエから見れば、本当の意味で打ち込んでいるのはいつきの方だ。


　自分は、たまたま剣けんと魔術しか許されず、その技術を延々と鍛きたえてきただけだが、いつきは自ら選んだ道だ。どちらがより打ち込んでいるかといえば、そこに自主性が入り込むだけ、いつきに分があるだろう。


　──だけど。


　同時に、いつきが魔法使いとして打ち込んでいるわけじゃないのも、クロエには理解できた。


　結局のところ、伊庭いつきは、普ふ通つうの少年なのだ。


　普通の少年のままなのに、こうも大々的に魔法使いの世界へ介かい入にゆうし、あの騎士総長にまで魔術決闘フエーデを申し込むようになったのである。


（魔術決闘フエーデ……か）


　よもや、ここまでするとは思わなかった。


　自ら呼びつけた魔術結社の首領へ、魔術決闘フエーデを申し込むなど、大だい胆たんに過ぎる。ごく普通の少年としてのいつきと、蛮ばん行こうと呼んでも良いこの行こう為いが、クロエの中でまったくつながらない。


　では、その変化は、いかなる理由がもたらしたのだろう。


（……あの、ふたり？）


　ぼんやりと思う。


　アディリシア・レン・メイザースと、穂波・高瀬・アンブラー。





　──『どっちも特別な人です。今みたいに離はなれて、なおさらそう思います』





　伊庭いつきが、あそこまで言い切ったふたりの魔女。


　その想おもいが、あの少年を駆かり立てているのだろうか。


（…………）


　少しだけ。


　羨うらやましく、思った。


　そこまで想ったことも──そこまで想われたことも、クロエには経験がない。


　自分の知らない、感情と世界。


　知らないのに、妙みように甘あま酸ずっぱい感じがした。


　ふたりの少女に、あの少年は、どんな風に話すのだろう。


　あの恥はずかしがり屋な少年も、映画やドラマみたいに、特別な言葉を囁いたりするのだろうか？　ひょっとすると、口づけや、そのもっと先も──


「────っ」


　いつのまにか、顔が熱くなっていた。


「な、何を考えてるんですか私は」


　ぶんぶんとかぶりを振ふり、熱を冷ます。


　思いこみが激しいのは、妹のアンネにもよく指し摘てきされていた。


　魔ま術じゆつ結社なんて閉へい鎖さ的な社会にいるのだから、自分が世間知らずなことは自覚している。まして恋れん愛あい沙ざ汰たなんて、問題外もいいところだ。穴があったら入りたいというまさにそのままの気持ちで、クロエは小さく息をつく。


「アンネなら、どう言ったでしょうね……」


　唇くちびるが、囁ささやいていた。


　自分のたったひとりの妹なら──伊庭いつきのことを、どう評しただろう。


　なんとなく、微び苦く笑しようする。


　あの無む邪じや気きな妹は、いつきのそばにいるのが似合いな気がしたからだ。ひどく勝手な想像だし──実際のところアンネに手を出すような迂う闊かつな輩やからがいたら、間ま違ちがいなくクロエは両断しているのだが、そのあたりは思考から切り離されている。


（……しかし）


　と、少女のどこかで、囁く声があった。


　それでも、なおつながらない。


　いつきは、何のために〈銀の騎き士し団〉へ魔術決闘フエーデを申し込んだのか。〈螺旋なる蛇オピオン〉を打だ倒とうするつもりじゃないなら、業務提てい携けいをする必要はない。だったら、なぜそもそも〈銀の騎士団〉を呼び寄せる必要があったのか。


　そして。


　今度は、自分はいつきを斬きれるのだろうか。


　魔術決闘フエーデにおいて、再びあの少年に向かい合ったとき、あらゆる感情とともに伊庭いつきを斬り捨てられるのだろうか。


「…………」


　重苦しく、胸の内に石のようなものがわだかまっていた。


　この感情をどう呼べばいいのか、クロエの人生は教えてくれなかった。


　その顔が、突然あがった。


　敷しき地ちの入り口近くに、見覚えのある影かげが浮うき上がっていたのだ。


「──ラジエル、サリエル？」


　双ふた子ごの騎士の洗礼名を呼んで、クロエは片かた眉まゆをあげた。


「それは──」


　双子の騎士が手にしていた、大きな金属の箱に気がついたのだ。


　どうやら青銅製と思おぼしい、古めかしい箱だった。


　箱だけでも相当な重さのはずだが、その取っ手をふたりで持つ騎士からは一いつ切さいの疲ひ労ろうが窺うかがえない。蓋ふたには厳重な封ふう印いんがなされていて、ラテン語やギリシャ語の文句が刻んであった。さらにその上から熔とけた金属で溶よう接せつして、〈銀の騎士団〉の伝統的な印を押されている。


　その正体に、クロエも呻うめいた。


「まさか、それは──」


「……ええ、総長の許可が下りました」


　双子の片方がうなずいた。


　どちらが言ったのかは、やはりクロエにも分からない。この双子の騎士の区別は、〈銀の騎士団〉の誰だれにも判別できぬという評判だった。


　続けて、また片方が言う。


「加えて、緊きん急きゆう招集の指令も出ました」


「緊急招集？　この極東へ？」


「もともと動けるように準備をしておりました。さすがに騎士位のものがすぐとはいきませんが、従士の者ならそれなりに招集できます。明日の昼下がりには、三十人からの団員が集まるはずです」


　その言葉に、クロエが絶句する。


「そんな──あんな幼い魔法使いたちを、数を頼たのみに押しつぶすつもりなのですか！　それが騎士のすることですか！」


「今回の魔術決闘フエーデに、人数の制限を加えなかったのは彼らの落ち度であって、こちらが斟しん酌しやくするところではありません。おそらく三日という期間内では、団員を招集することはできないと思ったのでしょうが」


　それが、ジェラール・ド・モレーの恐おそるべきところであった。


　今言った招集の準備も、けしてこの魔術決闘フエーデを期してのものではない。


〈アストラル〉と友好的な提携が結べたところで、すぐに自分たちの団員を集め大々的に発表しようという──いわば虚きよ栄えい心しんのなせる業わざだった。


　しかし、それは今回〈アストラル〉を追い詰つめるための決定打となった。


　偶ぐう然ぜんではない。


　たとえ〈アストラル〉でなくとも、自分たちの提携を邪じや魔まする結社が現れるかもしれぬと、ジェラールはそう考えていたのだ。現在の魔術世界の混こん沌とんを考えれば、けしてありえぬ可能性ではなかったが……同時に、老人の異様な用心深さを示してもいた。


　ジェラール・ド・モレー。


〈銀の騎士団〉最盛期を知る、唯ゆい一いつの魔法使い。


　双子の騎士は、機械のごとく等しい動作で騎士の礼を取る。


「異教徒の排はい除じよにいかなる手段を用いようと、騎士の誇ほこりの傷つくところではありません。まして、我々にはそれを拒きよ否ひする権利もありません」


　片方だけの声が、ふたり揃そろってのものに聞こえる。


　まるで、それも魔術のよう。


　けしてクロエが逃のがれられない、騎士団という概がい念ねんがそのまま結実したかのよう。


「それが、総長の指令だからです」


　何の躊ちゆう躇ちよもなく、双子の騎士は言った。





　地じ獄ごくからの宣告に、どこか似ている気がした。
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　──その、夜。





　洋館の外庭へ面したテラスに、濡ぬれた月光が滴したたっていた。


〈アストラル〉事務所の、テラスである。以前からそのテラスには誰だれの持ち物でもないゆりかご椅子ロツキングチエアが置かれていて、しょっちゅう猫屋敷の式神である玄武や白虎がまるまって、日向ひなたぼっこしていたものだった。


　羽はね猫ねこは、その椅子に寝ねそべっていた。


　今こ宵よいは、下か弦げんの半月。


　庭の花々が月光を浴びて、不思議な色を帯びている。角度によれば、自ら発光しているようにさえ見えた。植わった種々には、呪物フエテイシユの素材もあることを考えれば、そうした反応も当然だったかもしれない。


　そんな、神秘的な光景の中。


　羽猫は、あくびするみたいに首を伸のばしてから、


「どうしたの？」


　と、声をあげたのだ。


　すると、事務所の内側から、ゆっくりと小こ柄がらな人ひと影かげがにじみ出た。


　オルトヴィーン・グラウツであった。


「今、うちの馬鹿（Dummkopf）を、さんざっぱらとっちめてきたところだ。しばらくはうなされて寝てるだろうさ」


「あらあら可哀かわい想そう。──で、何かお話？　それとも歓かん迎げい会かいでも開いてくれるの？」


「なんで、今いま更さらあんたが出てきたんだ？」


　と、オルトヴィーンは単刀直入に訊きいた。


　羽猫は、ふわりと首を傾かしげた。


「なぜ？　そんなことに理由がいる？」


「理由はいらなくても、きっかけはあったはずだ」


　オルトヴィーンが、鋭するどい瞳ひとみで猫の姿を見つめる。


「確かに、うちの馬鹿（Dummkopf）の目的は聞いた。あんたが先生だってのも納なつ得とくした」


　少年の言葉は、暖かな春の夜にはっきりと響ひびいた。


「──だけどな、先代〈アストラル〉の中でも、行方ゆくえ不明の伊庭司つかさを除けば、ヘイゼル・アンブラーだけはずっと姿を現すことがなかったんだ。それがどうして、今更になってのこのこ現れた？」


　すると、


「あらまあ」


　と、羽猫が長くため息をついたのだ。


「これだけ過保護な人が、よくあの子の外国修行なんて許したわねえ」


「うるさい。勝手に隻蓮が連れていったんだ。一応、先せん輩ぱいだし、あの馬鹿（Dummkopf）の師し匠しようでもある以上、文句つける筋合いがねえだろ」


　過保護、というあたりを否定しないのは、一定の自覚があるらしい。


　──〈アストラル〉に隻蓮が現れたのは、昨年の、京都の事件の直後だった。


　いつものようにふらりとやってきた隻蓮は、いつきの話を聞き、新たな修行を始めたのだ。


　その光景たるや、以前オルトヴィーンがつけていた稽けい古こと比ひ較かくしても峻しゆん烈れつなものだったが、おおよそのいつきの出来上がりを見た隻蓮は、冬になって、突とつ然ぜん少年を香港へ連れて行ったのである。


　ちなみに、いつきを香港に置いていった後の隻蓮当人は、再び修行の旅とやらに出かけてしまい、消息がつかめていない。無責任と言えば言える行動だが、あの僧そう侶りよがやるとなんとなく許してしまうのが不思議ではあった。


「で、どうなんだ」


　と、オルトヴィーンが眉み間けんに皺しわをつくって訊く。


「お前の現れた理由を、説明できるのか？」


「そうねえ」


　と、猫はくすくす笑った。


「まああたしの方も、いろいろ世界周遊中だったのを、ついに隻蓮くんに見つかっちゃったってのが大きいんだけど。それでいい？」


「世界周遊中だろうが、〈アストラル〉の噂うわさをまったく耳にしなかったってことはないだろ。一昨年おととしはともかく去年に〈アストラルうち〉が関かかわった案件は、倫敦ロンドンの〈学院〉だとか、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の殲せん滅めつ戦だとか、あれだけ大きな事件ばかり続いていたんだからな」


「だって、あたし、業界的には楽らく隠いん居きよ状態だったのよ？」


　ひらひらと、尻尾しつぽを振ふる羽猫である。


「なあに？　疑ってるの？　あたしが本当にいつきくんの協力者なのかって？　それとも──本当にヘイゼル・アンブラーなのかどうかってあたりから？」


「…………」


　オルトヴィーンの沈ちん黙もくに、羽猫は笑えみを深めた。


　口角のかすかにあがったその表情が、この猫にはひどくよく似合っていた。


「そうよね。あたしでもそう思うわ。だって、あたし自身の言葉以外、あたしがヘイゼル・アンブラーであるってことには、なあんにも証しよう拠こがないものね」


　月光の色を帯びて、羽はね猫ねこの瞳が悪戯いたずらっぽく光る。


　しかし、


「……それは、どっちでもいい」


　と、オルトヴィーンはかぶりを振ったのだ。


「へえ、そうなの？」


「重要なのはあんたも言った通り、本当に味方なのかどうか、だ」


　一言ずつ、はっきりと口にした少年に、くすくすと羽猫が笑った。


「忠誠心の高いこと。あの子の人徳かしらね」


「あんなの、馬鹿（Dummkopf）で十分だ。それより、さっさと答えろ。どっちだ？」


「言ってもいいけど、あたしの証言だけであてになる？」


「あてになりそうな話も添そえてもらう」


「ああ、なるほど。じゃあ後ろの人も呼んで、まとめて話した方がいいでしょうね」


「？」


　その言葉を受けて。


　オルトヴィーンが、猛もう然ぜんと振り向いたのだ。


　テラスには、新たな人影が滲にじんでいたのである。


「みかん、ラピス」


　それから、すぐ空中を見上げて、半はん透とう明めいの霊エーテル体に眼めを剝いた。


「黒羽」


「す、すいません」


　片付け中だったのか、メイド服姿の霊エーテル体が、慌あわてて頭を下げる。


「だって、気になるんだもん」


「ラピスも、同じ」


　みかんはぎゅっと拳こぶしを握にぎって唇くちびるを尖とがらせ、ラピスは相変わらずの無表情でテラスにたたずんでいた。


　それがよほどおかしかったのか、羽猫はぱたぱたと羽を震ふるわせて笑ったのだ。


「っふふふふふ、よっぽどあたしへの質問で集中してたのね？　たいしてうまく隠かくれてたわけでもないのに、気がつかないなんて」


「……余計なお世話だ」


　視線をそむけたオルトヴィーンに代わって、もうひとりの少女が前に出た。


「あたしも、訊ききたいです」


　と、少女は申し込んだ。


「……いつきくんの変化も気になります。一体、あなたといつきくんは、香港で何をしていたんですか？」


　これは、黒羽が強い調子で言ったのである。


　普ふ段だん、けして他人を脅おびやかさない少女にしては珍めずらしい──だからこそ、羽猫も無視はできない言葉であった。


「大したことをしたわけじゃないわ。いつきくんとやった修行は、本当にオーソドックスなものばかりよ。〈協会〉に属しているような魔ま術じゆつ結社なら、どこでも同じようなことをやるでしょうね」


　羽猫が言う。


　この猫がそうしていると、姿は確かに猫なのに、まるで普通の人間と話しているような錯さつ覚かくがした。


「そうねえ」


　ふわふわと、羽猫は首を傾かしげる。


「だったら最初に訊かれたように──いつきくんに魔術を教えた──あたしが隠いん居きよを辞やめた理由を言えば、答えになるかしら？」


　羽猫は、不意に遠い目になった。


　動物の表情なんて、人間には半分も分からない。


　それでも、そう見えてしまうのは、この猫に憑ついた──ヘイゼル・アンブラーを名乗る魔法使いの技術のためだろうか。


　黒羽が、ぱちぱちと目を瞬またたいた。


「そんな理由、本当にあるんですか？」


「今言ったでしょう？　あたしは隠居してたの。もう、何をするつもりもなかったのよ。たとえ可愛かわいい孫まご娘むすめが所属する結社だからって、今いま更さら介かい入にゆうする気にもなれなかったわ」


「じゃあ、どうして？」


　その質問に、少し間がおかれた。


　やがて、苦く笑しよう混じりに羽猫はこう答えたのだ。





「……土下座されたのよ」





「え？」


「は？」


「ほえ？」


　黒羽とオルトヴィーンとみかんが、そろって眉まゆ根ねを寄せた。


　無表情なのはラピスぐらいなもので、それに対たい抗こう心を覚えてか、みかんもなんとか冷静な顔を取り繕つくろおうとしたが、これはまったくの遅おそきに失した。


　くすくす、と羽猫はいつもの笑えみを浮うかべる。


「この姿のあたしに会うとね。たいがいの魔法使いは、驚おどろくか、怒おこるかの二択たく。前者は説明いらないでしょうし、後者はわざわざ会いに来たのに使い魔アガシオンが相手かって言い出すのよ。まあ正常な反応だと思うし、隠居してる身としては注文つける気にもならないのだけれど……あの子はね、このあたしに会って、いきなり土下座したのよ」


　羽はね猫ねこの声は、苦笑の色を帯びていた。


「寒い日だったわ。冬の、とっても冷たい日。朝から霜しもが降りてたのを覚えてるわ。こう、雪交じりのみぞれが降っていてね。ああいうみぞれは、雪よりもとっても辛つらいわね。隻蓮くんがいつきくんを連れて、あたしのいる山を登ってきたのは、そんな日の夕暮れ近くのこと。あんな険しい峰みねを、あんな冷たい日に登るのは疲つかれたでしょうにね」


　言葉が、続く。


　誰だれもが、異国の山の寒さを感じた。


　夕暮れに降り続くみぞれは肌はだを刺さすかのようで、幽ゆう玄げんたる峰みね々みねの姿をさらに冷たく飾かざるのであった。


「さっきも言ったように隠居の身だし、最初あたしは断ってたんだけどね。そしたら、あの子、身も世もなく、びちゃって手をつくのよ。せっかくのスーツもスラックスもどろどろにして、お願いします、お願いします、って言って泣き出したの。──本当に馬ば鹿かみたいに、ひたすら頭を地面へ打ちつけるみたいにしてね」


　馬鹿と言いながら、声こわ音ねに非難する調子はまったくなかった。


　そこだけは、オルトヴィーンと似ていた。


「自分のせいで、不幸になった人がいるって言ったわ」


　と、羽猫は言った。





「──自分を助けようとして、結社の都合と魔術の道と個人の想おもいとの、その狭はざ間まで苦しませてしまった相手がいるって」





　皆みんなの頭に浮かんだのは、金きん髪ぱつの少女であった。


　誰よりも気高く、誰よりも強くあろうとする、誰よりも貴族らしい少女。


〈ゲーティア〉を率いるソロモンの姫ひめ。





「──自分を助けるために、夢を捨てて、とらわれになった人がいるって」





　今度は、ふたり。


　いつきの幼なじみと、いつも導いてくれていた先せん輩ぱい。


　栗くり色いろの髪かみにヤドリギの触媒カタリストを携たずさえたケルトの魔女と、いつでも四匹ひきの猫を嬉うれしそうに従えていた銀髪の陰おん陽みよう師じ。


〈アストラル〉には欠かせなかったはずの、誰より貸し出し魔法使いレンタルマギカであったふたり。





「──自分が変わらなければ、変われなければ、きっと同じ目に遭あう人がいるって」





「…………」


　三度目は、場の全員に唾つばを呑のみ込ませた。


　それが、〈アストラル〉に残った社員たちのことであったからだ。


「だから変わりたい。変わらなきゃいけないって、泣きながら言うのよ。あなたにできる？　あなたたちの誰かにできる？　初めて会う相手の──それも使い魔まの猫なんて寄よ越こしてきた相手に、全部暴ばく露ろして、雨の中でおんおん泣いちゃうのよ？　あれが演技だっていうなら、いつきくんは今すぐでもアカデミー賞だって取れるでしょうね」


　羽猫はしみじみと言う。


　その声音は、本当にしみじみと夜を流れた。


　それでやっと、皆が錯さつ覚かくから逃のがれた。つい今しがたまで、この外庭が異国の冬の峰と化したかのように、全員錯覚していたのだ。みかんなど、暖かな春の夜だというのにずっと二の腕うでをさすっていたぐらいだった。


　だから、だろうか。


「そっか」


　と、囁ささやいた黒羽の声は、遠い国から帰ってきたようだった。


「いつきくんらしいなあ」


「お兄ちゃん社長、泣き虫だもんね」


「ラピスが無事だったときも泣いてた」


　みかんとラピスが口にした感想は、それぞれの思い出を重ねたものだった。ぼろぼろと涙なみだを流している少年の姿が、少女たちの記き憶おくの中にも存在していたのだろう。


「……ふん」


　と、オルトヴィーンは鼻を鳴らす。


「だから、あの馬鹿（Dummkopf）に魔術を教えたのか？」


「そうよ」


　と、羽猫はうなずいた。


　オルトヴィーンは少しの間考えてから、改めて口を開く。


「もうひとつだけ、訊きいていいか？」


「なあに？」


「今回のことは、あんたの発案か？」


　その問いに、羽はね猫ねこは微び苦く笑しようした。


「ああ、〈銀の騎き士し団〉をわざわざ呼び出して、魔術決闘フエーデを仕し掛かけるっていうの？　あれなら、あの子の考えよ。あたしもアドバイスぐらいはしたけれど、あんな馬ば鹿かげた方法、ちょっと思いつかないわ」


「そうか」


　と、オルトヴィーンは呟つぶやいた。


「なら、いい」


「いいの？」


「どうせ馬鹿（Dummkopf）なのは分かってる。だったら、馬鹿（Dummkopf）に付き合うのは決めてるんだから、今いま更さらどうこう言うことないだろ」


「やっぱり、忠誠心の高いこと」


「黙だまれ」


　きっ、と鋭するどい視線を飛ばすが、これは〈アストラル〉の皆も笑いをこらえるしかない。


　猫は肩かたをすくめるみたいに羽を動かして、付け加えた。


「なら、その忠誠心溢あふれる後こう輩はいに免めんじて、少しだけご忠告」


「ん？」


　最後のそれは、オルトヴィーンの耳にしか届かない、予言めいた言葉だった。





「──あなたが恐おそれるべきは、魔術より精神こころ。剣けんより釘くぎ。生ける者より死せる者。墓所の中身には、気をつけなさい」





　　　　＊





〈アストラル〉の若き社員たちが消えた後も、羽猫は一いつ匹ぴきで──ひとりで、ゆりかご椅子ロツキングチエアに乗っかっていた。


　ゆらゆら、ゆらゆらと、一定のリズムで夜にたゆたっている。


　やがて、


「ねえ、社長」


　と、羽猫は呟いた。


　社長という呼び名ではあったが、その響ひびきの指す相手は、今とは違う社長のようだった。


　夢見るように、猫は続ける。


「新しい子たちは、新しい風を吹ふかせるのだって。吹かせたいのだって」


　歌うような声。


　祈いのるような声。


　込こめられた感情は分からない。


　ただ、複雑な感情だけが色いろ濃こく、混ぜられすぎた油絵の具のように渦うず巻まいている。


「あなたの子供は、あなたとよく似ていて、だけどあなたと違ちがう道を歩みたいそうよ」


　ゆっくりと、呟きを続ける。


「ねえ、社長。あなたがいたら……一体、どう言うのかしら？」


　その問いは、今までと違ってひどく切ない響きを湛たたえ、春の闇やみに染しみいったのであった。





　　　　２




　翌日は、快晴になった。


　早朝からすっぱりと晴れて、春らしい陽気が漲みなぎっている。


　ちょうど学校は休日で、いつきが目を覚ましたのは、事務所の自分の部屋であった。


「あいたたた……」


　やたらと、身体からだの節々が痛かった。


　まるで、嵐あらしにでも遭あったかのようだ。


　昨夜は猫のヘイゼルについてなど、ひたすら〈アストラル〉の皆みんなにとっちめられていたのである、こうして起きてみると、頭の芯しんまで痛みは残っていて、なんだか夢の中でも叱しかられていた気がする。


（やっぱり……皆、まだ怒おこってるよねえ）


　ベッドから降りて服を着た後、びくびくして部屋を出て行く。


　廊ろう下かの軋きしむ音に、いちいち心臓が高鳴る。


　このあたりの臆おく病びようさは、少年から失われていなかった。


　実際、いつき自身は、自分がそんなに変わったと思っていない。


　羽猫のヘイゼルから教わったのは妖精眼グラム・サイトの制せい御ぎよと、魔ま術じゆつ世界のいくつかの事情ぐらいで、いきなり筋肉質になったり性格が変へん貌ぼうしたわけでもない。


　だから、多分。


　変わったのは、覚かく悟ご。


　どうしても願いを叶かなえたいのだという、その強さの自覚。


（……うん）


　胸に、その想おもいがある。


　今も温かく、いつきを支えてくれている。


　深呼吸、ひとつ。


　事務所へ続く扉とびらの、ノブを握にぎる。


「……お、おはようございます」


　扉を開きつつ、おそるおそる挨あい拶さつすると──





「──おはようございまーす！」





　突とつ然ぜん、陽気な声で挨拶されたのだ。


　メイド服で楽しげに事務所を掃そう除じしていた黒羽であった。


　ついで、その近くでみかんがぶんぶんと手を振ふって、ラピスはこっくりとうなずいた。


「お兄ちゃん社長、おはよう！」


「おはよう、いつき」


「……え、あ、う、うん。ど、どうかした？」


　妙みような歓かん迎げいムードに、いつきがかえって狼狽うろたえていると、


「何でもありません」


「何でもない！」


「うん。ラピスも何でもないと思う」


　三人そろって、にこにこと対応する。


　もちろんラピスは無表情なのだが、平板な声こわ音ねの底にはなんだか嬉うれしそうな感情も見え隠かくれしていて、それがまたいつきの困こん惑わくを深める結果につながったのである。


「…………」


　そんな光景を面めん倒どうくさそうに見つめ、事務所の壁かべにもたれていたオルトヴィーンは、唇くちびるを歪ゆがめて尋たずねる。


「で……どうするのかは決まったのか？」


「……うん」


　と、少年がうなずく。


　いつものように自信なげに、しかし、そのうなずきだけははっきりと。


「そりゃ結構。んじゃ計画の中身は？」


「その前に……先生はどこ？」


　きょろきょろと見回しながら、いつきが尋ねると、返事は本ほん棚だなの上からあった。


「あたしなら、ここよ」


　と、羽のついた猫ねこが跳はねたのだ。


　その跳ちよう躍やくさえ優美で、一種の色気を漂ただよわせていた。本棚で何をやっていたかは分からないのだが、我が物顔でのさばっているのは、やはり勝手知ったる事務所ということだろうか。


　そういえば、もともとこの事務所は、ヘイゼル・アンブラーの工こう房ぼうを改造した場所のはずでもあった。


「先に言っておくけれど、援えん護ごはまったく期待しないでね。ここにいるあたしに、ただの猫以上の戦力を期待されても困るから」


「あれだけ好き勝手言ったくせに」


「あら、先せん輩ぱいにはそれぐらいの権限があるでしょう？　そういえば、昔の猫屋敷くんもしょっちゅうそんな事を言ってたけれど」


「あいつと一いつ緒しよにするな！」


　オルトヴィーンが唇を尖とがらせても、どこ吹ふく風だ。


　一いつ瞬しゆん剣けん呑のんな空気が事務所にたちこめて、


「……え、ええっと、じゃあ会議に入っていいかな？」


　と、いつきが先んじて制するはめとなった。


　ふたり──ひとりと一いつ匹ぴきの間に割り込むようにして、羽猫が飛び降りたばかりの本棚から、一冊の本を取り出して開く。


　布留部市一帯の、地図であった。


「これは？」


「うん、今回の計画を分かりやすく話そうと思って」


　その地図を、いつきは自分のデスクに置いた。


　スーツの胸に入れていたペンで、きゅきゅっと直接書き込んでいく。


　やがて、黒羽が眉まゆを寄せた。


「あの……どういう意味です、これ」


「ええと、守ったら勝てないって、そういう風に先生も言ってたでしょ。だから──守らないことに決めた」


「守らない？　え？　え？　でもどうするの？」


「こちらから、攻せめるつもりか？」


　眉を寄せたみかんの代わりに、オルトヴィーンが訊きいた。


「言っておくが、あいつら基本的に守る方が得意だぞ」


「それに、〈銀の騎き士し団〉が布留部市のどこを拠きよ点てんにするつもりかも分からないわね。早々、占いリーデイングが成功しないように仕し掛かけぐらいはしてるでしょうしね」


　これは、羽猫が口を出す。


　地図を中心に、〈アストラル〉の全員が集まった格好だった。


　背格好も整わない面メン子ツで、スクラムでも組んでいるような陣じん形けい。しかし、その陣形は不思議な熱も持っていて、その熱に浮うかされるように、いつきもぶるりと背筋を震ふるわせた。


　温かい。


　さきほど、この事務所への扉を開く前に、確かく認にんした胸の熱。


　それは、今皆みんなに支えられて、さらに温度をあげている。ごおごおと見えない炎ほのおになって、少年の胸を焦こがしている。


「──ね、どうするの、お兄ちゃん社長!?」


　きらきらと輝かがやく瞳ひとみで、みかんが訊いた。


　それは疑問ではなく、自分を衝つき動かしてくれる、信しん頼らいと確信に満ちた言葉だった。


　だから。


　その瞳に応こたえるために、うん、といつきもうなずいた。


　地図の一点へと、ペンの先を置く。





「まずは、ここから──」





　　　　＊





　ジェラールたちが、動いたのはその日の昼だった。


　ホテルの拠点には、すでに半分以上の従士が集まっており、すぐさま編隊をつくって〈アストラル〉へ偵てい察さつの人間を送り出したのだ。


　ほかの魔ま術じゆつ結社なら使い魔アガシオンで済ませるところだろうが、〈銀の騎士団〉の場合は人間による斥せつ候こうである。


　魔術特性の関係上、祓ふつ魔ま式は使い魔という概がい念ねんとうまく相あい容いれないのだ。歴史的に見ても、あまり小器用な魔術ではない。もっとも、だからこそ多くの人間を効率的に活用することも可能であり、〈銀の騎士団〉という組織を前提にした場合、これらの弱点は十分カバーできる範はん囲いだった。


　──そして。


　その斥候は、すぐに驚おどろくべき報告をもたらした。


　その報告を携たずさえ、クロエがスイートルームに座したジェラールへ伝えると、杖つえをついた老人は大きく目を剝むいたのである。


「馬ば鹿かな……」


　と、乾かわいた唇くちびるが声を発する。


「〈アストラル〉の人間が、全員消え失うせただと!?」


「そう、聞きました」


　と、クロエはうなずいた。


　報告を伝えながら、彼女自身も驚きよう愕がくを抑おさえきれていなかった。


「工こう房ぼうにも誰だれもいなかったそうです。周囲の結界すら解かれておりました。残った者が探たん索さくの術式を行っていますが、どの程度の効果があるかは分かりません」


「…………」


　老騎士は、沈ちん黙もくした。


　ちょうど、貸し切ったフロアの裏側では、〈アストラル〉に攻め入るための最終調整を行っているはずだった。〈アストラル〉の立場からして、布留部市が自らの土地であることを利用した、工房での籠ろう城じよう戦になると考えていたのだ。


「……向こうから、攻め入るつもりか？」


　老人が、ぽそりと呟つぶやいた。


「その可能性が、高いと思います。ここは布留部市──〈アストラル〉側の土地だけに、ゲリラ戦には事欠かないかと」


　発想としては、ごく普ふ通つうだ。


　正面からでは不利な相手に、まず奇き襲しゆうを考えるのは古今東西どこも変わらない。


　また、いつきは知らないことだろうが──〈銀の騎士団〉にこれだけの人数が揃そろっている以上、一方的な暴ぼう虐ぎやくの現場を見ずにすむことに、ある意味でクロエはほっとした。


　しかし──


（……それは、悪手です）


　と、苦い思いを嚙かみしめる。


　実際、老人は一いつ瞬しゆんの驚愕の後、にんまりと唇の端はしを吊つり上げたのだ。


「この小さな土地の、卑ひ小しような魔法使いには似合いだな。しかしまあ、好都合といえば好都合だ。いくら卑小とはいえ、工房にこもった魔法使いは何を出してくるか分からんだけにな」


　くっ、と肩かたを揺ゆらす。


　その通りだ。


　魔法使いは多かれ少なかれ、その霊脈レイラインに依よって生きる。この霊脈レイラインを活用するため、第一に必要なものが工房なのだ。いわば、魔法使いにとっての城であり、砦とりでといっていい。そこを放ほう棄きしたことは、〈銀の騎き士し団〉にとって大きな不安要素の喪そう失しつとなる。


　かん、かん、と老人が杖を突く。


　それから、





「……ホテルの結界をゆるくしておけ」





　と、口にした。


「は？」


「向こうから攻せめ入る気なのだろう？　だったら、こっちの拠きよ点てんを見つけやすくしておいてやればいい。時間制限がある以上、向こうもこちらの拠点を見つけぬわけにはいかん。今頃、こっそりと隠かくれながら全力で捜そう索さく用の魔術をかけているだろう。だったら、こちらはその捜索用の魔術を、逆探知してやればいい」


「…………」


　クロエの瞳ひとみが、見開かれる。


　この思考の速さこそ、実戦経験を重ねた老騎士ならではのものだった。


　逆探知、といえばまるで警察のようだが、魔ま術じゆつの世界において珍めずらしいことではない。


　対魔術用の、魔術。


〈銀の騎士団〉は、そうした技術に長たけた結社だった。


　もともと、悪魔を排はいする唯ゆい一いつ神しん信しん仰こうと密接に繫つながっている以上、その技術が魔術そのものの研けん鑽さんより、対魔術に偏かたよりがちなのは当然である。昨今〈銀の騎士団〉の影えい響きよう力が減少したのも、現代において魔法使いそのものの地位が低下し、対魔術の価値が損そこなわれたことが大きい。


　だが、魔術決闘フエーデとなれば、話は別だ。


　その対魔術能力は、確実な『力』となる。


「ゲリラ戦などというものが役に立つのは、あくまで期限が無制限の場合だけ。ましてや、たかが三日程度、不ふ眠みん不ふ休きゆうでも何の問題もあるまい」


　その三日もすでに一日を終えている。


　老人の言葉通り、仮にも〈銀の騎士団〉で従士以上の者ならたやすいことだ。それはつまり、夜や襲しゆうなどによる不意打ちの効果も、最低限に薄うすめられるという意味を持つ。


　ゲリラ戦の意味は、ほぼここに消え失せる。


「……っく、くくく」


　椅い子すに座ったまま杖つえをついて、老人は何度となく床ゆかをにじった。


　高級そうな絨じゆう毯たんが、その先せん端たんに削けずられていく。


「結界に使うはずだった人数は、六割を内側の警護と逆探知の術式に回せ。無論、こちらからの捜索の術式も怠おこたるな。じきに、鼠ねずみはあぶり出されるはずだ」


　ジェラールの笑えみが、ゆっくりと口角を深める。


「そのときは……自分のくだらん浅あさ知ぢ恵えと罪深い行いを後こう悔かいできるよう、出来る限り丁てい寧ねいに縊くびり殺してやれ」





　　　　＊





『──多分、ジェラールさんは、僕らがゲリラ戦に出たと思うはずだ』





　しばし、時間は遡さかのぼる。


　広げた地図を前に、伊庭いつきはそう口にしていた。


『それは当然だ。だって、僕の方から決けつ闘とうを申し込んだんだもの。修道騎士──というよりも魔法使いの常識として、僕らがこの事務所にいなければ、ああ〈アストラル〉から攻めてくる気になったのか、って思うはずだよ』


『は？　この事務所にいなければ……ってどういうこった？』


『えと、言葉通りだけど？』


『…………』


　オルトヴィーンは、しばしぱちぱちと瞬まばたきしてから、ぽかんと口を開いたのだ。


『……って、この事務所を放棄するつもりか！』


『うん』


『お、お前！』


　あっけらかんとしたいつきのうなずきに、亜あ麻ま色いろの髪かみの少年魔法使いは帽ぼう子しの上から髪をかきむしって言う。


『お前、この屋や敷しきの意味が分かってるのか！　仮にも魔法使いの工こう房ぼうだぞ！　そこの羽はね猫ねこを褒ほめるのは業ごう腹はらだが、ヘイゼル・アンブラーの残した結界はボクでもこれ以上がつくれないレベルだ。これだけの強度があれば、相当の相手とも渡わたり合える。確かに、みかんやラピスの魔術はまだまだだけど、この場所でなら十分勝ち目があるのに──』


『でも、破られたことはある』


　と、いつきは答えた。


　そっと、ラピスの方を見た。


『二年前、ユーダイクスさんを相手にしたとき、この屋敷の結界は力任せに破られたよ。あのとき、猫屋敷さんがいなかったら、一いち撃げきで負けていたかもしれない。〈銀の騎き士し団〉は同じ事ができないかな？』


『それは、ユーダイクス・トロイデが特別……』


『……特別ってわけじゃないわね』


　口を挟はさんだのは、羽猫だ。


　会議をぼんやりと見ていた猫が、ふわふわと羽を動かしながら、いつきの言葉を肯こう定ていしたのである。


『騎士団とついているのは伊達だてじゃないわ。彼らは団結して、その力を何倍にも高める魔術特性を保持してる。ジェラール・ド・モレーはそういう団員を統とう率そつする能力には優すぐれた総長よ。確かに、この工房の結界はあたしが手を加えたし、相当の霊的加護と自負してるけれど、耐たえられるかどうかはジェラールの集めてくる人数次し第だいだわ』


『…………っ』


　オルトヴィーンが、唇くちびるを嚙かんだ。


　いつきの方へ、視線を戻もどす。


『じゃあお前は、相手がそれだけの人数を集めてくるって、そう思ってるわけか？』


『えっと、それは調べといてもらったんだ』


　と、いつきはスーツの内側へ手をいれた。


『これ』


　と、差し出されたのは、携けい帯たい電話である。


　その液えき晶しよう画面に、一通のメールの文面が映っていたのだ。


　みかんが、わあっと身を乗り出した。


『お兄ちゃん社長、これって──』


『うん、ちょっと外から調べてもらってたんだ。反則っぽいけど、情報としては正しいと思う。で、このメールが確かだと……とりあえず、向こうの結社には数十人からの魔ま法ほう使つかいが集まってるみたいだね』


『な──』


　言葉を無くして、オルトヴィーンが立ちすくむ。


『こんな極東にその人数だと……あいつら、どんな手を使いやがった』


『最初は、魔術決闘フエーデ用じゃなかったみたい。多分、業務提携を発表するときの景気づけか何かだったんじゃないかな』


　いつきが苦く笑しようして、頰ほおを搔かく。


　裏を返せば、それだけ最初の友好提携に〈銀の騎士団〉が本気だったわけで、手ひどく裏切られた騎士総長の怒いかりのほども窺うかがわれるというものだ。とりわけ今回の場合、裏切ったのは間ま違ちがいなくいつきの方なのだ。


『やっぱり……籠ろう城じようってのは難しそうだよね？』


『その情報が本当ならな。だけど、どうする気だ？　そんだけの人数がいるっていうなら、なおさら相手の本ほん拠きよなんざ攻せめ切れないぞ？　そこの猫にやる気がない以上、〈アストラルうち〉にいるのはこの五人だけで──』


『いや、だから』


　困ったように、いつきは付け足す。





『──僕は、〈銀の騎士団〉に攻め入るつもりもないんだ』





　この発言には、羽猫を除く全員が硬こう直ちよくしたのである。


『い、いつきくん、それじゃどうやって勝つんですか!?』


『お兄ちゃん社長!?　ドッジボールだって攻めないと勝てないって先生が言ってたよ！』


『…………』


　黒羽とみかんはそろって少年へと詰つめ寄り、ラピスは無表情にいつきと皆みんなを交こう互ごに見つめている。


　そして、オルトヴィーンが最初に気づいた。


『……そういう、意味か』


　と、口元を押さえて、呟つぶやいたのだ。


『わ、分かった？』


『まあな』


　少年魔法使いは、なんとも渋しぶい顔で受け答えする。


　自分が騙だまされていたことが腹立たしくて、少しだけ嬉うれしいような、そんな顔だった。


　長々とため息をついてから、


『だけど、これはジェラールも気づくんじゃないのか？　残り二日って時間は結構長いぜ？　おかしさに気づいて考え込むには十分だ』


『気づかれると思うよ』


　あっさりと、いつきも答える。


『だけど、気づいても、ジェラールさんにはどうしようもないと思う。──だからね、これは知ち恵え比べでもないんだよ。だいたい知恵比べだったら、ぽっと出の僕がジェラールさんに勝てる道理もないし』


　少年は、微び苦く笑しようしたようだった。


　不思議に切なく映る横顔で、伊庭いつきは地図を撫なでた。





『これはね。僕らが向こうを信じられるか、向こうが僕らを信じられるか。多分、そういう勝負なんだ』





　　　　３




　二日目が、終わる。





　老人の思おも惑わくが外れたのは──外れたと知れたのは、丸一日が経たってのことだ。


　おそらく一日は動かない。


　そう見てはいた。


　動くとすれば、最終日の三日目。


　しかし、その昼が来ても、なお〈アストラル〉が見つかることはなかったのだ。


　いいや。


　最大の問題はそれですらない。


「捜そう索さく用の魔術すら……かけられた形けい跡せきがないだと？」


　部下の報告では、そうなっていた。


　こればかりは、ジェラールにも意味が分からなかったのだ。


　この魔術決闘フエーデの焦しよう点てんが互たがいの首領である以上、互いに捜索用の魔術を行使するのは当然だ。〈銀の騎き士し団〉による逆探知が失敗したとかならともかく、そもそも捜索さえしていないのは不自然すぎた。


「…………」


　無言で、老人の杖つえが絨じゆう毯たんをにじっている。


　ごつごつと、じりじりと、主人の精神こころを表して、杖は絨毯を食い破るかのよう。杖の頭に猟りよう犬けんの彫ちよう刻こくのなされていることが、なおさらその印象を強くしていた。


「……ジェラール様」


　側そばに控ひかえていたクロエが、あまりに鬼き気き迫せまった様子へ何か口を挟はさもうとしたが、老人に聞こえている様子はない。


　ただただ、自らの思考に没ぼつ頭とうしている。


「……魔術決闘フエーデを叩たたきつけて、そこから逃にげ出して……何になる？」


　ジェラールは考える。


　その老いた脳のう細さい胞ぼうを回転させ、〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉、双そう方ほうのメリットとデメリットをひとつずつ弾はじき出していく。


　それは、無数のピースから、ひとつのジグソーパズルを完成させるのにも似た行こう為いだ。


　完成できるだけのピースが揃そろっているとは限らない。


　仮に揃っていても、ピースが壊こわれていることもある。


　ひとつずつピースを検証して、あてはめてみて、うまくはまっても次のピースが埋うまらなければ再び一から考え直す──ともすれば気の狂くるいそうになる作業を、老人は執しゆう念ねん深く繰くり返している。


（……魔術決闘フエーデ……〈アストラル〉……〈銀の騎士団〉……〈協会〉……伊庭いつき……〈螺旋なる蛇オピオン〉……）


　考える。


　考える。


　考える。


　思考し、思索し、思案する。


　これまで積み重なった経験からいくつものパターンを照らし合わせ、可能な限り精密に検証を繰り返す。何度となく見てきたパーツは、組み合わせを変えるたび、まるで日本の折り紙のように毎回多種多た彩さいなカタチを織りなしていく。


　──やがて。


　ひとつの、結論が出た。


　途と端たん、額にひび割れそうな皺しわが走り、老人は思わず立ち上がっていた。


「ジェラール様!?」


　クロエの声も遠く、


「まさ、か……」


　と、老人は呻うめいた。


　騎士の身として、それは考えるだけでおぞましい結論だった。


「どうなさったんです、ジェラール様」


　再び問うたクロエへ、老人は開いた手をあげて制した。


「お前なら、どう思う？」


「は？」


「お前なら……一度始まった魔術決闘フエーデに勝利と敗北以外の結果があると思えるか？」


「それは……もちろん、ありえません」


　気け圧おされながらも、はっきりとクロエは言う。


　決けつ闘とうとは、そういうことだ。


　始まった時点で、双方の価値と誇ほこりに刃はを向け合っているのだ。たとえ個人的に好ましい相手だろうが、一度始めてしまった以上、その刃を下げることなど不可能である。


　ゆえに、その決着は、常に片方の勝利と片方の敗北。


「そうだ。我らならそう思う。だが、あいつらは……」


　老人の口の間から、激しい軋きしみが漏もれた。


　今回の魔術決闘フエーデには、期間が定められている。


　三日間。


　そして、これが終わった場合、かつどちらも勝利しなかった場合については取り決めていなかったのだ。


　つまり、勝負なし。


　痛み分け、といってもよい。


　想定していなかったこの場合は、〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉の組み合わせにのみ、恐おそるべき意味を秘ひめていた。


　二代目とはいえたかが十数年の歴史しかない〈アストラル〉と、〈協会〉でも有数の伝統を誇る〈銀の騎士団〉が、魔術決闘フエーデにおいて勝負がつかなかったという──許し難がたい結果が。


（それが……目的か……っ）


　憤ふん怒ぬに、ジェラールの精神こころは煮にえたぎるかと思われた。


　昨今の魔ま法ほう世界でたびたび名のあがる〈アストラル〉に、最も足りないものをあげるとすれば名めい誉よと実績であろう。知名度であれば十分に高い結社だが、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いにおいて明確な勝利は少なく、かの結社の実力は測りがたかった。


　しかし、〈銀の騎士団〉であればどうか。


〈協会〉でも名高い〈銀の騎士団〉と五分だった結果が生まれれば──それは、〈アストラル〉にとって間ま違ちがいのない実績となる。今後、どのような結社がいかなるカタチで接せつ触しよくを取るにせよ、頭から見くびられることはあるまい。


　最初から、それがかの結社の目的だったとしたら、すべての行動に辻つじ褄つまが合う。


　すべてを勝ちと負けでくくろうとする、西洋の魔術に欠けた発想。


　道タオや仏道ブツデイズムにも繫つながる、中ちゆう庸ようの思想。


「……ふざ……けるなっ！」


　怒ど号ごうと──不ふ吉きつな音が、部屋にこだました。


　ジェラールの打ち付けた拳こぶしが、椅い子すの肘ひじ掛かけを破は壊かいしたのだ。


　七十過ぎの老人の拳は、頑がん丈じような木製の肘掛けを打ち砕くだき、かすかに流血していた。ジェラールの纏まとったケープの裾すそが汚よごれ、金糸が無む惨ざんに染まっていく。


「ジェラール様……！」


「クロエ、今すぐ全団員に命じろ」


　沸ふつ点てんを超こえた怒いかりのためか、いっそ異様なまでに落ち着いた声で、ジェラールは言った。


「もはやこの場の結界も防備もいらん。総そう掛がかりで〈アストラル〉の捜そう索さくにあたれ。手段、方策は問わん。必要な財は好きなだけ持ち出していい。範はん囲いはあの蛮ばん族ぞくどもが逃にげ出しそうな場所──そのすべてだ！」


　まさに、獅し子しの咆ほう吼こうのごとく、そう叫さけんだのである。


　クロエよりも早く、部屋の入り口あたりに控ひかえていた従士がそれを聞いて、すぐに駆かけ出していく。騎き士し総長の言葉が全団員へ伝わるまで、おそらく数分とかかるまい。


　それから、ジェラール自身も立ち上がり、苛いら立だった足取りで部屋の外へと歩いていく。


「ついてこい、クロエ」


「どう、なさるつもりです」


　老人の怒りを把は握あくしきれずに訊きいたクロエへ、ジェラールはぎりと奥歯を嚙かんだ。


「隠かくれ潜ひそんだ鼠ねずみを追うことには全力を尽つくす。だが、それでもあいつらが見つからなかった場合のことを、考えざるを得まい」


　口くち惜おしげに、老人は吐はき捨てる。


　最悪でも、〈銀の騎士団〉が汚お名めいを被こうむらぬための手段。


　自分の結社を守るための、工作。


「〈アストラル〉の工こう房ぼうは放置されているのだろう？　ならば、ふざけた行こう為いの代だい償しように、そこをいただくまでだ」


　低く、老人は宣言したのであった。





　　　　＊





　夕ゆう陽ひは、すでに没ぼつしかけていた。


　北の山やま際ぎわにかすかな緋ひ色いろが残るばかりで、もはや空の色は夜に近い。二日前の温かさが噓うそのように、今はしんとした寒さが空気に張り詰つめている。


　黄昏たそがれ。


　誰ぞ彼たそがれ。


　人と場所によっては、彼ぞ誰かそたれとも呼ばれる時間。


　新たな人ひと影かげが現れたのは、そんな頃ころ合あいだった。


　クロエに双ふた子ごの騎士、さらに四人の騎士位を引き連れて、ジェラール・ド・モレーが〈アストラル〉の洋館を見上げたのだ。


「ここが……そうか」


　ゆるりと周囲を見回す。


　ビルとビルに挟はさまれた土地なのに、不思議と閉へい塞そく感はなかった。魔術でないならば、これは建築か設計の妙みようによるものだろうか。


「魔術的罠トラツプもなし……か。本当に慌あわてて逃げ出したようだな」


「では──」


　と、双子の騎士の片方が訊く。


「ああ、ここを我らの意思に染める」


　ジェラールが、きっぱりと言い切った。


　それが、老人の考えついた手段であった。


　どうしても期日までに〈アストラル〉が見つからなかった場合の、次善の目標。


　工房は、魔ま法ほう使つかいにとっての城である。


　これは、純じゆん粋すいに魔術的な問題ではなく、名目的な意味でもそうなのだ。


　他の結社に工房を支配されるなどということは、魔術結社にとって比類のない恥はじさらしだし、支配した結社にとっては明白な優ゆう越えつの証しよう拠ことなる。


　ゆえに──たとえ魔術決闘フエーデにおいて勝負なしとなろうと、その際に相手の工房を支配できていれば、最低限の面めん目ぼくは立つ。無論、それでも〈協会〉の会合などで侮あなどられることは避さけられないが、ジェラールが思うところの、最悪の汚名は避けられるはずだった。


　老人の宣言に応じて、連れられていた四人が、慌ただしく呪物フエテイシユの準備を始める。


　形状は、十じゆう字じ架かや剣けんといったモノが多かった。


　つまるところ、これらの呪じゆ力りよくを用いて、工房の呪力を〈銀の騎士団〉のそれに染色するのが今回の目的である。


　つい二週間ほど前、いつきがやった霊れい地ちの浄じよう化かの、逆だ。


　一度ひとつの色に染まった呪力は、ある種の『癖くせ』がつく。その『癖』こそが魔術の精度や現象を安定させてくれるため、通常は歓かん迎げいすべきものなのだが、ジェラールたちはこの『癖』を再さい矯きよう正せいしようとしているのだった。


　今回の場合、いつきがやったような小器用な技術はいらない。


　圧あつ倒とう的な呪力で、押し流す。


　霊地の整備でも浄化でもなく、ただ自分たちの権けん威いを示すために、一方的な『力』で色づけする。


「幸い、普ふ通つうの工こう房ぼうに比べると、霊地の『癖』は少ないようです。これなら制圧には大した時間がかからないかと」


「もとが、寄せ集めの魔術結社ですからな。そんな『癖』をつけられるほどの魔法使いもいなかったのでしょう」


　古めかしいレンズや歯車を組み合わせた器具で、霊地の波長を調べた正騎士たちが言う。


　この四人の正騎士は、儀ぎ式しきのために連れてきた人間だった。


〈銀の騎士団〉でも、霊地の調整に長たけた者を厳選して連れてきている。彼らがそう言うならば、この規模の工房の支配には、数時間とかからぬだろう。


（……いつき様……恨うらまないでください）


　と、クロエは内心で弁解した。


　結社同士の魔術決闘フエーデの最中、工房を野放しにしている以上、これは当然の措そ置ちである。相手がまともな対決に打って出ず、卑ひ劣れつにも隠かくれ潜ひそんだのなら、なおさらジェラールの手段を責められる者などいない。


　それでも、相手がおらぬ間に霊地だけを支配しようという泥どろ棒ぼうのごとき真似まねは、クロエ・ラドクリフの胸を痛ませたのだった。


「……始めよう」


　重々しく、ジェラールが宣言する。


　四人の正騎き士しが、応じた。


　正確に東西南北の四方へと散り、それぞれの声をあげる。双子の騎士ラジエルとサリエル、クロエとジェラールは、その中心であった。





「主は立ち上がり、敵を散らされる。主を憎む者は御前から逃げ去る（exsurgat Deus et dissipentur inimici eius et fugiant qui oderunt eum a facie eius）」





「煙は必ず吹き払われ、蠟は火の前に溶ける。主に逆らう者は必ず御前に滅び去る（sicut deficit fumus deficiant sicut tabescit cera a facie ignis pereant impii a facie Dei）」





「主に従う人は誇らかに喜び祝い、御前に喜び祝って楽しむ（iusti autem laetentur exultent in conspectu Dei et gaudeant in laetitia）」





「主に向かって歌え、御名をほめ歌え。雲を駆って進む方に道を備えよ。その名を主と呼ぶ方の御前に喜び勇め（cantate Deo canite nomini eius praeparate viam ascendenti per deserta in Domino nomen eius et exultate coram eo）」





　歌が、始まる。


　伸のび上がって、連なって、絡からみつく。


　斉せい唱しよう。


〈銀の騎士団〉の誇る儀ぎ式しき魔術。


　荘そう厳ごんに、高らかに謳うたわれる聖歌は、この土地を自らのモノにするという強い意志を秘ひめて。


　──しかし。


　その四人が、突とつ然ぜん高圧の電流でも流されたかのように、ばたばたと倒たおれ伏ふしたのだ。


「────っ！」


　クロエが、目を見張る。


　ついで、洋館を見下ろしたビルの隙すき間まから、新たな人ひと影かげが浮うき上がり、


「あ～あ」


　と、肩かたをすくめたのだ。


「あな、たはっ！」


　咄とつ嗟さに振ふり向き、剣を抜ぬきはなったクロエに、その小こ柄がらな人影は手をあげて唇くちびるを歪ゆがめた。


「勘かん違ちがいするなよ。今のは、うちの誰だれも手を出してない。おおよそ、おかしな手を出されたから……霊脈レイラインの方が怒おこったんだろ」


「霊脈レイラインが……だと」


　ジェラールも、ゆっくりと振り向いた。


「うちの社長は、ここの竜りゆうのお気に入りだからな。わざわざ霊穴パワースポツトにある工房でちょっかい出されたら、呪じゆ力りよくに仕し掛かけを施ほどこしてもおかしくない。……気絶したのがお前たちじゃなかったのは残念だけど」


　竜とは、霊脈レイラインの隠いん語ごでもある。


　しかし、そのお気に入りという意味は分からなかった。元来、霊脈レイラインが意思など持つことは滅めつ多たにない。ごく一部の魔ま術じゆつに、仮想的な人格を持たせたという伝説が残っているきりだ。


（呪波干かん渉しように……やられたようなもの？）


　分からぬまま、クロエはそう判断し、人影を睨にらむ。


　そこには、〈アストラル〉ルーン魔術課正社員オルトヴィーン・グラウツが、不敵な笑えみを浮かべて佇たたずんでいたのだ。


　いや。


　少年魔法使いだけではない。


　その頭上には、半はん透とう明めいの霊エーテル体が、背後には巫女みこ装しよう束ぞくの少女も現れていた。


「本当に、来たんですね……」


「お兄ちゃん社長……ばっちりだあ」


　黒羽とみかんが目を丸くさせて、さらにその隣となりでスーツ姿の少年が頰ほおを搔かいていた。


　一礼して、言った。


「二日ぶりです、〈銀の騎士団〉騎士総長ジェラール・ド・モレー」


「今まで……どこにいた」


　老人の声には、驚おどろきよりも、別の成分の色が濃こかった。


　どこか、確かく認にんのような趣おもむきがあった。


　同じく、答えるいつきの様子にも、それに似た気配が漂ただよっていた。


「ここです。ずっとここにいました」


「ずっと？　〈銀の騎士団我ら〉の魔術は占いリーデイングに長たけてはいないが、それでも同じ市内にいる既き知ちの人間を見落とすほど甘くはないぞ。どういうイカサマを使った？」


　老人の問いで、いつきはなんとも言えない顔になった。


　はにかむような、困ったような──最近になって、この少年がよくするようになった顔。


「その……同じ市内っていう風に、占ったんですよね？」


「何？」


「魔術って、基本的に術者のイメージを超こえられないものでしょう。どれだけ強大な魔術でも、その根本は現象を引き寄せる術者の想像力に依い存ぞんします。だから、〈銀の騎士団〉も僕らの居場所を占うときに、この布留部市の範はん囲い内でイメージしたはずです。でも、僕らは同じ布留部市でも、そのイメージとはほど遠い場所にいました」


「……どういうことだ？」


　尋たずね返した老人に、いつきはすっと空を指さしたのだ。


「ずっと……この空にいたんです」


「馬ば鹿かな！」


　叫さけんだのは老人ではなく、隣にいた双ふた子ごの騎き士しであった。


　ラジエルか、はたまたサリエルか。


「お前らの反応を見失ってから四十時間だぞ！　空を飛ぶことに長けた魔女術ウイツチクラフトの術者だろうが、いくらなんでも呪力がもたん。そこの幽ゆう霊れいがずっと騒霊現象ポルターガイストで持ち上げていたとでも言うつもりか」


　すると、


「これ、使った」


　と、〈アストラル〉側の最後のひとり──ラピスが、いつきの隣で手をあげたのだ。


　真しん紅くの髪かみの錬れん金きん術じゆつ師しの周りには、クラゲのような半霊エーテル体が浮いていた。


　人工精霊エレメンタリイ。


　その名の通り、錬金術によってつくられる人造の精霊だった。


　かつてこの〈アストラル〉の事務所を覆おおい尽つくしたそれは、特に命令がなければ存在維い持じ期間の間ふわふわと浮ふ遊ゆうしている。ラピスはいつきの指令を受けて、この人工精霊の実体化マテリアライズの度合いを高めたのである。


　つまり、


「この人工精霊エレメンタリイに、皆みんな乗ってた」


　ラピスの言葉が、可能になるぐらいに。


　結果として、〈アストラル〉の人間たちは高空でずっと待機していることが可能となった。


　無論、それだけでは高空の寒さは防ぎきれず、防寒用の装備や食しよく糧りようは別に持ち込む必要があったわけだが、これはもともと事務所にあった保存食などで事足りたらしい。


「…………」


　そのような裏技は考えもしなかったのか、双子の騎士は絶句する。


　人工精霊エレメンタリイに乗るという手段はともかく、捜そう査さ魔術から逃のがれるため術者が布留部市と想像できない高空に移動するという発想が、想像の外だったのだ。


　魔術に対する理解を、〈銀の騎士団自分たち〉とはまったく違ちがう切り口で、この少年は深めていた。


　そして、





「っく」





　と、笑い声がこぼれた。


「くくっ。くくく。くくくくくくく」


　嗄しわがれた、掠かすれた声こわ音ね。


　ジェラール・ド・モレーであった。


　老騎士は、さもおかしそうに皺しわ深い顔を押さえ、天を仰あおいで笑っていたのだった。


「なるほど。空か。一日中空に引っ込んでたか。それでは見つからんわけだ」


　怒おこっている風ではない。


　嘆なげいている風でもない。


　ただ、純じゆん粋すいに感心したという表情で、老人が訊きく。


「なあ。魔術決闘フエーデの条件に隙すきがあったのも、最初からそういう狙ねらいだったのか？」


「全部が全部……きちんと考えてたわけじゃありません。ただ、条件に隙をつくっておけば、受けてくれるんじゃないかとは思ってました」


　申し訳なさそうに、少年は答えた。


　そういう狙いだったかと問われれば、確かにそうなのだ。


　いつきは、わざとこの魔術決闘フエーデに人数の制約をつけなかった。


　だから、〈銀の騎士団〉が、その団員を集合させることは容易に予想できていた。あれだけ、騎士としての誇ほこりを傷つけた以上、そうしない道理がないからだ。


　逆に、そこに制約をつけていれば、魔術決闘フエーデも容易には成立しなかっただろう。


　突とつ然ぜん吹ふっかけられた魔術決闘フエーデに激げき怒どしつつも、その条件に隙があると思ったからこそ、ジェラールもこの決けつ闘とうを受けたのだ。


　もしも違っていれば──魔術決闘フエーデ自体は受けていても、もっと別の条件を、〈銀の騎士団〉の有利に運ばれていたに違いない。そこをどうこうするほどの交こう渉しよう力は、いつきにはないのだから。


「そうか」


　と、老人は目を細めた。


「俺たちが、ここに来るのも予想していたか？」


「はい」


　いつきがうなずく。


「三日間という制限なら、最後にはこの〈アストラル〉の事務所へ来ると思ってました。勝負なしなんて結果になるよりは、工こう房ぼうを押さえて最低限の面めん目ぼくを立てることを選ぶと──そういう人だと考えていました」


「そうか」


　再び、老騎士が言う。


　それから、こう続けた。


「お前は……神聖な魔術決闘フエーデを、遊ゆう技ぎのルールとでも思っているのか……」


「…………」


　いつきは、答えなかった。


　分かっている。


　自分がやっているのは、そういうことだ。


　魔ま法ほう使つかいでもない自分が、魔法使いの領域に足を踏ふみ入れることは、彼らの価値観を否定することに他ほかならない。


　たとえ相手を殺さずとも、相手の大事な何かを否定してしまっているという事実。


　ジェラールは、ぞんざいな口調で唇くちびるを歪ゆがめた。


「笑うか？　お前の奸かん計けいにむざむざはまった俺をな」


「いいえ」


　と、いつきはかぶりを振ふった。


「ジェラールさんは、今言った可能性を、ほぼすべて分かっていたと思います」


「…………」


「だけど、僕らが最後まで逃にげ続ける可能性もあったし、十分に高かった。だから、その両方に陣じん営えいを分ける必要があったんですよね」


「…………」


　ジェラールは、答えない。


　これもまた、いつきの言葉通りだったからだ。


　ここにクロエと双ふた子ごの騎き士しを連れてきたのは、〈アストラル〉が待ち伏ぶせているその可能性を、確かにジェラールも計算に入れていたからだ。


　しかし。


　同時に、いつきたちが逃げ続けるのを黙もく視しするには、ジェラールは執しゆう念ねん深すぎた。


　ジェラール・ド・モレーの、異様なまでの用心深さと執念とは、一枚のコインの裏表である。


　だからこそ、


「あなたの、その用心深さを、僕は信じました」


　と、いつきが言う。


「両方の可能性を捨てきれないことを……か？」


「はい。そして、もうひとつ。僕が信じていたのは、あなたが僕たちを信じ切れないことです」


「何？」


　眉まゆをひそめたジェラールを、正面からいつきは見つめたのだ。


「魔術決闘フエーデは前時代的な行こう為いに見えますが、その実、このしきたりを成立させているのは互たがいの信しん頼らい関係です」


　ゆっくりと、洋館の外庭へいつきは踏み込んだ。


　何度となく、この場で魔術の戦いが行われたことを、今のジェラールは知っていた。


　目の前の少年は、それだけの戦いの中で磨みがかれた──たとえ若くとも端たん倪げいすべからざる相手なのだと、認にん識しきを変えざるを得なかった。


「当然、真っ当にぶつかりあうはずだ。当然、魔術の腕うでを競うはずだ。──そういう風に互いが信じることを前提にしています。では今回、〈銀の騎士団〉は〈アストラル〉を信じていたでしょうか？」


「…………」


　ジェラールが沈ちん黙もくする。


　その沈黙は場の全員へと伝でん播ぱし、やがて最初の老人が口を開いたのであった。


「なるほど……な」


　その問いの意味を、ジェラールも悟さとった。


　そういう意味で、対等の相手としてジェラールが信頼していたならば──少なくとも、捜そう索さくに割さく人数と、この場にいる人数の比率は変わっていただろう。数十人がかりでここを制圧していても、何の不思議もなかったのだ。


「俺がお前らを信じなかったから……俺はこれだけの人数でこの工こう房ぼうへ来た。俺がお前らを信じなかったからこそ、今この時間が生じたと、そう言いたいわけか。あれだけ見事に隠かくれておいて、ずいぶん勝手な言いぐさだな、おい」


　くく、とジェラールは笑った。


　ひどく人間くさい笑い声。


　かすかにだが、さきほどとは違ちがう笑い声に聞こえた。


（ジェラール様？）


　一いつ瞬しゆん視線をやったクロエをおいて、老騎士ジエラールは軽く顎あごをしゃくった。


「だが、分かっているだろう？」


「ええ、これでやっと、条件を対等に戻もどしただけです」


　いつきが、認める。





〈アストラル〉は、黒羽まなみ、葛城みかん、ラピス、オルトヴィーン、そして伊庭いつき。


〈銀の騎士団〉は、クロエ、ラジエル、サリエル、そしてジェラール・ド・モレー。





　五人と四人、それぞれの年ねん齢れいや熟練度を考えれば、この程度の人数差は問題になるまい。


　まして、〈銀の騎士団〉は魔術決闘フエーデを創始した結社ではなかったか。


「いいだろう。……なら、その信頼とやらを力ずくでもぎとってみろ」


　老騎士が、すうと手を伸のばした。


　その仕草に気がついて、双子の騎士の片割れが用意する。


　倒たおれた騎士たちが運んでいた荷物の中より、一本の剣けんを差し出したのだ。


　素そ朴ぼくな作りながら、威い圧あつ感のある鷹たかの彫ちよう金きんを鞘さやに施ほどこされた剣であった。


「改めて、名乗らせていただこう」


　その剣を握にぎり、静かに囁ささやいた。





「〈銀の騎士団〉騎士総長ジェラール・ド・モレー、老骨の身ながらお相手させていただく」





　言うと同時、老騎士の剣は抜ぬき放たれ、その鋭するどい刃やいばを夜気に晒さらしたのであった。
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　夕ゆう陽ひが落ちると、空の緋ひ色いろは驚おどろくほど早く退ひいていった。


　もうお前の時間ではないのだと、夜が高らかに宣言しているかのようでもあった。しんと張り詰つめていた空気さえ、夜の訪おとずれとともに幾いく分ぶんか柔やわらかさを増していた。


　夜の、時間。


　魔法の夜マギ・ナイトと呼ぶならば、今こそがそれであった。


　膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが渦うず巻まき、夜気を攪かく拌はんさせている。奔ほん騰とうする呪力はさながら暴れ馬にも似て、両りよう陣じん営えいの狭はざ間までぎしぎしと拮きつ抗こうし、今にも破は裂れつしてしまいそうだ。


　対たい峙じせし魔ま術じゆつ結社は、ふたつ。


　抜ばつ刀とうしたジェラールとクロエたち──〈銀の騎き士し団〉。


　伊庭いつき率いる──〈アストラル〉。


　事務所の外庭は、彼らが争うに十分とはいえないまでも、必要最低限の広さはあった。もとより魔法使いの工こう房ぼうなれば、不用意に人が近づかぬような魔術も仕し掛かけられている。すでにそれらの起動は終えられていて、よほど大きな騒さわぎを起こさない限り、面めん倒どうを引き起こす可能性は低かった。


「……結局、こうなりましたね」


　そう言ったのは、クロエだった。


　少し離はなれた位置で、いつきが受けた。


「一応、報告は受けたけれど、今はクロエさんも〈銀の騎士団〉に戻もどったんだっけ」


「はい。判定役としては〈協会〉の極東支部から適切な人間が寄よ越こされるはずです。この魔術決闘フエーデが終わってから連れん絡らくを取れば問題ないかと」


「ありがとう。じゃあ、そうさせてもらう」


　なぜか、険悪な気配はなかった。


　陣営は別れ、これから互たがいに命を賭とした戦いになるというのに、それでいてふたりの間へ流れるものは、どこか清せい冽れつで自然な空気だった。


「不思議な気がします」


　クロエの声も、落ち着いている。


　前と同じ純白の竹刀しない袋ぶくろにいれていた剣けんを取り出し、抜刀しながら少女は言う。


「あなたと剣を交えるのは、もっと嫌いやな気分になると思ってました」


「……いや、いい気分じゃないけど」


「当然です。だいたい、あなたはもう少し恐きよう縮しゆくしているべきです。あれだけ反則ばかりやって堂々とされても困ります」


「そ、そうかな」


　じろりと睨にらまれ、ますます小さくなったいつきに、クロエはため息をついた。


「だんだん、そういうところにも慣れてきました。慣れさせられたのだと思うと、少し怖こわいですが」


　少女騎士の言い分に感じるところがあったか、これはいつきの背後で社員の数人がざわめいたのである。


「……いつきくん」


「……お兄ちゃん社長」


「…………」


　視線も厳しく、背中にざくざくと痛い。


　ラピスも無言ながら、いつきへの視線は同様なあたり、かえって圧あつ迫ぱく感が強かった。


「や、その、僕は何も……」


　もごもごと口ごもったいつきに、状じよう況きようを摑つかみかねた双ふた子ごの騎士が顔を見合わせる。


　実際、彼らにとっては理解しがたいやりとりだったろう。


　騎士総長たる老人は淡あわく笑っていたが、不意に瞳ひとみを鋭するどくさせた。


「これ以上長々と話してると、せっかくの気が削そがれてしまいそうだ。──そろそろ始めて、かまわんかね？」


「……社長」


　黙だまっていたオルトヴィーンが、促うながした。


「うん」


　と、少年もうなずく。


　いつきの右目へ、すうと手が触ふれる。


　その指先が優やさしく自らの瞳を撫なでると、コンタクトレンズが外され、その手のひらで握にぎりしめられる。ユーダイクスがつくった──かつてのフィン・クルーダのそれを模した、コンタクトレンズ。


　レンズを仕し舞まってから、決意を込こめるように右目を覆おおった。


「……いつでも、どうぞ」


　少年の指の間から、その右目から、ゆっくりとアカイロが滲にじんでいく。


　それが、始まりの合図となった。
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　魔術決闘フエーデ──。


　これまでにも、何度かいつきは経験している。


　一対一での魔術決闘フエーデも集団での魔術決闘フエーデも、すでにくぐり抜ぬけてきた身だ。現代に生きる魔ま法ほう使つかいで、いつき以上に魔術決闘フエーデを経験してきた者は稀まれだろう。





　──しかし。





〈銀の騎き士し団〉の動きは、なおいつきの想像を超こえた。


　アカイロの認にん識しき。


　妖精眼グラム・サイトの発動とともに、ジェラールが踏ふみ込んだのだ。


　老体とは思えぬ激げき烈れつな呪じゆ力りよくを纏まとい、その踏み込みは猛もう牛ぎゆうのごとく。剣の重さを最大限に活いかし、振ふり落とすエネルギーそのものを前進のベクトルへと組み替かえる体重移動。老騎士の身体からだは大地を横切る稲いな妻ずまと化す。


　それだけなら、まだ対処はできた。


　だが、ジェラールの目標はいつきではなかった。


　いつきの横を一足でくぐり抜け、老騎士は隣となりにいたオルトヴィーンへと激げき突とつしたのだ。


　あまりのベクトル量に小こ柄がらな少年の身体が吹ふき飛ぶ。まるで映画のように水平に飛ひ翔しようしたオルトヴィーンが、背中から外庭の柵さくに激突したのを、いつきのアカイロの瞳だけが視みた。


「オル、トく──っ」


　いつきの言葉より早く、


「クロエ！　サリエル！　ラジエル！」


　ジェラールが叫さけぶ。


　刹せつ那な、脳ではなく身体自体が反応したというように、凄すさまじい速度でクロエと双子の騎士が動いた。


　いつきも、かつての妖精眼グラム・サイトであれば対応できたかもしれぬ。


〈螺旋なる蛇オピオン〉によって紅あかい種を抜き取られる以前であれば、いつきは自分自身の身体同然に〈アストラル〉の社員を動かすことができた。


　今は、遠い。


　以前の能力は悪戯いたずらに与あたえられた恩おん寵ちように過ぎないと、そう嘲あざ笑わらわれているかのごとく、少年は何をすることもできず、社員たちを動かすこともかなわなかった。


（…………っ！）


　コンマの世界で、銀の色が視界に滑すべり込む。


　先のジェラールの命令に従った者。


「あなたの相手は、私です」


　オルトヴィーンへ駆かけつけようとしたいつきを、クロエが阻はばんだのであった。
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　オルトヴィーンを救おうとしたのは、いつきだけではなかった。


　みかんやラピスよりもいち早く、黒羽が念を凝こらしたのだ。


　念じただけで発動する騒霊現象ポルターガイストが、術式速度として最速なのは論を待つまい。少女の騒霊現象ポルターガイストであれば、オルトヴィーンが柵に激突するよりも早く救えるはずだった。


　しかし、これもかなわなかった。


　少女の集中とともに、銀の刃はが振るわれ、呪力が雲うん散さん霧む消しようしたのである。


　黒羽の騒霊現象ポルターガイストが、切り伏ふせられたのだ。


　少女の操あやつる騒霊現象ポルターガイストは、ほぼ呪力を生きのまま扱あつかうため、極きわめて解呪デイスペルされやすいとは聞いていた。


　だが、こうも鮮あざやかに断たたれたのは、初めての経験だった。


「え……っ！」


「どいて！」


「……邪じや魔ま」


　目を見張った少女を庇かばうように、みかんとラピスが前に出る。


　そして、その眼前で、


「お前たちは」


「こちらが相手しよう」


　双ふた子ごの騎士が一体となり、みかんとラピスと──中空の黒羽を牽けん制せいしたのである。


「失礼！」


　どちらの言葉か、抜き打ちざまに、剣けんは双そう方ほうから少女たちへと叩たたきつけられた。


　剣の平とはいえ、骨の数本は持っていかれる威い力りよくと速度。双子の騎士の瞳ひとみには何の容よう赦しやの色さえなく。


　それと、ほぼ同時に、





「封ふう印いん術式四番、六番、八番から十二番まで連続開かい封ふう！　キーワード──私を守るものは硫い黄おうと水銀と塩。第一質料はフラスコの外に卵をつくれ！」





　ラピスの白い指が、いくつもの試験管を放った。
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　背中に灼しやく熱ねつが走るのを、オルトヴィーンは感じた。


「か、は……っ！」


　胃液が逆流する。


　それでも大した傷じゃないと、頭のどこかで判断していた。オルトヴィーンの肉体は呪じゆ力りよくによって強化されており、この程度で重傷とはなりえない。その秘術を施ほどこした吸きゆう血けつ鬼きは殺したいほど憎にくいが、今ばかりは感謝を捧ささげたくなる。


　問題は──


「君は、こちらだ」


　と、すぐさま詰つめ寄ったジェラールに、剣を突つきつけられたこと。


　顔をあげ、オルトヴィーンは歯がみする。


（──最悪、だ！）


　虚きよをついて、一いつ瞬しゆんで都合良く分断された。


　いつきにはクロエが、みかんたちには双子の騎士が向かったのを、すでにオルトヴィーンは認にん識しきしている。


　自分とて、このジェラールを突とつ破ぱするのは至難の業わざだろう。


（……慣れて、やがる）


　冷や汗あせが頰ほおを伝うのを、少年は感じた。


　集団同士の戦いは、初めてではない。


　かつて葛城家と諍いさかいになったときも、何度かの〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いでも、複数の魔法使いが入り乱れることはあった。ユーダイクスとラピスも大量の人工精霊エレメンタリイを操ることで、数の優位に立っていた。


　だが、それは乱戦でしかなかった。


　葛城家は、優すぐれた魔術集団とはいえ戦せん闘とうが本業ではない。


〈螺旋なる蛇オピオン〉は、個々の魔法使いでは強大でも、集団での戦闘訓練などしたことがあるまい。ユーダイクスにしたところで、戦術として人工精霊エレメンタリイを使いこなしているわけではなかった。


　今渡わたり合っている〈銀の騎き士し団〉は──〈アストラル〉にとっても初めての、集団戦闘を本領とする魔術結社であったのだ。


「オルトヴィーンくん、だったか」


　ジェラールが言う。


「君が、〈アストラル〉において最大の攻こう撃げき力を持つ魔法使いだと聞いているが、間ま違ちがいはないかな」


「…………」


（しかも……こちらの研究までしてやがる）


　答えず、オルトヴィーンは拳こぶしを握にぎった。


　今の〈アストラル〉は、以前の編成に比べて、いびつな点が多い。


　穂波と猫屋敷が欠けた穴を、ラピスの加入や全員の技術向上では埋うめきれていないのだ。


　そのひとつが、ジェラールの今言った攻撃力。


　純じゆん粋すいに魔ま力りよく強度だけを考えても、みかんの神しん道とうやラピスの錬れん金きん術じゆつはそちらの分野には長たけていない。四階かい梯てい以上の魔力強度となると、オルトヴィーンのルーン魔術が唯ゆい一いつだ。ここを押さえれば〈銀の騎士団〉を食い破れる魔法使いなどいないという──ジェラールの判断は何ひとつ間違えていなかった。


　まして、老騎士の握ったその刃やいば。


　ゆったりと握られたその剣を見るたびに、ちりちりと背筋が炙あぶられるようだった。


　あれはまずい──と勘かんが訴うつたえている。


　いや、勘だけではない。


　分かっているのだ。


　あれは、相性が悪い。


　自分という存在と、老騎士の魔術とは根本的に相あい容いれない。


「どうしたね？　気分が悪そうだ」


　ジェラールが問いかける。


　その表情は、けして友好的なものではない。モルモットを観察し、実験の結果を見定めようとする研究者に似ていた。


「黙だまれ」


　一言で返すと、かまわずにジェラールは続けた。


「キミの師し匠しようと、うちのクロエが出で遭あったことがあってね」


「……師匠、だと？」


　本当は、訊きき返さずとも分かっていた。


　クロエといつきが戦った話は、すでに聞いている。その際、ツェツィーリエの名前があがったことから、おおよその見当はついていた。


　あの吸血鬼は、生きとし生けるあらゆる者にとっての災さい厄やくだ。


　その出会いなど、悲劇と惨さん劇げきしかもたらすまい。


　老騎士の笑えみが、ふわりと歪ゆがむ。


「あの吸血鬼の弟で子しなら、オルトヴィーンくんはこれが苦手じゃないかな？」


　言葉とともに、老騎士が動いたのだ。


　流水のごとく、あまりにも自然な──さきほどの突撃チヤージとは対照的な歩法と身体運用。日本の剣けん術じゆつとは異なる、騎士の戦せん技ぎ。


　剣撃とともに、叫さけぶ。





「汝の留まる場所はこの地上にはなし（Recedite.nec stesin omni cira reione terra.）！　アーメンかくあれかし！」





　その詠えい唱しようも動作も、極きわめて短い。


　幾いく多たの戦場で磨みがかれ、実戦性を向上させた修道騎士の魔術。流れる剣のカタチが、そのまま象徴シンボルの十字クロスとなり魔術を発動させる。


　咄とつ嗟さに、オルトヴィーンは懐ふところの石を放っていた。





「汝は始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！　さらば爆はぜろ、ケイナズ！」





　[image: ]ケイナズ


　其それは、すなわち炎ほのおのルーン。


　防ぼう御ぎよではなく、攻撃のルーン文字を放ったのはほとんど無意識の領域であったが──その判断こそが、少年の生死を分けた。


　ルーンによる爆ばく発はつが老騎士の剣をずらし、その剣が纏まとっていた不可視の呪じゆ力りよくをもあらぬ方向へそらしたのだ。


「────っ!!!」


　その呪力を感じただけで、オルトヴィーンの産うぶ毛げがそそり立った。


　まともに喰くらってもいないのに、少年の身体が反応し、内臓が裏返されるような怖おじ気けと痛みとが肌はだの内側を駆かけ巡めぐったのだ。


　神経に直接鑢やすりでもかけられたかのような、凄すさまじい悪お寒かん。


　これほどの酩めい酊てい感を覚えたことは、今までの魔術戦せん闘とうですら思い当たらなかった。


　だからこそ、分かった。


（やっぱり……そうか……！）


　さきほどの、予感。


　騎き士し団の魔術は、『異い端たん』と判定した者に対して、最大の効果を発揮する。


　たとえば、オルトヴィーンの肉体もそうだ。かつて一神教に抗こうしたある魔物の伝承から、オルトヴィーンの身体は成り立っている。そして、その成立をもって、騎士の魔術は『異端』と判定するのだ。


　信しん仰こうをもって『異端』を打ちよう擲ちやくする、聖なる魔術。


「さすがに……やるなあ」


　爆炎の向こうに、老騎士の姿が浮うかび上がった。


　外見からすると、ほぼ無傷。


　信仰の強さは、そのまま魔法使いの霊れい的てき加護と比例しているのだろう。少年の魔術をもってしても、その霊的加護を打ち破れるかどうか。


「だったら……」


　方法は、ひとつ。


　相あい性しようの悪さが勝負を決定づけてしまう、その前に。


　分断されたほかの〈アストラル〉の社員が片付けられてしまう、その前に。


（一気に……終わらせるっ！）


　オルトヴィーンが吼ほえた。


　その手が、真しん紅くのコートと帽ぼう子しとを剝はぎ取ったのだ。


　露あらわになったのは、無む惨ざんに色いろ違ちがいになった皮ひ膚ふ移植の跡あとであった。かの吸きゆう血けつ鬼きの手で犠ぎ牲せいになった人間の数だけの──幾いく十ものルーン文字が刻まれたその背中を、今のオルトヴィーンは誇ほこるようにして、堂々と仁に王おう立だちする。


　その背中で、皆みんなを護まもれるならば、どこに恥はじる理由があろう。





「変生せよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰らい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　変わる。


　変わっていく。


　小こ柄がらな少年の身体が、瞬またたく間に変化する。


　[image: ]　[image: ]　[image: ]


　神力のルーンとも言われる、三つの文字の組み合わせが繰くり返しに明めい滅めつし、そのたびに少年の口元からは雄お々おしい牙きばが、両手からは禍まが々まがしい爪つめが伸のびた。


　人狼ヴリコラカス。


　修道騎士の魔ま術じゆつが『異端』と判定した──魔物のなれの果て。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　走る。


　まさに、颶ぐ風ふうの勢い。


　百ひやく獣じゆうの内にも追いつけるものなど皆かい無むだろう。


　その足が、外庭の地面を食い破って、少年を中空へと跳ちよう躍やくさせた。ぐるりと宙返りするその身体からだは、すでに人間の動体視力では認にん識しきできない速度に達している。


　なのに、老騎士は反応した。


　見えるはずもないオルトヴィーンを、それでも捕ほ捉そくしたものは心眼か。


　剣けんを掲かかげ、ただ無心で老人が打ち振ふるのと、オルトヴィーンのかぎ爪が放たれたのはほぼ同時であった。





「アーメンかくあれかし！」


「……くたばれえっ！」





　叫さけびと爪と剣とが、虚こ空くうを切り裂さいて交こう錯さくした。





　　　　＊





　みかんたちは、かろうじて耐たえていた。


　双ふた子ごの騎士の猛もう攻こうに対して、少女たちはまだ生き残っていたのである。


「……これは」


「……厄やつ介かいな……っ！」


　今、双子の騎士の周囲には、おびただしい数のクラゲ状の半霊エーテル体がまとわりついている。


　ラピスの操あやつる、人工精霊エレメンタリイであった。


　先に放った試験管は、これらの人工精霊エレメンタリイを封ふうじていたのだ。当然、魔術決闘フエーデに備えて数を増やしていたものだが、かろうじて騎士の攻こう撃げきに割り込み、彼らの動うごきを封じるのに成功したものである。


　しかし。


　その人工精霊エレメンタリイも、片かた端はしから斬きられている。


　人工精霊エレメンタリイ自体は、〈銀の騎き士し団〉の魔術から『異い端たん』と判定されるような存在ではない。だからこそまとめて封ふう滅めつされるような事態は避さけられているが、結局のところ時間稼かせぎ以上のものではなかった。


「あたし……」


　黒羽も一いつ生しよう懸けん命めいに騒霊現象ポルターガイストを双子の騎士へ向けているのだが、一流の魔法使い相手となれば、こうした呪じゆ力りよくの直接介かい入にゆうはあっさりと無効化してのける。そうでなくとも、〈銀の騎士団〉は霊れい的てき加護に長たけた結社であった。


（どうしよう、どうすれば……っ）


　焦あせりが、思考を妨さまたげる。


　遠くから慣性をつけて何かを投げつけるにも、そうした対象が見つからない。


　このままならば、遅おそからず人工精霊エレメンタリイの群れは尽つき、自分たちが斬られて終わる。


　その、運命を避けるには──





「亡者たち、陰府の淵に住む者たちは、水の底でのたうち回る（ecce gigantes gemunt sub aquis et qui habitant cum eis）」


「陰府も主の前ではあらわであり、滅びの国も覆われてはいない（nudus est inferus coram illo et nullum est operimentum perditioni）」





　豁かつ然ぜん、呪力が巻いた。


　斉せい唱しよう。


　これ以上なく同調シンクロした、騎士団の儀ぎ式しき魔術。


　その魔術で、一気に人工精霊エレメンタリイの壁かべを薙なぎ払はらうつもりか。飛行船との戦いで見た雷らい撃げきならば、その役目を果たすに不足はあるまい。


「駄、目……っ！」


　黒羽の叫びが、夜気に散じた。





　　　　＊





「クロエさん！」


　いつきの前で、騎士たる少女──クロエ・ラドクリフは不動の構えを取った。


　剣は下段。


　以前のマントを身に纏い、軽装ながらにその姿はまさしく騎士。その隙すきのない構えこそが、蟻ありの一穴も許さぬ堅けん固ごな砦とりでと見えた。


「──残念ですが通すわけには参りません」


　短く、言った。


　剣けんが、翻ひるがえる。


　ほとんど条件反射で飛び退のいたいつきの、スーツの裾すそをその刃やいばが断たつ。


（速、い──!?）


　いつきが、目を見張った。


　妖精眼グラム・サイトを発動した状態でなければ──少女の動きよりもわずかに速く呪力の先さき触ぶれを見切ることができなければ、躱かわすことなど不可能だったろう。


（そう、か……）


　同時に、理由も悟さとった。


　先の夜の戦いは、あれでもクロエは躊躇ためらっていたのだ。


　本気でなかったのではなく、躊躇っていたのである。


　自分の正しさに疑念を持って、自分の在り方を信じられず、そのことが少女の精神こころと五体を縛しばり付けていた。


　今は、違ちがう。





「主をたたえよ。日々、わたしたちを担い、救われる主を（benedictus Dominus per singulos dies portabit nos Deus salutis nostrae semper）！」





　聖句を唱え、少女は生き生きと剣を振ふるっている。


　解放してしまったのは、いつき自身だ。


　一方的に〈銀の騎士団〉有利と思われた魔術決闘フエーデを覆くつがえし、対等の条件に持ってきたことが、少女の憂うれいを溶とかしたのである。


　騎士の誇ほこりを、取り戻もどさせたのである。


　だから、強い。


　迷いなく、今の少女は戦っている。


　このクロエの姿こそが、あの吸きゆう血けつ鬼きと出で遭あう以前の、本来の少女の在り方なのだろうと、いつきは思う。





「歌い手を先頭に、続いて楽を奏する者、おとめらの中には太鼓を打つ者（praecesserunt cantores eos qui post tergum psallebant in medio puellarum tympanistriarum）」





　読どく誦じゆの度たび、少女の身体からだに纏まとう呪力は強化され、剣は鋭するどくなっていく。


　留とどまったままではなく、剣撃の合間に詠えい唱しようを織り交ぜる、実戦的な騎士団の技法。それもまた、以前の公園の戦いでは見られなかった、少女本来のカタチか。


（まず、い。これ、完成、すると──）


　アカイロの瞳ひとみが、その呪力の正体を教える。


　魔ま術じゆつとしての系統や意味は少年の知識の外だが、いかなる現象が起きえるのか、それだけははっきりと伝わった。


　だが、いつきに何ができるのか。


　ぞん、と刃が走った。


「っ──！」


　跟こん歩ぽ。


　隻蓮に叩たたき込まれた歩法が、紙かみ一ひと重えでその剣を回かい避ひさせ、少年を前へ進ませる。踏ふみ出した足はそのまま攻こう撃げきのためのベクトルを形成し、大地から少年の膝ひざ、膝から腰こし、腰からぐるりと螺ら旋せんを描えがいて、いつきの腕うでへと伝でん播ぱする。


（こ、こ──っ！）


　全身全ぜん霊れいを一打に込こめる。


　少年が教わった五ご行ぎよう拳けんがひとつ。


　崩ほう拳けん。


　その一撃を少女の腹部へと放ちかけた瞬しゆん間かんだった。


「──いつき様！　失礼します！」


　剣が、振り戻る。


　少女の身体特有の、ばねの強さを活いかした──信じがたい角度を描く一撃。


　正確にのど笛を狙ねらい、鋭えい角かくに急転する刃。もはや歩法など使う間もなく、頰ほおを切り裂さかれながら、少年は無様に大地へと転がった。


　しかし──少年の瞳は見た。


（呪じゆ力りよく、が──！）





「力を主に帰せよ。主の威光はイスラエルの上にあり、主の威力は雲の彼方にある（date gloriam Deo super Israhel magnificentia eius et fortitudo eius in caelis）！」





　ツバメ返しを思わせる、二連撃すらフェイク。


　呪力による一撃こそが、クロエの本命。


　雷かみなりにも似た呪力そのものの打撃を、少女の詠唱が形成する。受けることも回避することも不可能な、必倒の連携コンビネーシヨン。





「アーメンかくあれかし！」





（避よけら、れな──）


　いつきの意識は、その呪力の衝しよう撃げきに刈かり取られて──





　　　　＊





　──刈り取られる、はずだった。


　その瞬間まで。





　　　　＊





「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　ごお、と烈れつ風ぷうが巻き起こったのだ。


　その行くところ、大地は腐くされ、庭の花々も萎しなび落ちた。


　漆しつ黒こくの魔風。触ふれたものを皆みな腐くさらせる、滅ほろびのルーンが生み出す黒風であった。


　すなわち、[image: ]ハガラズ


　その爛ただれた風を、すんでのところでクロエの剣けんが翻ひるがえり、『異い端たん』を排はい除じよする聖なる審しん判ぱんにて相そう殺さいしたのである。


　それでも、必死に飛び退のいたいつきに、距きよ離りを取られることは止めようがなかった。


　咳せき込んだ少年は、けほけほとむせかえって、


「……遅おそい、よ」


「うるさい。注文つけるな」


　オルトヴィーンが、そこに着地していた。


　禍まが々まがしい獣じゆう毛もうに身体からだを覆おおい、あれほど嫌きらっていた人狼ヴリコラカスに変じた姿から、いつきは目をそむけなかった。


　自然に、それを受け止める。


　オルトヴィーンも、自然に対していた。


　腕に抱かかえていたふたりの少女を、地面へと下ろす。


「し、死ぬかと思っちゃった」


「……目が回った」


「お前らも、もう少し申し訳なくしてろ」


　少年魔ま法ほう使つかいが、唇くちびるを歪ゆがめる。


　今の一瞬で、ジェラールから離り脱だつしたオルトヴィーンは、みかんとラピスを拾い上げ、[image: ]ハガラズのルーンによって、襲おそい来る剣からいつきを救ったのである。


　当然、その代だい償しようは安くはなかった。


「……傷は？」


「わりと重い。さっきから腰こしから下が氷につかってるみたいだ。やっぱりあの術式とは相あい性しよう最悪だった」


　交こう錯さくしかけた状態から、ジェラールを振ふり切った結果である。


　心眼の境地で振るわれた老騎き士しの剣は、高速戦せん闘とうに入ったオルトヴィーンを捕ほ捉そくするに足りたのだ。しかも、あの剣は人じん狼ろう化による再生能力さえ阻そ害がいするらしく、いっかな血の止まる様子は見られなかった。


「動ける？」


「後五分プラスマイナス三十秒。それ以後は保証なし」


「分かった」


　そう言って、いつきは空を仰あおぐ。


「黒羽も、大だい丈じよう夫ぶ？」


「う、うん」


　黒羽も、先のオルトヴィーンの突とつ撃げきに合わせて、双ふた子ごの騎士から離脱していた。


　霊エーテル体とはいえ、〈銀の騎士団〉の剣に斬きられれば致ち命めい傷しようとなるし、実際少女の顔は青ざめている。


　それでも、けして戦いから逃のがれようとはしない、強い決意が瞳ひとみにあった。


「ありがとう」


　と、いつきが言う。


　それから、振り返った。


　いつのまにか、クロエの隣となりに、騎士総長たるジェラールがたたずんでいた。


「──大した従僕だな。今の一撃、そちらに気をとられなければ、俺の方がやられてたぞ」


　老騎士が、軽く首を叩たたく。


　その首元が、真しん紅くの血によってしとどに濡ぬれていた。動脈のすれすれをやられたのだろう。こちらもまた、軽傷とはいえない身体であった。老人の纏まとったケープは、今もゆっくりと真紅の領土を広げている。


　対して、


「その場合、オルトくん以外は全員やられてました」


　あっさりと、いつきが言う。


　あの状じよう況きようでも、少年の妖精眼グラム・サイトは戦場を認にん識しきしていた。突発的とも思えたオルトヴィーンの介かい入にゆうは、ほかに選せん択たく肢しのない行動アクシヨンでもあったのだ。


「じゃあ、今から仕切り直しかね？」


「はい」


　うなずいた少年に、ジェラールは顎あご髭ひげを撫なでた。


「だが、分かったのじゃないかな。君の結社と〈銀の騎士団〉では、底力はこちらが上だ。なんなら相性が……と言ってもかまわんが」


「……正直、負けるかも、とは思ってました」


「ほう」


　ジェラールは、片目をつむる。


　双子の騎士が、その背後に詰つめる。


　戦闘続行の様子に、彼らも陣じん形けいを固めたのだ。


　状況は振り出し──どころではない。〈銀の騎士団〉の戦闘力は大きく〈アストラル〉を上回っていると証明された。今の緒しよ戦せんこそ、オルトヴィーンの機転で痛み分けに持ち込めたが、その差が埋うまることはありえまい。


　だが。


　いつきは、言う。


「あなたの言う通り、相性は最悪。単純に地力でも〈アストラル〉は〈銀の騎士団〉に劣おとるでしょう。……それでも」


「いつき、様？」


　クロエが、ジェラールの隣で眉まゆを寄せる。


　今度こそ終わりだろうと、少女は思っていたのだ。


　決着がつけば、これ以上争う必要もない。これだけの善戦をしたいつきが相手ならば、騎士総長も無下に扱あつかうまいと考えていた。


　しかし。


　少年は、きっぱりと言った。





「……それでも、勝つのは僕らです」





　いつきの宣言に──ジェラールは、淡あわく笑った。





　　　　３




　この期ごに及およんでも、ジェラール・ド・モレーはまったく油断していなかった。


　いつきの看破した通り、この老騎士を騎士総長たらしめているのは、異常なまでの執しゆう念ねんと用心深さである。この場で正面衝しよう突とつに来た〈アストラル〉が、何らかの切り札を用意していることを、無論彼は想定していた。


　だからこそ、その切り札を上回る手段を、準備させていた。


　滑すべるような歩みで、外庭の一点へと移動する。


「ジェラール様！」


　そのクロエの声に、制止する響ひびきがあるのも理解している。


　だから。


　くっ、とジェラールは笑う。


（──お前には分からんだろうな）


　老騎き士しは、淡いほろ苦さとともに思う。


　それは、クロエの甘さだ。


　純じゆん粋すいな魔ま術じゆつや剣けんの技量だけなら、とうに自分を超こえているくせに、この少女はどうしてもある一線を越こえようとしない。冷静冷れい徹てつな、騎士の視座になりきれないのだ。そういう性質を、老騎士は好もしくも思っていたのだが、今ばかりは賛同できなかった。


（──こいつらは、叩こうが砕くだこうが、必ず這はい出してくる）


　それだけの強さを、幼くても秘ひめている。


　けして侮あなどってはならない条件が、その精神こころに根付いている。


　信しん仰こう。


　信念。


　生き様。


　名前は、どうでもいい。


　つまるところは、目に見えない、精神こころの支えだ。


（それを潰つぶすには、圧あつ倒とう的な『力』で精神こころの底を抜ぬくしかない）


　そのことを、知っている。


　自らが信仰を素地とする修道騎士であるからこそ、ジェラール・ド・モレーは強きよう靭じんな精神の戦術的効果を侮らない。


　移動するのは、最初に儀ぎ式しきの失敗で倒たおれた四人の正騎士の方角。


　彼らが運んでいた荷物の、すぐそばへ。


「──箱？」


　その荷物の中に、古めかしい金属の箱があるのを、いつきは見た。


　刹せつ那な、銀の光が流れた。


　溶よう接せつされていた箱の封ふう印いんが、老騎士の一ひと太刀たちで断たち切られたのだ。


　雪崩なだれのように地面へこぼれたのは、大量の古ふる釘くぎだった。


　それを見るや否いなや、


「…………っ！」


　傷ついていたオルトヴィーンが、硬こう直ちよくしたのだ。


「オルトくん!?」


　いつきの声を聞いても、少年魔法使いの痙けい攣れんはやまなかった。かろうじて両の足で地面を踏ふみしめたまま、ガタガタと背中を震ふるわせていた。瞳ひとみさえ焦しよう点てんが合わず、心臓のあたりを押さえたまま、何度となく白目を剝むきかけていた。


「さすがに敏びん感かんだな。この釘の意味が分かったらしい」


　オルトヴィーンの様子を見やり、老人は錆さびた釘の数本を拾い上げる。


「聖せい釘てい……だよ」


　誰だれもが、十じゆう字じ架かは知っているだろう。


　さる一神教の救世主が、処しよ刑けいの際に打ちつけられたカタチの模も倣ほう。


　その処刑で、救世主の両手両足を十字架に打ちつけた釘をさして、聖釘という。


　だが、これらの聖遺物は、同時に贋にせ物ものの山でもあった。


　聖釘だけでも、現在正式に祭られているもので数十本。


　救世主のかかっていた聖十字架たるや、欧おう州しゆう全域で数トンにものぼるという。これらの聖遺物の一部を、〈銀の騎士団〉は保有していたのだ。


「どれが本物かは俺たちにも分からん。ここにあるのは中世から聖釘だと祭られてきた品の寄せ集めに過ぎんからな。……だが、こと魔術においては、本物にこだわる必要がない」


　釘の一本を握にぎりしめながら、老人は笑う。


　太い釘だ。


　成人男性の、親指ほどの太さがあった。


　それを持ち上げて、


「本物だと信じられた、その歴史があればいい！」


「な──っ！」


　いつきは、息を止めた。


　老人は、その釘を、自らの右手首に打ち付けたのだ。


　ぐしゅ、と嫌いやな音がした。肉が裂さけ、老いた骨と金属が擦こすり合う音であった。


　しかし、ジェラールはかすかに顔をしかめたきりだった。


　さらに、左手を穿うがつ。


　釘を穿ったままの手を使い、さらに右足首を、左足首を釘にて穿つ。


　それは、かつて十字架にかけられた一神教の救世主の再現。処刑の際、救世主が受けた傷さえも、かの一神教では信仰の対象となっていた。


　つまり、聖せい痕こん。


　ならば、これは類感魔術。


　同じカタチをしたものは同じ性質を持つという──救世主と同じ傷をもって、救世主と同じ『力』を得ようという、〈銀の騎士団〉の秘ひ奥おうたる魔術。


「そん……な……」


　黒羽が、言葉を無くした。


　ほかの誰も、動こうとはしなかった。


　もしも〈アストラル〉が迂う闊かつな動きを示せば、双ふた子ごの騎き士しが介かい入にゆうしたことだろうが、そもそもあまりの痛々しい光景に、全員動きを止めていたのである。


「か、は……」


　両手両足に、大きな穴をつくって、老騎士は微び笑しようした。


　残った釘がずるずるずると動き、老騎士の剣けんにまとわりついて、どろりと熔とけた。あたかも溶よう鉱こう炉ろで融とかされた鉄のように、過か剰じような呪じゆ力りよくで赤熱した釘はそのままひとつとなって寄り集まり、ひどく大おお雑ざつ把ぱで巨きよ大だいな聖十字剣クルセイダーソードと化したのだ。


「はっ──」


　と、激痛に耐たえたジェラールの喉のどが震えた。


「はああはははははははははあははははははははははははははははははははははっ！」


　笑う。


　哄こう笑しようする。


　以前、ジェラール・ド・モレーを評して、ラピスはこう言ってなかったか。


　狂きよう乱らんの騎士、と。


　これこそが、その本ほん性しよう。


　これこそが、そのふたつ名の理由わけ。


　振ふるった剣が、そのまま大地を裂く。身体からだから放散される呪力は、桁けた違ちがいに膨ふくれ上がり、たったひとりで洋館全体を覆おおわんとするほどであった。類感魔術で形成された聖痕と聖十字剣クルセイダーソードは、ともに呪力をもって共鳴しあい、さらに純度を増していく。


「……あ……あ……」


　その余波だけで、オルトヴィーンの痙けい攣れんも増していく。


『異い端たん』を害するその呪力を受けて、十字架を見た吸きゆう血けつ鬼きのように、オルトヴィーンは指一本動かすことさえかなわなかった。


　これほどの呪力をもってすれば、小細工は不要。


　そう言うごとく、老騎士はゆっくりと身を屈かがめ、前ぜん傾けい姿勢から鉄てつ塊かいそのものの聖十字剣クルセイダーソードを斜ななめ上方へと掲かかげた。


　ごっ、と大地が揺ゆれた。


　地じ震しんとさえ紛まごう、凄せい絶ぜつな踏ふみ足。


　渾こん身しんの、突撃チヤージ──！


「ラジエル！　サリエル！」


　その両りよう翼よくを、双子の騎士が固めた。


　老騎士が、この一合で一気に勝負を決めるつもりなのは理解できた。


　それに足る、十分以上の呪力が今の老人にはあった。


　まるで、一頭の竜りゆうのようだ。


　いつきにどんな切り札があろうとも、切り札ごと叩たたき伏ふせるための手段。


〈アストラル〉の全員を切り倒たおさんと、その鉄塊が斜め上方から一気に振り落とされる。





「アーメンかくあれかし！」





　──その、老騎士の怒ど号ごうに、





「イィ──エヤァ──！」







清せい冽れつ極きわまる気合いが、相打った──







　誰だれもが、目を見張った。


　騎士総長ジェラールの纏まとっていた壮そう絶ぜつな呪力が、まるで炎ほのおを近づけられた霜しものように、瞬またたく間に消散したのである。いや、その現象自体もさることながら、より信じがたいのは眼前に繰くり広げられた光景であった。


「……で、できたあ！」


　葛城みかんだった。


　そして、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな有様だった。


　老騎士の両翼についた双ふた子ごの騎士さえも、その光景に停止せざるを得なかった。


　たかが榊さかきの枝に過ぎぬみかんの玉たま串ぐしが、およそ数十キロはあろうかという鉄の塊かたまりを受けきっていたのである。


　神しん道とうの技術。


　名を、雄詰おころび。


　結界として周囲を守る〈禊みそぎ〉とは異なり、魔術が現出するその段階で呪力自体を散じさせる──積極的な防ぼう御ぎよ手段であった。


　さきほどルーンの黒風をクロエが斬きり払はらったのとは、似て非なる業わざ。


　魔術の現象ではなく、呪力そのものを打つ秘術。


「……それは……なんだ」


　老人は、低く呻うめいた。


　聖十字剣クルセイダーソードは、少女と少年の頭上でとどまっている。


　ぶるぶると震ふるえながら、それ以上先に進めない。榊の枝がまるで神かみ代よの宝剣と化したかのように、物理現象に反したまま両者ともに動かない。


（何が……起きてる……）


　困こん惑わくが、老騎士の脳を揺さぶった。


　いかな神道の秘術であろうが、今のジェラールの突撃チヤージを止めるような奇き蹟せきは不可能のはずだった。雄詰おころびが呪じゆ力りよくを直接断たつ技術であるにせよ、せめて半分程度の呪力がなければお話にもならぬ。


　その正体も、老人の感覚はうっすらと捉とらえていた。


　みかんの隣となりに、ぼんやりと、目には映らぬ呪力の塊が浮うかび上がっていたのだ。


（これは……何だ……？）


　魔ま法ほう使つかいの瞳ひとみですら認にん識しきしきれない、呪力の塊。


　絶大な呪力を持っていることだけは分かるのに、それ以上がまったく探さぐれない。


「……ごめんなさい。これも、多分反則です」


　伊庭いつきのアカイロの瞳が、こちらを見上げていた。


「……いつもの方法で、いつものように潰されると、どうしようもなかったです。あなたが言ったように、〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉じゃ地力が違う。だから、切り札を切ってもらおうと思いました」


「…………」


　少年の言葉の意味を、老人は判じかねる。


「僕の『力』では、この子を起こすことができないから、あなたの『力』を利用しました」


「起こした……だと？」


　鸚おう鵡む返がえしに、嗄しわがれた声でジェラールは問う。


　ただ、最前の会話が、とりとめなく脳のう裏りに浮かんだ。あの儀ぎ式しきで、四人の騎き士しが倒れたときの、オルトヴィーンの言葉。





　──『勘かん違ちがいするなよ。今のは、うちの誰も手を出してない。おおよそ、おかしな手を出されたから……霊脈レイラインの方が怒おこったんだろ』


　──『うちの社長は、ここの竜りゆうのお気に入りだからな。わざわざ霊穴パワースポツトにある工こう房ぼうでちょっかい出されたら、呪力に仕し掛かけを施ほどこしてもおかしくない。……気絶したのがお前たちじゃなかったのは残念だけど』





　その意味を、今少年が語る。


「先に、この外庭で術式を組んでました。この土地で魔術を使うことが、出来る限り大きく霊脈レイラインを刺し激げきするように。さっきの儀式で、そちらの騎士の人が倒れたのもそれが理由です」


　いつきが仕掛けていた、最後の罠わな。


　老人にも、ようやっとその罠が分かった。


　外庭の三方に、ルーン文字が浮き上がっていたのだ。


　最初、儀式をする段に発見されなかったのは、それらが〈銀の騎士団〉に害なす魔術現象を起こすのではなく、あくまで呪力を霊脈レイラインに届けるという機能にとどまっていたためだろう。
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　単独でも意味をなすルーン文字は、複数組み合わされたときにこそ真価を発揮する。


　この三つの組み合わせは、知覚のルーン。


　すなわち、眠ねむれる竜にさえ地上の騒そう乱らんを届けるほどの、鋭えい敏びんな知覚力を与あたえるルーン。


　ぼんやりと浮かんだ呪力の塊に、いつきは淡あわく微び笑しようした。


「久しぶり。……おはよう、アストラル」


　それが結社の名ではなく、この土地を走る霊脈レイライン──竜の名前であるなど、ジェラールには理解できなかった。


　人によって名付けられた竜が、名付け親である少年に『力』を貸す現象など、さらに理解の外であった。ただ、何らかの存在によって供給された呪力が、葛城みかんの雄結おころびを増強したのだろうと、それだけを理解した。


「……く、そ……っ！」


　動かぬ腕うでに、無理矢理に力を込こめると、聖十字剣クルセイダーソードにひびが入った。


　あたかも元の姿を思い出すように、まとわりついた聖せい釘ていがほどけ、本来の剣けんへと戻もどったのである。


　それと同時に、玉たま串ぐしで押さえていたみかんも、がくりと前へのめった。


「……ご、ごめん。お兄ちゃん社長、もう、力入らない……」


　先の雄詰おころびで精せい魂こんも呪力も使い果たしたか、ぐらりと揺ゆれた少女の脇わきから、すっと人ひと影かげが入り込む。


　みかんを優やさしく寝ね転ころばせ、いつきがジェラールの懐ふところへと潜もぐり込んだのだ。


「っ!?」


「……〈銀の騎士団〉の戦術は、あなたを中心に成り立っています」


　低く腰こしを落とした姿勢で、いつきが言う。


「あなたの突撃チヤージは誰だれにも止められない。最大最強の威い力りよくをもって、相手の陣じん形けいを崩くずし、崩れた敵方を追討する。騎兵戦術の基本ですよね？」


　囁ささやきは、老騎士の脊せき髄ずいを突つき刺さすようだった。


　あまりにも接近しすぎた間合いは、剣を振ふるうにも近すぎる。その間合いを保持しながら、少年が続ける。


「……だから、それが止まれば、動けなくなる」


「ラジエル！　サリエル！」


　老騎士の指令に、双ふた子ごの騎士が動いた。


　同時、いつきも叫さけぶ。


「黒羽、ラピス──社長命令！」


　ジェラールを牽けん制せいしながら、少年は続けた。





「ラピス、二時方向七歩先へ万物融化剤アルカヘスト！　黒羽、四時方向三歩先へ騒霊現象ポルターガイストで土ど砂しやの壁かべを！」





　今度は、老騎士の指示に、いつきのそれが間に合ったのだ。


「封ふう印いん術式七番、開封。キーワード──哲てつ学がく者しやの卵には硫い黄おうと水銀を、第五元素プネウマの夢はすべてを溶とかせ！」


　双子の騎士よりも速く、ラピスの万物融化剤アルカヘストが投とう擲てきされ、いつきの二時方向、七歩先の大地を溶かす。


「ええい！」


　同時、黒羽の騒霊現象ポルターガイストもまた、いつきの四時方向、三歩先に土の壁を形成する。


　無論、双子の騎士もそれに対処しようとしているのだが、足並みがすでに崩れていた。


　いつきの指し摘てき通り、老騎士の突撃チヤージを起点とする〈銀の騎士団〉の戦術は崩ほう壊かいしていたのだ。結果、迅じん雷らいにも紛まがった騎士たちの連れん携けいは見る影もなく遅ち滞たいし、いつきの指令が間に合うようになっていた。


「く──！　余計なことを！」


　老騎き士しの妨ぼう害がいも間に合わぬ。


　いつきの位置どりが絶ぜつ妙みようで、剣や魔ま術じゆつを振るうに至らないのだ。


　緩かん急きゆう自在のフットワークはもちろん、剣けん撃げきを当てようとすれば懐ふところ深くへ入り込み、魔術を行使しようとすれば、小刻みな拳こぶしを連打してこちらの集中を途と切ぎらせに来る。


　これもまた、妖精眼グラム・サイトの先読みだった。





「ラピス、三時方向六歩先へ、氷化剤ざい投擲！」


「黒羽、四時方向八歩先へ、騒霊現象ポルターガイストで烈れつ風ぷうを！」





　矢や継つぎ早ばやに下される指示が、すべて少年を中心に、魔術現象を引き起こす。


　それは、いつきの新しい戦い方。


　かつてのいつきは、特とく殊しゆな妖精眼グラム・サイトによって〈アストラル〉を自分の身体からだ同然に指揮した。


　先代の伊庭司は、卓たく越えつした洞どう察さつ力を元に、敵の魔術と対応するフォーメーションを構築することで、常に有利な戦場をつくりあげた。


　しかし、ただの妖精眼となった伊庭いつきでは、どちらも届かない。呪じゆ力りよくを見み極きわめられる精度は低く、効果的な範はん囲いもたかが十数メートル。社員を直接扱あつかえるような能力など夢のまた夢だ。そんな少年が戦場を指揮したところで、得られる成果はたかがしれているだろう。


　だから、少年は自分を座標の基準としたのだ。


　自分自身で戦場の中心に入り込み、そこを基準とした先読みに限定することで、指令の効率を最大化した。


　無論、その危険リスクは高い。


　いつき自身はまともな魔法使いでもないし、そもそも司し令れい塔とうである少年が最前線に出ることなど、考えるまでもなく愚おろかな行こう為いだ。


　それでも、そうせずにいられなかった。


（────っ！）


　脳が、過熱する。


　アカイロの視界がぼんやりと歪ゆがみ、正常と異常とをコンマ秒で繰くり返す。


　自分だけの痛みではないと、今は知っていた。魔法使いならば、皆みんなが経験してきた苦痛である。こちら側の常識を突き破り、非現実な認にん識しきを脳に適用させるための、不ふ可か避ひの痛み。


　その痛みと引き替かえに、黒羽とラピスは双子の騎士を足止めし続ける。


　いつきも、その拳でジェラールを食い止め続ける。


　たまらず、老騎士が吼ほえた。


「──クロエ！」


　ひとり控ひかえていた女騎士が、その指示に走る。


　いつきの視界の外から、誰だれにも妨害されぬよう、迂う回かいの円を描えがいて。


　しかし、


「──オルトくん、六時方向三歩先へ、氷のルーン！」


　少年の声に、果たして応こたえはあった。





「汝なんじは氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」





「汚らわしき邪悪なるものよ！　汝の座へ還れ（Recedite malus polluti. Tuis domum redire）！　アーメンかくあれかし！」





　咄とつ嗟さに、少女の剣が持ち替えられ、大地に突つき刺ささる。


　すると、転げた[image: ]イーサのルーンから生じたおびただしい氷の茨いばらが、残らず剣の影へと吸い込まれたのである。


　きっ、と少女は顔をあげた。


「まだ……動けたのですか？」


「親切に忠告してくれた猫ねこがいてね。あらかじめ保護と癒いやしのルーンも使っておいた。効くのに時間がかかったけどさ」


　青い顔で、オルトヴィーンは苦く笑しようした。





　──『あなたが恐おそれるべきは、魔術より精神こころ。剣より釘くぎ。生ける者より死せる者。墓所の中身には、気をつけなさい』





　精神こころとは信しん仰こう。


　釘とは聖せい釘てい。


　死せる者とは、釘に『力』を与あたえた過去の信者たちであったか。


　通常、聖遺物を収められてきたのが教会の地下墓所クリユプタであることを考えれば、ヘイゼル・アンブラーの忠告は十分に過ぎた。それ専用の保護と癒しのルーンを刻むのは手間だったが、それがなければ、今もオルトヴィーンは立ち上がれなかったろう。


「馬鹿（Dummkopf）」


　一いつ瞬しゆんだけいつきを見て、ぽつりと言った。


「ここは止めておいてやる。さっさと終わらせろ」


「うん」


　少年も、うなずいた。


　互たがいに視線は交かわさず、ただ、目の前の敵と向かい合う。


　オルトヴィーンは、クロエへと。


　いつきは、ジェラールへと。


「…………」


　老騎き士しは、何も言わぬ。


　もはや、双そう方ほうの手て駒ごまがすべて抑おさえられた状態であった。


　魔術決闘フエーデの条件からすれば、どちらかの結社がどちらかの首領を押さえなければ、この戦いは終わらない。


　互いが、互いの身をもって決着をつける以外に、この幕の閉じることはありえなかった。





　　　　＊





　至し近きん距きよ離りで向かい合ったまま、両者は動かなかった。


　あまりに近すぎて、まるで抱ほう擁ようされているような格好だった。


「……ここまで、追いすがるかよ」


　と、老騎士はこぼした。


「……ここまで、追いすがりました」


　と、少年は答えた。


「情けないことに老体でな。この傷じゃ、あまりやんちゃできそうにない」


　老騎士の笑えみは、かすかに苦かった。


　その首元を染めた真しん紅くが、ますます領土を広げている。聖せい釘ていによる傷ではなかった。重要な筋肉と血管を避さけた聖せい釘ていのそれと違ちがい、オルトヴィーンにやられた傷の出血は止まっていないのであった。


「こっちも、オルトくんが倒たおれたら僕の負けです。言われてるのは、後二分です」


「そりゃ好都合だ。互いに短期決戦といけそうじゃないか」


「そうですね」


　いつきも、微び笑しようする。


　ふたりが、構える。


　間合いは格かく闘とう戦のまま。


　離はなれて仕切り直すほど、いつきもお人ひと好よしではなかった。


　もとよりジェラール・ド・モレーは、剣けんの達人だ。いくら妖精眼グラム・サイトで先読みしたところで、この至近距離の有利をなくせば、自分の勝利など欠片かけらも望めないだろう。いつきが抗あらがえているのは、みかんが切り開いたこの間合いあってのこと。


　神経を張り詰つめたまま、いつきは三体式の構えを取り、ジェラールは上段へ剣を掲かかげた。


　互いに、はっきりと認にん識しきできていたのは、そこまでだ。


　極度の集中で、世界がねじ曲がっていく。


　やがて、余分な思考が消える。


　余分な臭においが消える。


　余分な音が消える。


　余分な色が消える。


　戦いのために不必要な要素が、脳から削けずり落とされていく。戦いのための刃やいばと化し、その研とぎ澄すまされた精神こころだけが相手を映す。





　銀光──一いつ閃せん。





「おおお！」


　腕うでを折りたたみ、ジェラールは懐ふところの少年へと切り落とす。


　頭上より迫せまり来る死の気配を感じながら、いつきは自らの腕を伸のばす。


「僕、は──！」


　吼ほえた。


　剣を振ふり落とさんとするその腕をめがけ、ただ自分の両手を螺ら旋せん状にひねりあげる。


　無心。


　無念無想。


　その手の甲こうがジェラールの肘ひじを捉とらえたことは、まさしく天運。これから千回やっても同じ結果は望めない──いつきにとって会心の一事。全身の勁けい力りよくを打ち込み、老騎士の剣を身体からだの脇わきに滑すべらせる。


　異様な熱さが、左肩かたから二の腕をぞりっとこそげ落としたがすべて無視。


　ねじりあわせた手を交差し、相手の頭部へと掌てのひらを振り落とす。


　金きん行ぎよう劈へき拳けん！


「──くぉっ！」


　さしもの老騎士が、悶もん絶ぜつした。


　打ち込まれた掌は、単なる打だ撃げきにあらず。


　中国の魔ま術じゆつ思想──万ばん物ぶつを構成する五行の、その金行を意味する呪じゆ力りよくの発はつ露ろ。元来魔法など使えぬいつきが、妖精眼グラム・サイトの支し援えんをもって初めて成せる業わざ。


　そして、五ご行ぎよう拳けんはこれにとどまらない。


　硬こう直ちよくした老騎士へ、半歩斜ななめ前へと進み、少年の腰こしと両足から『力』がしぼりあげられる。


　大地からの反発を十分に伝え、悶絶した老騎士の顎あごを抉えぐる天空への拳こぶし。


　水すい行ぎよう鑚さん拳けん。


　金生水の理ことわりをもって相乗された呪力が、なお勢いを増す。


　さらに、斜めへ半歩。


　相手の目測を常に誤らせつつ、これまでの拳のベクトルを十全に活いかす。


　身体に巡めぐる呪力と勁力に一定の方向を与あたえ、水生木の理で三乗される『力』を必死にコントロールする。地面を踏ふみしめた震しん脚きやくから、大たい砲ほうのごとく打ち出される拳。


「おおおおお！」


　ジェラールの鳩尾みぞおちを撃うち抜ぬく、中段突づき。


　木もく行ぎよう崩ほう拳けん。


　いつきの得意とする三連続──魔術打撃。


　だが。


（止まっ、た──！）


　ジェラールは、にんまりと笑った。


　老騎き士しの鍛きたえ上げた肉体は、これにも耐たえたのだ。


　聖せい釘ていの呪力強化を断たち切られながら、驚きよう嘆たんに値する耐たい久きゆう力だった。咄とつ嗟さに自らの呪力を防護へと回し、老騎士は少年の猛もう攻こうを凌しのいだ。この瞬しゆん間かんを待っていた。


（こ、こで！）


　剣を握にぎった手に、力を込こめる。


　出血多量の身に、チャンスは一度しかない。


　乾けん坤こん一いつ擲てきの文字通りに、残った呪力と体力のありったけをこの剣へ託たくす。


　片手殴なぐりに振るう刃は、最後にして最大の一撃であった。


　その剣の軌き跡せきの内側へ、いつきは飛び込む。


　先と同じように、半歩。


（まさか……まだ!?）


　そう。


　いつきの打撃は、終わっていなかった。


　この一年半研けん磨まし続けて──ついに冬の修行の際、隻蓮より教示された残りの二手。


「ああああああっ！」


　咆ほう哮こうは、四乗する呪力の猛たけりか。


　捻ひねりあげた肘で、ジェラールが剣を握る手を外側にはねのける。


　妖精眼グラム・サイトによる先読みを、すでに意識もしていない。ただ無意識に老騎士の右脇へと滑り込み、脇腹へ放つ一打。


　その拳は、まさに炎ほのおを打ち込まれたかのように、ジェラールには思えたか。


　火か行ぎよう炮ほう拳けん。


「があっ！」


　ついに防護の呪力が底を尽つき、老騎士の喉のどが苦鳴をあげた。


　それでも、身体は反応する。


　ジェラールの意思ではなく、戦場で鍛えられた防衛本能が、その四し肢しを衝つき動かす。


　しかし、その手もたやすく捕とらえ、いつきは腰をぐるりと回した。


　もはや勁を生み出す必要もなかった。


　十分な呪力が自分の内に巡っており、それは敵方へ打ち込まれる瞬間を今か今かと待っている。そうしなければ、自分の身体が爆はぜてしまいそうなほどの呪力だった。


　ジェラールの動きさえも組み込み、呪力は千せん変ぺん万ばん化かする。


　火生土。


　万物の始まりとなる土の呪力が、すでにジェラールを搦からめ捕とっている。


　まるで二身一体の舞まいのごとく、ふたりの身体が交こう錯さく。


　そして──静止した。


「…………」


「……ったく、なんだこれは」


　ジェラールが呟つぶやく。


　その唇くちびるに、苦く笑しようが戻もどっていた。


「あれだけイカサマ重ねて、最後の最後が実力勝負ってのは……ふざけすぎてないかね」


「……すいません」


　いつきが視線を落とす。


　その様子に、ますます老騎士は表情を苦くする。


「謝るな。西せい欧おうにもいいところはあってな。勝者は全取り。それが基本だよ。君は正々堂々と勝ち名乗りをあげればいい。でないと敗者も浮うかばれない」


「……はい」


　粛しゆく々しゆくと、少年はうなずく。


　寄り添そい合ったまま、いつきの拳こぶしがハンマーのように老騎士の胸へ打ち込まれていることを、誰だれが気づいたろう。


　土ど行ぎよう横おう拳けん。


　五行拳の、ひとつ。


　武術としてではなく、魔ま術じゆつ打だ撃げきとしての完成形かつ最後の一手が、老人の胸に呪じゆ力りよくを炸さく裂れつさせていた。


「ふん、極東の野や蛮ばん人じんめ」


　と、ジェラールは毒づく。


　それから、きっと昔のこの男がそうであったような、どこか爽さわやかな顔で口にした。





「……〈アストラルお前ら〉の……勝ちだ」





　膝ひざをつく。


　どお、と老騎き士しの身体からだが、前のめりに崩くずれ落ちた。


　それこそは──〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉との、魔術決闘フエーデが終わった合図であった。













[image: ]








　英国・ロンドン。





　今年の春は温暖で、この首都につきものの寒暖差も、幾いく分ぶんか和やわらいでいた。


　一部の市民は、昨年の夏の異常気象を思い出して安あん堵どしたかもしれない。ラニーニャ現象で降水量の増えているロンドンではあるが、その極きわめつけともいうべきテムズ河の決けつ壊かいしかけた事件については、いまだ記き憶おくに新しいはずだ。


　たとえそれが、〈螺旋なる蛇オピオン〉と名乗る魔術結社の仕し業わざとは知らずとも。


　──とまれ、その郊こう外がいである。


　鬱うつ蒼そうと広がる森のただ中に、一いつ般ぱんの人間には知られざる施し設せつがあった。


　さるエネルギー系の巨きよ大だい企き業ぎようが、書類上は保有する土地だった。〈協会〉の表向きの顔となる企業はいくつかあるが、ロンドンにはそのほとんどが何らかのカタチで集中している。この施設は、そうした企業の顔で〈協会〉がロンドンに築いているひとつであった。


　大学のホールめいた、会議場。


　その会衆席に、多くの魔法使いたちが居並んでいる。


〈協会〉の定例会議であった。


　事実上名目だけの寄り集まりと化していた定例会議なのだが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の出現以来、大きく出席率は上じよう昇しようし、ホールの半分ほどを埋うめていた。もっとも、それらの出席率向上がいがみ合いを増やしてもいるのは、魔法使いという集団がいかに統とう率そつしにくい人種であるかを端たん的てきに示してもいる。


　対立の多くは、〈螺旋なる蛇オピオン〉についての主張から割れている。


　すなわち、好戦派鷹と穏健派鳩だ。


〈協会〉を基準とする魔術世界へ挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけた〈螺旋なる蛇オピオン〉に対して、全面戦争をよしとするのか、対たい症しよう療りよう法ほうで補いつつ相手の実態を探さぐるのか、である。


　この定例会議が設けられて、すでに集会の回数は五指を超こえているのだが、いまだに結論が出る気配はない。


　会議は踊おどる、されど進まずという格言を地でいく状態だった。


　もっとも。


　今回の場合、魔法使いたちの腹の底に渦うず巻まいているのには、別の思おも惑わくもある。


　つまり、〈協会〉の重じゆう鎮ちんのひとつ──〈銀の騎士団〉の魔術決闘フエーデだ。


　かの魔術結社の敗北は、すでに魔術世界に広まっていた。


　だからこそ、この場の魔術結社の多くは、いかなる顔で〈銀の騎士団〉が現れるか、それを期待していたことだろう。近年、凋ちよう落らく傾けい向こうの見えた〈銀の騎士団〉が失態を犯おかしたなら、自分がその座に代わることも可能だと、そう考えた輩やからも混じっていたに違ちがいない。


　しかし。


　会議の始まる十数分前、ホールに現れたのはまったく別の人ひと影かげであった。


「……お久しぶりです」


　と、黒くろ髪かみの少年が一礼したのだ。


「〈アストラル〉社長・伊庭いつきです。若じやく輩はいながら、会議に加わらせていただけることを光栄に思います」


　揃そろった魔術結社の全員が、目を丸くせざるを得なかった。


〈アストラル〉の存在は、彼らも知っている。


　一年前はこのロンドンで、半年前は極東の京都で、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いに深く関かかわった結社。その首領が一時は禁きん忌き指定の烙らく印いんを押され、〈協会〉から追われる身となっていたことも、この場にいる者ならば周知の事実である。


「どうして……お前が？」


　と、魔ま法ほう使つかいのひとりが嫌けん悪おを混じらせて呻うめいたとき、その隣となりから答えがあがったのだ。


「私が呼びました」


　慇いん懃ぎんな口調で、〈銀の騎き士し団〉騎士総長ジェラール・ド・モレーが低頭したのである。


　七十過ぎながら、いまだ壮そう健けんな体つきの老騎士は、ひそかに魔法使いたちが期待していたものとはまるで相反した──実ににこやかな笑えみを湛たたえていた。


「……ジェラール殿どの、一体何を？」


「いえ。このたび、我が〈銀の騎士団〉と〈アストラル〉とは友好契けい約やくを結びましたもので、皆みな様さまにもお披ひ露ろ目めさせていただこうと」


　ざわ、とどよめきがホールに渡わたった。


　本来、〈アストラル〉の格付けは、定例会議に出られるほどのものではない。


　しかし、仮にもＡＡダブルエークラスの〈銀の騎士団〉のお墨すみ付つきとなると、話は違った。歴史と伝統に実質的な価値を見いだす魔法使いだからこそ、その発言を無視できなかったのだ。


　我が慢まんできず、ひとりが手をあげて発言する。


「ですが、魔術決闘フエーデには〈アストラル〉が勝たれたのでは？」


「ええ。ですから、業務提てい携けいではなく友好契約です。実を申せば、一方的に私が〈アストラル〉を気に入りましたもので」


　その言葉は、どれほどの衝しよう撃げきとなって〈協会〉の人間に伝わったか。


　しんと静まりかえったホールの中で、


「今後は、ともどもよろしくお願いします」


　伊庭いつきは、ひどく丁てい寧ねいに、もう一度挨あい拶さつした。


　その様子を、魔法使いたちは何かに騙だまされたような顔で、ただ見つめるのみであった。





　　　　＊





　会議場の廊ろう下かは、大理石のつくりとなっていた。


　ぐるりと湾わん曲きよくし、施し設せつの内周を形成する長い廊下である。


　外部からは近代的な建造物だが、そのつくりはむしろ中世か近世の城じよう塞さいを思わせる。


　実際、廊下の大理石は新しく切り出したのではなく、古い砦とりでから移し替かえたものである。新しい建材よりも、建物という概がい念ねんを長く重ねてきた品の方が、魔法使いの呪じゆ力りよくに馴な染じみやすいということで、〈協会〉の施設ではまま見られるやり方だった。


　廊下に配された照明が電灯だけでなく、古色蒼そう然ぜんとしたランプとセットなのも、同じ考え方によるものだろう。


　そんな廊下に、複数の人物が集まっていた。


「だから、一度きちんとした場を設けますから、そこであの続きを！」


　熱心に、話しているのは、クロエ・ラドクリフである。


　対して、迷めい惑わくそうに手を振ふっているのはオルトヴィーンで、彼の言い分は次の一言に凝ぎよう縮しゆくされる。


「いや、もういいだろうが。〈アストラルうち〉の勝ちで終わったんだし、〈銀の騎士団〉とも友好契約を結んでるんだろ？」


「あなたと私の個人的な決着はついていません！」


　オルトヴィーンとクロエとの対決は、結局趨すう勢せいの決まる前に魔術決闘フエーデの終わりを迎むかえてしまったのだった。


　無論オルトヴィーンからすれば、勝負などは手段に過ぎずこだわる必要もないわけだが、クロエからしてみればそれこそ目的のひとつである。


　かくして意見はすれ違ちがい、こうしてふたりでやりあっている案配だ。


「お兄ちゃん社長遅おそいねえ」


「会議は時間がかかるって言ってましたから」


　黒羽とみかんは、互たがいにしりとりやら折り紙やらをしながら、時間を潰つぶしていた。


　会議場には、階層ごとに多くの扉とびらが設けられている。


　一いつ般ぱんに、魔法使い同士は必ずしも良好な関係ではないため、予期せぬ争いが勃ぼつ発ぱつしないよう、それぞれの魔術結社ごとにホールへの出入り口を設けてあるのだ。


　彼らの近くにある扉は、〈アストラル〉のようなゲストが通るためのものであった。


　じいっと、その扉を見つめていたラピスが、


「……あ」


　と、声をあげたのだ。


　たたっと走り寄る少女は、淡あわい淡い笑えみを浮うかべた。


「いつき」


　少女が声をあげたそのとき、ちょうど門が開いて、黒くろ髪かみの少年が現れたのである。


　それを見て、クロエもすぐに駆かけ寄り、問いかけた。


「総長はどうしました？」


「あの人は、まだ会議中。でも、〈螺旋なる蛇オピオン〉については、とりあえず全面抗こう戦せんよりも調査を進めるっていうカタチで納なつ得とくしてもらえそう。一番タカ派だったのはジェラールさん本人って話だし、それがいきなり裏返ったから、みんな困こん惑わくしてるみたい」


「そうですか」


　クロエが微び苦く笑しようする。


　なんとなく、その様子が愉ゆ快かいだったのだろう。


　陰いん謀ぼう渦うず巻まく魔ま法ほう使つかいの集会は、少女の思う騎き士しとしての在り方とはほど遠いに違いない。


「結果から言えば、それが〈銀の騎士団〉にとっても得だからでしょう。そこまで派手なイベントを起こせば、魔術決闘フエーデに負けた評判なんて消し飛んでしまうでしょうしね」


「ジェラールさんらしい、のかな？」


「まったくです」


　神しん妙みように、クロエがうなずく。


　それにぷっと噴ふき出してしまってから、いつきは改めて訊きいた。


「クロエさんは、まだ〈協会〉の担当？」


「ええ。先の魔術決闘フエーデでの所属復帰は一時的な措そ置ちでしたし、しばらくは〈アストラル〉の担当としてお世話になるかと思います」


「いや、こちらこそ」


　いつきが頭を搔かく。


　クロエもまた、なんとなく視線をそらした。


　落ち着かない感じで、そわそわと自分のイヤリングへ触ふれる少女に、


「……へえ」


「……ふうん」


　オルトヴィーンと黒羽がそれぞれ反応する。


　ふたりとも、なんだかちょっぴり不ふ愉ゆ快かいそうな表情であった。


　それから、クロエはこう切り出した。


「……ひとつ、言い忘れたことがありまして」


「はい」


「今回はいろいろご迷めい惑わくをおかけしましたので……その、少しだけ、サービスを追加しておきました」


「サービス？」


　眉まゆをひそめたいつきが、はっと息を止めた。


　少年だけではなく、これはラピスを除く〈アストラル〉の全員がそうしたのだ。


　まるで、信じられない何かを聞いたかのようだった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ！」


　そんな鳴き声をあげて。


　こちらへ、四匹ひきの猫ねこが駆けてきたのである。


　そんな四匹が、ほかにいるはずもない。そんな四匹と一いつ緒しよにいる者たちも、ほかにいるはずがない。


　廊ろう下かの向こうに、ふたりの人ひと影かげがあったのだ。


　片方は、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねに白いシャツを着た、栗くり色いろの髪の少女。


　もう片方は、縁なしの眼鏡をかけ仕立ての良いジャケットを纏まとう、いぶし銀の髪の青年。


　ぱあ、といつきの顔が輝かがやいた。





「穂波！　猫屋敷さん！」





　その声に、ふたりとも唇くちびるをほころばせたのである。


「いっちゃ……社長……えと」


「社長でいいんですよ、私たち、形式上は〈協会〉に派は遣けんされてるだけなんですから」


　戸と惑まどう穂波の横で、くすくすと猫屋敷が笑う。


「ちょうど休日だったところを、そちらのクロエさんに誘さそわれまして。今日、ここで〈アストラル〉の皆みんなが集まると。──社長、ずいぶん大きくなりましたねえ」


「……あ」


　背せ丈たけを測るみたいに、猫屋敷の手がこつんと額にあてられて、いつきは言葉を失う。


　いろんな言葉があったはずなのだけど、それで詰つまってしまった。


　くすぐったそうに鼻び梁りように皺しわをつくって、ぽつりと言った。


「……猫屋敷さんも、そんな格好になっちゃって」


「む、皆それを言いますね」


　顔をしかめて、猫屋敷が自分の着たチャコールグレイのベストに触れる。


　縁なしの眼鏡にしろそのベストにしろ、わりと洒落しやれた代しろ物もののはずなのに、今の猫屋敷が着ると、それこそ服に着られてるような感じになってしまうのだった。


「ねえ、猫屋敷さん！　〈協会〉のお仕事ってどんなの！」


「とりあえず猫屋敷さんは、こっちに手紙を出してくれないわけから教えてくれるべきだと思います！」


「あ、や、待ってください！　それはほら！　やっぱり〈協会〉の守秘義務とかあってですね。それはほら私だって、いろいろ猫自じ慢まんとかしたかったですよ！　こちらはペット大国だけあって日本よりずっと餌えさやグッズの揃そろえが良いですし！　ほらもう玄武の毛皮とかこんなにつやつや！　まさに毛並みレボリューション！　朱雀も青龍もますます元気で、白虎なんてしょっちゅう植うえ木き鉢ばちをひっくり返しまして。私の一日といえばもう彼らの悪戯いたずらで、至高の幸せに包まれるところから──」


「……なんで、格好より、そういうところが変わらなかったんだ」


　みかんと黒羽が苦く笑しようし、オルトヴィーンが額を押さえる。


　本当に、相変わらずの光景。


　穂波は、そんな古巣の様子に微び苦く笑しようしてから、くるりといつきの方を向いた。


「──どうかしたん？　あたしも変？」


「あ、ううん……穂波の格好は、よく似合ってると思う」


「そ、そう」


　つん、と少女は硬かたくうなずいたが、今度は自分から聞いた。


「怪け我が、あらへん？」


「ちょっとだけ。でも、穂波が残してくれた薬を使ってるから」


　左手の肩かた口ぐちには、まだ鈍にぶい痛みが残っている。


　老騎き士しの最後の一いち撃げきは、浅くとはいえ少年の肉をこそげ落としていたのだ。穂波のつくった魔法薬パナケアがなければ、まだ腕うでを動かすのも苦痛だったろう。


「相変わらずやね」


「……多分」


「無茶もしてるわけやね」


「ごめん」


「ま、いっちゃんやもんね」


　仕方なさそうに、穂波は目を閉じた。


　いつもみたいな言葉。


　いつもみたいなやりとり。


　その一言一言に、穂波が万感の想おもいを込こめていることを、今のいつきは理解できる。いつものやりとりであるために、あふれだしそうな何かをこらえているのだと、理解できてしまう。


　長い睫毛まつげを震ふるわせ、両手のしなやかな指を絡からめて、うん、と穂波は背せ伸のびした。


「ホント、いっつも人に心配ばっかりかけさせるのは、一人前なんやから」


「……は、はい」


　申し訳なさそうに首をすくめたいつきに、


「で？　今回のは誰だれに指図してもろたん？」


「え？」


「猫屋敷さんとも話してたけど、今回のやり方決めたんは、社長やオルトヴィーンだけやないやろ？　考えたんは社長かもしれんけど、アドバイザーはほかにいないとちょっと説明つかへんもん」


「え、と……そ、それは……」


　いつきの言葉が微び妙みように濁にごる。


　その少年の様子に、穂波が首を傾かしげる。


「ん、何？　言えへんのやったら別にかまわへんけど……」


　すう、と覗のぞき込むように顔を近づけたところで、





「──おお、全員揃そろっているようでござるな」





　と、今度は穂波たちが来た反対方向から、新たな声が生まれたのだ。


　こちらは真っ黒な袈け裟さを纏まとい、しゃんしゃんと鳴る錫しやく杖じようを手にした僧そう侶りよだった。あちこち傷だらけの顔と、金属の手しゆ甲こうをつけたたくましい腕を見るまでもなく、その正体は明らかであった。


　密教僧そう──〈アストラル〉密教課契けい約やく社員・隻せき蓮れん。


　ばかりか、その背後には、黒白の服装に身を固めたダフネも従っていた。


　このふたりも、〈教会〉会議場の廊ろう下かに集つどっていたのであった。


「隻蓮さん、ダフネさんも一いつ緒しよだったんですか」


「まあ、ダフネどのには、こちらでの寝ね床どこなどを用意していただいてますので。若もご健勝のようで何より」


　若という呼び方も、ひどく懐なつかしかった。


　何度となくいつきに修行をつけてくれた密教僧は、もともとここで落ち合う予定だった。


　というのも、理由は単純。


　携けい帯たい電話を出したいつきが、頭を下げたのだ。


「隻蓮さん、メールとかいろいろ、ありがとうございました」


　礼を言われて、密教僧はぼさぼさ髪がみの頭を搔かく。


「感謝ならダフネどのにしてくだされ。〈銀の騎士団〉の団員の移動状じよう況きようとか、拙せつ僧そうだけでは調べようがなかったでござるからな」


「……い、いえそんな……」


　隻蓮の隣となりに寄り添そって、ダフネはなぜだか頰ほおを染めていたのだが、すぐにかぶりを振ふって、こう告げた。


「私はあくまで、〈銀の騎士団〉の団員の一部が本ほん拠きよから離はなれているらしい、という情報を伝えただけです。そこから、魔術決闘フエーデに向かったのだという推測を立てたのは隻蓮様と、いつき様のご功績かと」


　魔術決闘フエーデの際、〈銀の騎士団〉の情報を送っていたのは、このふたりであったのだ。


「それよりも──いつき様、あちらに」


　視線だけを、ダフネは廊下の向こう側へやった。


　その意味を、すぐにいつきは知った。


　一いつ瞬しゆん、泣き出してしまいそうに、少年の表情が揺ゆれた。


「……ありがとうございます」


　歩いていく。


　逸はやる気持ちを抑おさえ、一歩ずつ。


　それを見て、猫屋敷が、隣の穂波に首を傾げた。


「いいんですか？」


「……今回は譲ゆずったげる。一番辛つらかったん、あっちやし」


「なるほど。親友ですものねえ」


「猫屋敷さん！」


　目め尻じりをつりあげた少女に対し、猫屋敷は素知らぬ顔でそっぽを向く。


　そして、いつきはやっとの思いで口にした。





「……アディリシア、さん」





　その名前を呼ぶ声が、少しだけ震ふるえていた。


　しかし。


　ダフネと一緒にこの場へ訪おとずれていた金きん髪ぱつの少女は、すぐには答えなかった。


　やがて、漆しつ黒こくのドレスをつまんで、


「こんにちは──〈アストラル〉の首領様」


　まるで初対面のように、アディリシア・レン・メイザースは口にしたのだ。


「このたびは、我が〈ゲーティア〉のダフネがお世話になったそうで。お礼を兼かねて、私もご挨あい拶さつに参りました」


　硬かたくて、冷たい声。


　その意味も、すぐいつきに伝わった。


　今は、そういう立場なのだ。欧おう州しゆうに冠かんたる魔ま術じゆつ結社〈ゲーティア〉の首領として、禁きん忌き指定の首領を出すような結社とは、表向きに交流しにくい。だからこそ、ダフネが世話になったという事実とは逆転する言い訳を、アディリシアは使った。


　他ほかの人のいないこんな場でも、首領としての仮面を外せない、意地っ張りな少女。


　それが分かっているから、いつきも落らく胆たんはしなかった。


　ただ、こう告げた。


「来てくれて、ありがとう」


「…………」


　アディリシアは何も言わない。


「会えて、凄すごく嬉うれしい」


「…………」


　アディリシアは何も言わない。


「山田と功刀さんも寂さみしがってた。いまさら穂波とアディリシアさんがいなくなったら、すっごく調子が狂くるうって」


「…………」


　アディリシアは何も言わない。


　気にせず、いつきはゆっくりと言葉を連ねた。


「ごめんね。うまく話せなくて」


　と、謝ったのだ。


「僕が弱くて、〈アストラル〉も弱かったから、皆みんなバラバラになった。笑って話すこともできなくなった。それは分かってる。だから強くなろうと思った。せめて隣となりにいる相手ぐらいは護まもれるようになりたくて、いろいろやってみた。──でも、やっぱり難しいよね。なんとか今、皆に会えてるけれど、それだっていろんな人に助けられてばっかりだし。うん、アディリシアさんに怒おこられても仕方ないや」


　困ったように、はにかむ。


　今回の魔術決闘フエーデの以前、いつきはオルトヴィーンへ話していた。





　──『僕は、この一年で、〈アストラル〉をＢＢＢランクまで押し上げるつもりだよ』


　──『それぐらいしないと、穂波も猫屋敷さんも取り戻もどせない。アディリシアさんと会うことだってできないもの』





　愚ぐ直ちよくすぎるぐらいの、言葉。


　それはきっと、どれだけ姿が成長しようと、どんなに絶望的な環かん境きようだろうと、この少年の本質は変わらないのだという、その証明。


「だから、もっと頑がん張ばってみようと思う。次に会うときは、きっと皆で笑えるように」


　それきりで。


　しん、と言葉が絶えた。


　静せい寂じやくの中で、誰だれもそれ以上の声を発しようとはしなかった。


「………………ぁ」


　吐と息いきが、こぼれた。


　言葉にならない言葉とも、思えた。


　だけど、


「……何のことか、分かりません」


　少女は、かたくなに首を横に振ふった。


　ドレスのスカートを握にぎり、ぶるぶるとその指が震えても、何も認めようとはしなかった。


「失礼いたします」


　踵きびすを、返す。


　足早に、漆黒のドレスが立ち去っていく。


　高く大理石に足音が鳴っても、いつきはそれを追いかけようとはしなかった。


「──ダフネどの、今のは？」


「詮せん索さくなさらないであげてください」


　慌あわてた顔の隻蓮に、ダフネがかぶりを振る。


　純白の髪かみは、音もなく揺ゆれて、黒白の美女は微び笑しようしたのであった。


「涙なみだは見られたくないものでしょう。……たとえそれが、嬉し涙でも」





　　　　＊





　少女は、ベッドに埋うもれていた。


　この施し設せつにつくらせている、〈ゲーティア〉首領としての私室である。〈ゲーティア〉のみならずＡＡダブルエークラス以上の結社は、こうした部屋を専用につくられていることが多かった。


　アディリシアの場合も、それに準ずる。


　内装は好き放題につくりかえており、品の良い調度や工芸品を配した中に、どこか少女趣しゆ味みっぽい雰ふん囲い気きが混じった部屋だった。


　その中央の、天てん蓋がいつきの大きなベッドである。


　ダブルどころではない広さの中央で、綺き麗れいな縦ロールが乱れて、白いシーツを飾かざっていた。


　その上部に置かれた羽根枕まくらが、ぎゅっとよじれる。


　少女が握りしめたのだ。


「……馬ば鹿か」


　と、呟つぶやきを漏もらした。


　羽根枕を握ったまま、その枕で何度も何度もベッドを叩たたいた。


　枕だけでなく足でベッドを蹴けって、ただただ子供のような地じ団だん駄だを踏ふんでいた。


「馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿イツキ！」


　初めて、そんな風に少年のことを呼んだ。


　アディリシアは、今後の自分のことを分かっている。


　これ以上強大な魔ま神じんを喚かん起きしようとするならば、いずれは更さらなる代だい償しようを要求される。


　アディリシアの、一番大切なもの。


　そんなもの、決まっているではないか。


　あの少年と一いつ緒しよにいた思い出を──その時に感じた感情こころもすべて、いずれは失ってしまう身なのだ。


（……だから）


　だから、忘れてしまってもいいように、冷たく接したのに。


　自分の内側にあるものがこぼれないように、首領としての仮面をかぶっていたのに。


　あの少年は、何も分かってくれない。


　何ひとつ分かってくれなくて、それどころか本当に温かいものだけを、この胸へと届けてくれて──どうして、あの少年はあんなにも愚おろかなのか。


（……どうして）


　どうして、あの少年はあんなにも──


「…………」


　しばらく、アディリシアは枕を握りしめていた。


　突つっ伏ぷしたままで深呼吸するみたいに胸を上下させていたが、突とつ然ぜん上半身を持ち上げベッドの上で正座した。


　それから、


「ええ、そうですわ。……今度こそ決めました」


　きゅっ、と真しん紅くの唇くちびるを引き締しめた。


　柔やわらかな羽根枕を抱だきしめた格好なのに、これから戦場の最前線にでも向かうかのごとき、真しん摯しな表情。


　そんな姿で、少女はそっと囁ささやいたのだ。





「……あなたのことなんか、絶対に忘れてあげないんですから」





　まるで、それは魔法の呪文スペル。


　自らの言葉に鼓こ舞ぶされたように、翠みどりの瞳ひとみには、これまで以上の強く気高い光が宿っていたのであった。





　　　　＊





　会議場の外は、鬱うつ蒼そうとした森となっていた。


　樫かしの木の多い常緑樹林である。


　かつて魔女のねぐらとされたのも、こんな森だったろうか。


　ロシアンブルーの猫ねこは、その木こ陰かげでぼんやりと寝ね転ころがっていた。ふよふよとふざけた人工物の羽を動かし、気持ちよさそうにうたた寝している。


　その猫の前に、影かげが落ちたのだ。


「……あなたは」


「あら、お久しぶり」


　起き上がり、羽猫はくるりと瞳をきらめかせた。


　目の前の男は、どうしようもなく薄うすっぺらい相手だった。


　人間のありとあらゆる個性を奪うばったなら、こんな顔になるだろうか。


　眉まゆの長さ、瞳の深さ、鼻の高さ、唇の厚み、何をとっても平均的という以外の感想がない。人種や性別、年ねん齢れいによって平均などという定義はいくらでも変化しうるのに、この男だけにはそれがあてはまらぬようだった。


　身に纏まとったスーツやネクタイまでもが、彼のために個性を失っている。


　いっそ悪魔的なまでの異い貌ぼう。


　あるいは──いわく、魔法使いを罰ばつする魔法使い。


　影崎であった。


「変わったわねえ」


　と、ため息混じりに口にした羽猫へ、


「あなたもです。……いえ、あなたの場合は戻もどったというべきですか」


　訥とつ々とつと、影崎は言う。


　影崎の瞳には、別の姿が映っていた。


　猫の肉体に被かぶさった、霊エーテル体の姿。


「あらやっぱり見える？　恥はずかしいこと。おばあさんになって、こんな姿を見られるのはまったく赤面しちゃうわね」


　くすくすと笑う霊エーテル体のカタチは、妖よう艶えんな女性のものだった。


　東とう欧おうの血を引いていると思おぼしい、白色人種コーカソイド。


　細い肩かたへ、ゆるやかに巻いたアッシュブロンドがこぼれている。羽猫の毛皮と同じその色に、悪戯っぽい瞳。生なま唾つばを呑のみ込みたくなる艶なまめかしい肢し体たいは、まず三十歳を超こえまい。霊エーテル体の取る年格好は本人そのままか、もしくは全盛期のものとなるのが普ふ通つうだが、この羽猫の場合は後者であったろうか。


　ヘイゼル・アンブラーと、影崎。


　羽猫の自じ称しようが偽いつわりでなければ、先代〈アストラル〉でともに机を並べたこともあるふたりだったはずだ。


「ほかの子には秘密ね。孫まご娘むすめにも黙だまってるように、いつきくんに口止めしてるんだから」


「何を考えてらっしゃるんです」


　端たん的てきに、影崎は言った。


「さあ」


　と、羽猫は曖あい昧まいに首を振ふった。


「あたしにだって、キミが分からないわ。ずいぶん荒あれ果てちゃった上に、〈アストラル〉の社員をわざわざ〈協会〉に縛しばりつけてどうするつもり？」


「指示したのはダリウス様です」


「ふん。だから、あの子はぼんくらなのよ」


　すんと鼻を鳴らすようにして、羽猫が改めて影崎を見つめたのだ。


「もう一度訊きくわ。あのふたりを、どうするつもり？」


「…………」


　少しの間、影崎は黙っていた。


　それから、こう言った。


「ええ……穂波・高瀬・アンブラーと猫屋敷蓮のどちらかに、魔ま法ほう使つかいを罰する魔法使いの、その長になってもらうつもりです」


　ゆらりと影崎が笑う。


　その途と轍てつもなく不ふ吉きつな笑えみに、羽猫はたじろがなかった。


「だったら、あたしはいつきくんを贔屓ひいきするわ」


　と、告げたのだ。


　ひょいと木の根をまたいで、会議場の方角へ歩く途中で、一度だけ振り返った。


「それと、ひとつ忠告」


「なんでしょう」


「そこの塔とうの住人は早く始末しないと、禍か根こんを残すわよ」


　羽猫が顎あごをしゃくったのは、森の反対側。


　会議場から少し離はなれた場所に建てられた、煉れん瓦がの塔であった。





　　　　＊





　その塔の中には、光の欠片かけらも差していなかった。


　完全なる暗くら闇やみ。


　常人ならば一時間ともたずに発はつ狂きようしかねない真の闇である。


　いくら目を凝こらしても無意味な、漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされた空間で、がしゃがしゃと鎖くさりと煉瓦のこすれる音がする。


　鎖。


　この塔は、囚しゆう人じんを繫つなぎ止めるための獄ごく舎しやだったのだ。


　といっても、少なくとも彼らのいる階層には、西と東のふたつしか牢ろう屋やはない。


　それだけ特別な相手をつなぎとめる獄舎だとも、後付けで無理につくられた牢ろう獄ごくなのだとも、どちらにも思われた。


　実際のところは、どちらも半分正解で半分間ま違ちがい。なぜならば、この塔はさる王族が使っていた、拷ごう問もんという名の娯ご楽らくのための建物だからだ。強大な魔法使いを封ふうじるため、その陰いん惨さんな歴史の呪じゆ力りよくを逆用し、あらゆる魔術を封じる術式に変へん換かんしていたのだ。


　今、その東側の牢獄から、鼻歌が聞こえていた。


　古いケルトの民たみが伝える、童どう謡ようであった。


「──妙みように上じよう機き嫌げんだな」


　と、西側の牢屋からも、声が生まれる。


「何か、いいことでもあったか？」


「……いえいえ。ようやく待ち人が現れたようでして」


　対する東側の牢屋の声は、涼すずやかなものだった。


　こんな劣れつ悪あくな環かん境きようにあって、何ひとつ淀よどんでいない。外的な環境の変化など、この若者を害するには至らないと、そういうようでもあった。


「へえ、そいつは上機嫌にもなるか」


　うなずく気配。


　自分の口から生えた牙きばのような何かを、ぴちゃぴちゃと舐なめあげる音がした。


「いい加減ここも飽あきた。そろそろ出ねえのか」


「僕たちの決めることじゃないですよ。〈協会〉の封印もさすがですし、いくらあなたが吸きゆう血けつ鬼きだろうと、力ずくで引きちぎれるわけじゃないでしょ？」


「はっ、けったくそ悪い」


　西側の囚人は、唾つばを吐はき捨てて黙り込んだ。


　それきり、交流は絶えた。


　実際、この階層でただふたりきりの囚人だというのに、およそ一週間に一度ぐらいしかまともな会話を交かわさないふたりであった。


　少しして、


「約束通り、強くなったみたいですね。イツキくん」


　闇に向かって、若者の声は問いかける。


　ほつり、と暗黒に紅あかい色が生まれる。


　若者の瞳ひとみから発された光であった。それは闇に刻印された封印術式に反応して、じじ、じじ、と壊こわれかけた電灯のように明めい滅めつする。


「ねえ、イツキくん」


　と、若者は言う。





「……もう、僕たちの魔ま女じよ狩がりについては、知りましたか？」





　まるで闇に歌いかけるかのような──その顔は、もうひとりの妖精眼グラム・サイト、フィン・クルーダであった。





　　　　＊





　──少し、時間は遡さかのぼる。





　いつきが魔術決闘フエーデを終えた、その直後である。


　おおよその手当てが済んだ後、いつきとジェラールのふたりは、〈アストラル〉事務所の応接室で対面していた。


　ふたりだけである。


　重要な話ということで、〈銀の騎き士し団〉も〈アストラル〉もほかの人間は退けられていた。


『俺に──訊ききたいことがあるんだったか』


　ジェラールが、片目をつむる。


　その問いに、


『はい』


　と、少年は素す直なおにうなずいた。


『知りたいのは、僕の視みた魔女狩りについてです』


『ほう？　それは、うちの宗教の一部が熱心にやってたからかな？　だったら筋違いだよ。いくら言葉を取り繕つくろっても、〈銀の騎士団〉は魔法使いに違いない。異い端たん審しん問もんならともかく、基本的に魔法使いは保護する立場だ』


『はい、知ってます。その上で、ちょっと聞いてもらえますか』


『もちろん構わんとも。魔術決闘フエーデに負けた以上、拒きよ否ひ権けんもない』


『ありがとうございます』


　微び笑しようして、いつきはもう一度低頭した。


　それから、こう続けた。


『以前、僕は〈螺旋なる蛇オピオン〉についての白昼夢を見ました』


『白昼夢？』


『白昼夢といっても、実際は過去の場面だったのだと思います。──詳くわしくは話せませんが、多分僕の妖精眼グラム・サイトが視た、〈螺旋なる蛇オピオン〉の発はつ祥しようについての風景』


『な──っ』


　ジェラールが目を剝むく。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の発祥についての情報。


　そんなものが分かるならば、〈協会〉の誰だれもが協力するだろう。こんな魔術決闘フエーデを持ちかける理由など、欠片かけらも存在しない。


『見た景色が問題だったんです』


　苦笑して、いつきは言う。


『僕が見たのは、魔女が断頭台にかけられる景色でした』


　魔女狩り。


　中世末期の欧おう州しゆうに吹ふき荒あれた、集団ヒステリーの悲劇を知らぬ者はいないだろう。亡なくなった命は数千とも数万とも言われるが、散るべき命などほんの一欠片もなかったはずだ。


『あの夢を、僕は最初、普ふ通つうの魔女狩りの光景と思っていました。だから、今いま更さら〈協会〉にとっては〈螺旋なる蛇オピオン〉の手がかりにならないって』


　少年は言う。


　半年前、京都の事件で垣かい間ま見みた風景。


　妖精眼グラム・サイトから紅い種を抜ぬき取られるその直前に、いつきが視てしまった光景。


『でも、あれはただの魔女狩りじゃなかった』


　いつきは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎって続けた。


『魔女狩りなら、普通は火あぶりか絞こう首しゆ刑けいでしょう。魔女狩りが行われたのはおよそ十六世紀から十七世紀末。原型としての断頭台は存在しますが、ギロチンが発明される十八世紀末まで百年は開きがあります。──この半年間、僕は魔術の修行以外の時間を、あのときの景色を検証することに費ついやしました』


『…………』


『あれは普通の魔女狩りじゃなくて──おそらくはスペインの、異端審問でした』


　異端審問。


　もともと、魔女狩りも異端審問から発展した運動に過ぎない。


　しかし、異常に過熱した後、急速に収束した魔女狩りとは異なり、たとえばスペインの異端審問は、記録上だけでも実に十九世紀半ばまで続いているのだ。


　公的な記録は少ないのだが、私し刑けいとしての魔女狩りはそれだけの間続いたとも見られる。


　当然、人道的な処刑具として発達していたギロチンはその私刑でも用いられ、いくつもの首を刎はね落としたはずであった。


『……では、君が私たちを魔術決闘フエーデで打ち破ってまで知りたかったのは──』


『ええ』


　と、いつきはうなずいた。


『スペインは、〈銀の騎士団〉の母体となったテンプル騎士団の一部が逃のがれた土地です。〈協会〉の記録ですと、古くから権勢を誇ほこっていたそうですね』


『……あ、ああ』


『だったら、あなたなら知っているはずです。〈協会〉に古くから関かかわってきた〈銀の騎士団〉の騎士総長、ジェラール・ド・モレーなら知るはずです。そして、あなたなら魔術決闘フエーデで交かわした契約ゲツシユをけして破らない』


『…………』


　ジェラールは、沈ちん黙もくした。


　いつきの言葉に隠かくされた、その先を悟さとったのだ。


　やめてくれ、と願った。


　その先を問うな、と祈いのった。


　しかし、少年は淡たん々たんと言葉を継ついだ。


『異端審問。処刑された魔女。そして〈協会〉の重鎮である〈銀の騎士団〉の土地。……おかしいですよね？　あなたがたは今魔法使いを保護する立場だって言ったのに、あなたがた〈銀の騎士団〉が有力だったはずの土地なのに、どうして本物の魔法使いが狩られているんですか？　そして、殺されたのは、どうして〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いだったんですか？』


　いつきが、ひとつずつ材料を並べていく。


　そのたび、ジェラールの頰ほおを生ぬるい汗あせが伝う。


　聞いてはならないことに、知ってはならないことに、まして教えてはならないことに、ジェラールは契約ゲツシユによって直面させられているのだった。


『僕の推測だと、こうなります』


　むしろゆっくりと、単語ひとつひとつを検証するかのごとく、いつきは口にする。


『あなたがた、〈銀の騎き士し団〉はむしろ異端審問を起こす側だった。〈協会〉は〈螺旋なる蛇オピオン〉とその頃ころから対立していたから、この異端審問を利用して、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いを消していた。……でもこれだとまだ辻つじ褄つまが合いません。ごく最近まで〈協会〉は〈螺旋なる蛇オピオン〉を知らなかったはずです』


『…………』


　ジェラールは、喋しやべらない。


『ですから、知っていたはずの〈螺旋なる蛇オピオン〉の正体を忘れた理由──かつての〈協会〉が、異端審問の記録さえ残さなかった理由が不可欠です』


『…………っ』


　もはや、ジェラールは酸欠に陥おちいっていた。


　ぱくぱくと口を開いて喘あえぐ老騎士へ、最後に伊庭いつきは、こう問うたのだ。





『ひょっとして……〈螺旋なる蛇オピオン〉とは……もともと〈協会〉から分かれた組織なんじゃないですか？』





　　　　＊





　──そして。




もう一度だけ、舞ぶ台たいは移る。







　そこは、天に限りなく近い場所であった。


　眼下に雲を見下ろし、その雲も峰みねも麓ふもとも、どうしようもなく白い。


　雪山であった。


　時に、神々のおわす座とも称しようされる、南アジアの山脈である。


　標高五千メートルを超こえ、空気はひどく薄うすい。よほど慣れた登山者でも酸素ボンベなしにはいられぬ高度だ。


　その厳しさゆえか、見下ろす景色は恐おそろしいほどに美しい。


　美しいのと、恐ろしいのと、その区別がつかなくなりそうな光景だった。


　そんな雪山に穿うがたれた、無数の洞どう窟くつのひとつである。


　その洞窟で、山の中腹に築かれたある村の親子が、奇き怪かいな行こう為いに及およんでいたのだ。


　奇怪というのは、村人の親子についてではない。


　親子の間に座した、もうひとりの男のことである。


　座ざ禅ぜんを組み、瞼まぶたを閉じた男の唇くちびるへ、村人の父親が薬や缶かんの先をねじこんでいるのだった。


「──一週間に一度、こうして水を飲ませてあげるんだ」


　薬缶を何度か傾かたむけて、父親が説明している。


　可愛かわいらしい頰をりんごの色に染めた子供は、その姿を真しん剣けんに見つめていた。


「それが、お父さんの約束？」


「そうだ。この人とした約束だ。……もし俺に何かあって来られなくなったら、今度はお前が続けるんだ。分かったな？」


「分かった」


　こくりと子供がうなずく。


　素す直なおな気き性しようである。


　もとより、先人の言葉をきちんと受け取れるような者でなければ、生き抜ぬいていけない土地でもあった。


「それにしても、不思議な人だ」


　と、父親は独りごちた。


「もう九年ほどもこうしているのに、一向に起きる気配がない。なのに筋肉も落ちてないし、髭ひげもこれ以上伸のびない。そもそも一週間に一度の水だけで、生きてられるはずがないんだが」


　不思議そうな父親の言葉を、子供はほとんど聞いていなかった。


　くるくると座禅を組んだ男の周囲を巡めぐりながら、ことりと首を傾かしげた。


「このおじさんが、僕を助けてくれたの？」


「そうだ」


　と、父親は答えた。


「生まれたばかりのお前を病気から救ってくれた。それも、冬の一番きついときにふもとの医者を担かついでやってくるなんて、うちの村の誰だれにもできない真似まねをしてな。──だから、俺は約束を守る。この人が起きるまで、この約束を続ける。お前もいいな？」


「うん！」


　元気よく、男の子はうなずく。


「ええとじゃあ、これも訊きいとかなきゃ。このおじさんの名前、なんて言うの？」


　そう訊かれると、父親は少しだけ笑えみを柔やわらかくした。





「ツカサ・イバだ。自分にも息子むすこがいるからって、そう言ってたよ」












　あとがき




　お待たせしました。レンタルマギカ第三部、スタートです！


　表紙や口絵からして、大きくイメージが変わったキャラもいて、驚おどろいた方も多いのではないでしょうか。ついに三年生となったいつきだけではなく、〈アストラル〉にも〈協会〉にも時間という変化は平等に積み重なっています。





　今回、出会ってしまった相手は銀の騎き士し。


　魔法使いの歴史を語るに欠かせないさる伝説の騎士団は、いつきの成長をはかる上でもってこいの題材でした。はたまた穂波やアディリシアなど、〈アストラル〉から遠ざかってしまった人間を語るためにも、彼らの存在は欠かせません。


　魔ま法ほう使いと、騎士。自己を窮きわめんとする者と、他者を護まもらんとする者。


　その両者が出会ったら、どうなるのか。


　今回は、そういう物語です。





　ところで、なぜだか今月も（！）二冊の本が発売予定でして、二月四日あたりに講談社ノベルスから『幻げん人じんダンテ』という作品が出版されるはずです。


　イラストは『ペルソナ』シリーズで有名な副島成記さん。講談社ノベルスといえばミステリですが、ミステリの風味を使いつつ、あくまで僕らしい作品に仕上がったんじゃないかと思ってます。『レンタルマギカ』ともども、新刊の帯かどこかに相そう互ご広告を入れるとのことでしたので、よろしければチェックしてみてくださいませ。





　最後に、少しだけ私信を。長らく闘とう病びよう生活を続けていた母が、昨年の九月永えい眠みんしました。この原げん稿こうにとりかかる直前です。僕が作家になるという話をしたときすら反対せず、このシリーズも楽しく読んで、影崎の正体に驚いてくれた母でした。


　わざわざ関西の葬そう儀ぎまで参列くださり僕のスケジュールを調整してくださったスニーカー文庫編集部の皆みな様さま、心配の言葉をかけてくれ新しいいつきたちの姿を描えがいてくれたｐａｋｏさん、焼しよう香こうに訪おとずれてくださった魔術考証の三輪さんに、心から感謝いたします。


　そして支えてくださる読者の皆さんへ。あなたのおかげでこの巻を出版できます。


　次は、もう少し早く、夏頃ごろにお目にかかるつもりです。





　　二○一〇年一月




ミヒャエル・エンデの『モモ』を読みながら　　













レンタルマギカ


銀ぎんの騎き士しと魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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